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前巻までのあらすじ







　平凡な高校三年生である日和ひより常つね信のぶは、呪殺された皇帝とうり二つという理由で異世界の大国グロリア帝国に召喚された。

　替え玉皇帝として国内の改革に取り組み、十四カ国連合軍や「七勇神姫セテイオ・プリンサ」との戦いも圧倒的物量によって押し勝つ。さらに慈愛の女神までも嫁にした彼は外遊に出発した。

　しかし外遊中、大陸経済を陰で牛耳るヴェイルジェンドン家の後ろ盾を得たポッツォーリ公こう爵しやくが帝都を乗っ取りポッツォーリ帝国を建国してしまう。

　窮地に立たされた常信たちだったが、浮遊島を使った魔力通信網の復活や晶機コムニカを利用した仮想通貨の発行によって事態は一変。大陸中の人々に支持され、常信は帝都に帰還し、グロリア帝国の再建を果たす。

　その後、魔王ミラグロスが作り出した超巨大魔獣を合体ロボで打ち破ったり、常信自ら仮想美少女と化してヴェイルジェンドン家の当主「黒こく蝶ちよう」とやり合ったりして、ついに「黒蝶」ヴァレンティーナを屈服させた。

　安心したのも束の間、常信の寝室に「光の姫ルーテツサ」ユーリが忍び込む。そして彼女の口から「無の姫ノンテツサ」の真実が語られた。





第？章　半裸で抱き合ってます（意味深）







　半裸の巨大なオッサンが汗だくで相撲を取っている。

「すごい絵面だな……」

　日和ひより常つね信のぶは思わず呟つぶやいてしまった。

　見る人によっては神聖で厳粛な光景なのかもしれない。何しろ、大陸最高神ゼーバと邪神グルシュの一騎討ちなのだから。

「どおおおおおおっせいいいいいいいい！」

「ふんぬうううううううううっ！」

　立派な髭ひげをたくわえた筋肉ムキムキの中年オヤジと、これまた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした色黒中年オヤジ。二柱の神はがっちりと組み合い、互いを投げ飛ばそうと奮闘を続けている。

「あそこに突っ込んでいかないといけないなんてなあ……」

　ハアとため息が洩もれた。

「陛下あああ！　全軍、準備は整っておりまああああす！　ご命令をおおお！」

　全身甲かつ冑ちゆうを騒がしく鳴らして帝国軍総大将のジルベルト・テッサリーニ公こう爵しやくが駆け寄る。常信の前で素早く跪ひざまずいた。

「栄光あるグロリア帝国軍の力をもってすれば、いかな邪神といえど敵ではありません！　ゼーバ様が動きを止めて下さっているうちに討ち取ってやりましょう！」

　大きすぎるジルベルトの声に少し身を引きながら、常信は目標へと目を向ける。

　色黒の中年オヤジ。奴やつこそ大陸に訪れた「厄災」、邪神グルシュだ。裸に腰布を巻いただけという簡素な服装だが、よく見ると腰に巾着がぶら下がっている。

　あれを奪う。

　それが達成できれば、邪神との戦いは後回しにして良い。

「ジルベルト、目的を見失うな」

　常信は努めて冷静に、威厳のある声を心がけて言った。

「今はあの巾着を手に入れるのが先だ。邪神グルシュとの決着は後でつける」

「はは──────────っ！」

　ジルベルトが耳をつんざく大音声で頭こうべを垂れる。一呼吸置いて常信は命じた。

「では作戦を実行せよ。全軍、進撃！」

「全軍、進撃いいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　力強く身を翻し、ジルベルトが立ち上がって腕を振る。雄お叫たけびを上げ、夥おびただしい数の兵士たちが一斉に二柱の神へと進軍を開始した。

「ぐぬうううっ……！　何だぁ？　虫けらどもが近づいてきおったぞぉ」

　色黒オヤジ──邪神グルシュがゼーバと組み合ったまま目を細める。

「余よ所そ見みをしておる余裕があるのか、グルシュううう!?」

　大神ゼーバが胸を打ちつけて相手を押し込んだ。フウウンと荒々しく鼻息を吹き、グルシュも踏ん張る。巨大な足が大地を滑り、砂煙を巻き上げた。

　視界を奪われた兵士たちから悲鳴が上がるが、進軍は止まらない。着実に神々の戦場へと小さな人間たちが近づいていく。

「頼むぞ、みんなっ」

　気づかないうちに拳を握りしめていた。手て許もとの水晶球で戦場を鳥ちよう瞰かんする。隊列を組んだ兵士たちが四方八方から蛇のように迫り、ゼーバとグルシュを取り囲んだ。

「始まる」

　ゴクリと唾を呑のむ。

　兵士たちの中から一際大きなかけ声が響き渡った。

「突撃いいいいいいいいい！」

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!

　帝国軍二百万が雄お叫たけびを上げて二柱の神に群がる。さらに後ろから攻城兵器も進み出てきた。がっぷり四つで組み合ったままのゼーバとグルシュの足元に工事現場の足場のような骨組みが設置される。

「何の真ま似ねだ、虫けらどもぉっ！　ちっぽけな者どもが幾ら数を頼ろうと、儂わしには掠かすり傷きず一つ負わせることなどできぬわぁ！」

　グルシュが眦まなじりを決し、ゼーバの巨体を掴つかんだまま右足を内股にかけた。足場が粉々に砕けて宙を舞う。それに乗っていた者たちやグルシュの足に取りついていた兵士たちが跳ね飛ばされてしまった。

　常つね信のぶは目を見開く。

　兵士たちの体を魔法陣が包み、その姿が消えた。

「よし！」

　安あん堵どとともに叫ぶ。水晶球を操作して画面を切り替えた。映し出されたのは戦場から少し離れた場所にある転移地点の様子だ。強制転移された兵士たちが次々に現れ、ふらふらと立ち上がる。

「晶機コムニカアプリの強制転移は問題なく作動してるな！　これなら、いける！」

　常信は戦場に目を戻した。グルシュの内股を堪こらえたゼーバが逆に腰布を掴んで下手投げに持っていこうとしている。だが、相手も腰を落として踏ん張った。地面に根を張ったように動かない。

「やりおる！」

　大神ゼーバがグルシュを睨にらみつけ、どこか嬉うれしそうに言った。

「抜かせ！」

　今度は邪神がゼーバの腰布を両手で取る。すかさずゼーバはその腕を外から強く押さえ込んだ。互いの力が拮きつ抗こうして再び動きが止まる。

「行け行け行けーっ！　ゼーバ神のご加護は我らの下にあるぞー!!」

　周りを囲む兵士たちが再びグルシュの足に取りつき、這はい上あがり始めた。「鬱陶しい虫けらどもめ！」とグルシュが吐き捨てる。ふるい落とそうとするが、その隙にゼーバが喉輪を食らわせた。邪神の上体が大きく揺れる。しかしのけぞった体勢からグルシュも張り手を叩たたき込んできた。

　激しく鬩せめぎ合う二柱の神。その体をまるで蟻ありの大群のような帝国軍兵士たちがひたすら登り上がっていく。グルシュだけでなく、ゼーバの体を利用して回り込み、グルシュの体に飛び移る勇者まで現れた。

「さっきから……何だ、この虫けらどもはぁっ？　ちっぽけな虫けらの分際で、儂わしに楯たて突つこうとは不遜が過ぎるぞぉ！」

　グルシュの体がぶるりと震える。しがみついていた兵士たちが数百名、仲間を巻き込みながら滑り落ちた。中空で魔法陣に包まれ転移する。

「恐れるな、行け行けー!!」

　それでも進軍は止まらなかった。兵士たちは着実に邪神の体を登る。攻城兵器が幾度も押し寄せ、足場を固めた。壊されても壊されても次から次へと運び込まれ、その残骸でグルシュの足元が埋まっていく。

「しつこい虫けらどもめがぁっ……！　死ねぇっ！」

　刹那、世界が凍った。

　常つね信のぶの背筋を悪寒が走る。目の前が真っ暗になった。

　けれど、それもすぐにかき消される。世界に光が満みち溢あふれた。

「ハッハッハ！　どうしたグルシュ？　吾わが輩はいの前で即死の呪いを使ったところで、吾輩が運命を操って無効化すること、もう忘れたのか？　それとも、知った上で思わず口走ってしまうほど追い詰められておるのかな？」

　大神ゼーバがにんまりと笑ってみせる。その挑発に邪神グルシュは舌打ちで返した。

「汝なんじが虫けら呼ばわりしておる人の子らに、追い詰められておるのではないか、グルシュよ？　蟻の大群が巨象を倒すこともあろう。侮るなよ、人の子らの力を!!」

「ほざけゼーバアアア！」

　二柱の神がまたしてもがっぷり四つに組み合う。

　それは最大の好機だった。

「今だ、行けえええ！」

　常信は力の限り叫ぶ。

　邪神の体を懸命に這はい上あがっていた兵士たちが、ついに腰布へと至り、それを上って巾着まで辿たどり着いた。一人、また一人と到達し、ロープが結びつけられ、そのロープを伝ってさらに多くの兵士たちが巾着へと登り上がる。

「ぬううっ？　こいつら、まさかぁっ……!?」

「そのまさかだよ、邪神グルシュ」

　常つね信のぶは不敵に笑った。

「さあ、返してもらうぞ。『無の姫ノンテツサ』ソーナを」

　巾着に群がった兵士たちが小さな水晶を貼りつけていく。それらは晶機コムニカと呼ばれる携帯端末だ。中には転移魔法が入力されている。

「させるか、この虫けらどもがあああああああああああああ……！」

　邪神が怒りに吠ほえ、巾着へと腕を伸ばした。

　常信はほくそ笑む。

「確かに返してもらった」

　転移魔法が発動した。

　青白い光に包まれてグルシュの腰にあった巾着が群がっていた兵士たちとともに消えて無くなる。

「おのれええええええええええええええ!!」

　空を掴つかんだグルシュが目を剥むいて絶叫した。

「どこを見ておる、グルシュ」

　そこに威厳のある声が響く。

　相手の隙を、大陸最高神ゼーバは逃さなかった。

「ふうううううううん！」

　豪快な上手投げが決まる。

　地響きを上げて邪神グルシュがひっくり返った。

　周囲で兵士たちが大歓声を上げる。

「うおおおおおおおおおおおお！　やりましたぞ、陛下あああああああああ!!」

　諸もろ手てを挙げて喜ぶジルベルトに軽く頷うなずき、常信は苦々しい顔で身を起こした邪神をじっと見据えた。

「お前にしてみれば、人間なんてちっぽけな虫けらなんだろう。だが、その虫けらにだって誇りがある。矜きよう持じがある。神の横暴を覆す力がある」

　それから不敵に笑ってみせた。

「だってウチ、大国だから」





第一章　邪神、人類滅ぼすってよ（大問題）







　常つね信のぶは目を見開いた。

「『無の姫ノンテツサ』が、ユーリの双子の妹だって!?」

　ベッドに正座し、深々と頭を下げている白金髪の美少女を見下ろす。

　彼女はアートマ神王国の姫巫み女こにして「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人「光の姫ルーテツサ」ユーリ。いつもはボーッとした雰囲気をまとっている少女だが、今は異なった姿を見せていた。

　ゆっくり顔を上げた彼女は茫ぼう洋ようとした表情でなく、強い意志を秘めた黄金色の瞳ひとみで常信をまっすぐ見つめた。

「アートマ神王国の王族は、生まれたときから『七勇神姫』になる宿命を背負っているの。大陸に厄災が訪れたとき、当代の姫巫女が女神の加護を得て『七勇神姫』の一人となる。それが私と、ソーナ」

「『七勇神姫』になる宿命……？」

「その辺りのことは一旦、置いておいて。重要なのは、数年前、私が『光の姫』になり、ソーナが『無の姫』になったということ」

　戸惑う常信に対し、目の前の真っ白な美少女──ユーリは話を進める。

「私たちが『七勇神姫』になった。その意味するところは一つ」

「厄災が訪れたのね」

　常信にエルフの美少女がするりと身を寄せてきた。流れるような所作で腕を絡め、豊満な胸を押しつけてくる。布地一枚越しに彼女の柔らかさと体温が伝わってきた。

「ビーチェ、近いよっ」

　常信は焦って横を見る。紫の瞳としっかり目が合った。豪ごう奢しやな金髪を掻かき上げ、相手が艶あでやかに微笑ほほえむ。彼女はベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ公こう爵しやく令嬢。宰さい相しよう補ほとして常信を支える側近の一人だが、どうにも色気があり過ぎて困る。

「私としましては、もっと近づきたいですわ」

　ベアトリーチェがこちらの胸に指を這はわせてきた。ゾクゾクと得も言われぬ快感がせり上がってきたので急いで彼女の手を取って止める。

「今はそれどころじゃないからっ」

　その言葉に金髪エルフがむくれ顔になった。

「陛下はそうやってすぐ誤ご魔ま化かします！　そういえば帝都に帰還したというのに、私、まだ陛下に胸を揉もんでいただいておりませんわ！」

「何、言ってるんだ!?」

「パオラ様が約束して下さいました！」

「ああ！　そんなやり取りがあったような気がするけどっ……」

「うるさいのよ、腹黒エルフ！　ユーリの話の邪魔するんじゃないわ！」

　常つね信のぶとベアトリーチェの間に水色髪の頭がニュッと割り込む。力尽くで二人を引き離すと、鼻息荒くベアトリーチェを睨にらんだ。

「クオーレ様こそ、私と陛下の仲を邪魔しないでいただけます？」

　二人の間で火花が散る。常信はハアとため息を吐ついた。

「二人とも落ち着いてくれ」

　どうしても信じられないのだが、この勝ち気な態度の美少女は慈愛を司つかさどる女神様だ。その名をクオーレという。

「んで、厄災がどうしたんだよ？」

　小麦色の肌をした黒髪ポニーテールの美少女がごろりと寝転がってきた。常信の膝を枕にしてこちらを見上げる。赤い瞳ひとみと目が合った。

「ちょっとナタリア、ずるいわよ！」

　もう一人、小柄な美少女が飛びついてくる。円つぶらな黒瞳がくりくり動き、いかにも活発そうな印象を与える少女だ。

　黒髪ポニーテールがナタリア・テラディリャス。海洋国家アレグランサの王女で「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人「水の姫アクウイツサ」でもある。小柄な方はマライカ・ビッテ・アラースム。大陸南東の交易都市国家エイズルムの王女で「地の姫スオロツサ」だ。

　二人に引っ張られながら常信はユーリを見る。彼女は周りのことなど全く気にした様子もなくじっとこちらを見つめていた。

「ああ、えっと……。厄災って、どっかで聞き覚えがあるな」

「大陸中に広まっている伝承の一節よ。『大いなる地に厄災訪れしとき　女神の御お力ちからを宿し七人の勇敢なる姫が真なる王の御み許もとに集い　厄災を打ち払うであろう』」

「ああ！　そうだ、それそれっ」

　ユーリの淡々とした解説に頷うなずく。

「で、どんな厄災が訪れたんだ？」

「それは……」

「皇帝！」

　突然、茶髪の美少女が飛びついてきた。勢いに押されてひっくり返り、ベッドから転がり落ちる。「何だよ、急にっ？」とぼやいた。

　背筋が凍りつく。

　部屋の空気が一変していた。

　何か、おぞましい気配がする。

「ボクの側そばにいるんだ。さすがにこれは、冗談じゃすませられないな」

　常つね信のぶを押し倒した彼女──シエラ・ログルド・バートロンが真剣な表情で言った。大陸第二の国土をもつテルエの王女にして「闇の姫ブイオツサ」である彼女の眼まな差ざしはいつになく険しい。近頃、ド変態な姿しか見ていなかったので、何だか新鮮だ。

「何が起きてるんだ、シエラ……？」

「皇帝も感じているだろ……。このおぞましさは尋常じゃない。魔族よりも遥はるかに厄介だ。さすがに『七勇神姫セテイオ・プリンサ』として真面目に役割を果たさないとね」

　そう言いながらシエラが常信の頭を自分の胸にしっかり抱きかかえる。薄い布地越しに豊満なものがぐいぐい押しつけられた。

「おい、真面目にやるんじゃなかったのか……!?」

「もちろんボクは大真面目さ！　この危険な状況を利用して皇帝といかがわしいことをする気満々だよ！」

「やっぱり真面目じゃない！」

「は～い、じっとして～っ」

　常信の背中にさらなる爆乳が押しつけられた。耳元でおっとりした声がする。

「皇帝さん。窮屈かもしれないけど、しばらく動かないでね～。本当にまずい相手だと思うから～」

　内容は全くおっとりしていなかった。頬をオレンジ色の髪が撫なでる。「火の姫フイアネツサ」にして山岳国家ブリムレックの王女、マリアンヌ・レーヴェ・スライフォードが後ろから密着してくる。シエラと二人がかりで常信を挟んでしまった。

「ななな何がどうなって……？」

「来ます、陛下！」

　凜りんとした声が叫ぶ。

　長いプラチナブロンドがかろうじて見えた。彼女はロザリンド・スターリング・フォン・イグドラル。イグドラル王国の王女であり「風の姫ヴエネリツサ」として「七勇神姫」の一角を担っている姫騎士だ。

　おっぱいの圧力に抵抗し、どうにか視界を確保する。

　ロザリンドが見つめる先には禍まが々まがしい気配を放つ暗黒の穴があった。

　そこからぬるりと、一人の美少女が姿を現す。

　ウェーブのかかった黒髪に灰色の瞳ひとみ。

　魔法使いが愛用するローブをまとい、手には年代物の杖つえを手にしていた。

「えっ……？」

　その整った顔立ちに常信は見覚えがある。

　それどころか、割と頻繁に顔を合わせていた。

「どうして、あなたが現れるんだ……？」

　常つね信のぶの思いは、ロザリンドの側そばに立っていた美少女が代弁した。

　肩の辺りで切り揃そろえたプラチナブロンドと青灰色の瞳ひとみ。ロザリンドとそっくりな顔は従姉妹いとこというより双子のようだ。

　帝国騎士ヒルデガルト・スターリング。彼女は信じられないと頭を振る。

　その姿を見て、暗黒の穴から出てきた美少女が微笑ほほえみ、会釈をした。

「こんばんは、皆様。カタリナ・メルクリアーニと申します」

　ウェーブした黒髪がゆらりと揺れる。

　彼女はいつもと変わらぬ笑顔で常信たちを見回した。

「どうなさいました、皆様？　何をそんなに驚いておられるのですか？」

「……驚きもするだろう」

　拳を強く握り、肩を震えさせてヒルデガルトが答える。

「私たち『十二星姫ドーデイ・ステラ』の仲間が、いきなりそんな禍まが々まがしい気を放って陛下の寝室に現れたら……驚くに決まってる……！」

　叫ぶ彼女の肩をロザリンドが励ますように抱いた。

「気をしっかり持って、ヒルデ。きっと偽物よ」

「ひどいことを仰おつしやるのですね、ロザリンド様。私は嘘うそ偽りなく、『十二星姫』の一人、カタリナ・メルクリアーニです」

　キュッと口の端を邪悪に歪ゆがめる。

「そして、大陸に訪れた『厄災』そのものです」

「そんなはずがない！」

　即座にヒルデガルトが言い返した。帝国淑女たちで編成された「十二星姫」のリーダーである彼女には受け入れがたい発言だったのだろう。

　しかしカタリナは悠然と首を振った。

「事実です。この目を見れば分かるでしょう？」

　彼女が両目を大きく見開く。

　常信には何のことか、すぐには分からなかった。

「あなた、その目」

　声を上げたのはベアトリーチェだ。彼女は眉み間けんに皺しわを寄せ、カタリナの両目を見る。

「灰色ね」

「そう。私の目は灰色。これが意味するところを皆様は魔王ミラグロスからお聞きになっていますよね？」

　そこで常信も「あっ！」と声を上げた。

　以前、魔力通信網で仮想現実美少女モナルカになっていた頃、魔王ミラグロス扮ふんするサタナが話していた。

　灰色の目は邪神グルシュの呪い。強すぎる魔力のせいで、完全な灰色の目を持つ人間は視力を奪われるだろう、と。

「カタリナ……。まさか、本当に……」

　ヒルデガルトの声が震える。

「私、皆様のことが見えています。それはよくご存ぞん知じのはず。ですが、そんなことはただの人間には不可能ですよ。つまり、そういうことですね」

　カタリナは優雅に一礼した。

「改めて自己紹介致します。私、大陸に厄災をもたらす者、カタリナ──」

「女神フラアアアアアアアアアアアアアアアッシュ!!」

　突如、虹色の光がカタリナに向けて放たれた。

「!?」

　光の直撃を食らい、カタリナの体がビシッとのけぞる。

　力を失って床に倒れた。

「まったく。茶番が過ぎるわよ、グルシュ」

　ベッドに仁王立ちしたクオーレがカタリナに言い放つ。

　倒れていたカタリナが、カッと目を見開いてぬるりと起き上がった。

「ゲハハハハ！」

　先程とは打って変わって邪悪な笑みを見せる。

「ゼーバの末娘め。せっかくの余興が台無しだ。仲間と思っていた者が、実は敵だと判明して、憎しみ、殺し合う愉快な展開を予定しておったのに」

「その性格の悪さは、さすが邪神と言うべきかしら」

　クオーレが腕を組んで不機嫌そうな顔をした。

「クオーレ様、何がどうなってるんだ!?」

　常つね信のぶはおっぱいに埋もれたまま頑張って尋ねる。

「見れば分かるでしょ、皇帝！　カタリナの体に邪神グルシュが取りついてるのよっ。その娘自身が『厄災』なわけないでしょ」

「種明かしが早すぎるぞ、ゼーバの末娘。もっと儂わしを楽しませろ」

「本当、性格ねじ曲がってるわよね。昔はあんな奴やつじゃなかったのにってパパが嘆いてたことあったけど」

「ハッ！　何億年前のことを抜かしておるのだ、あの筋肉バカは。やれやれ……やってくれたな『光の姫ルーテツサ』よ。儂に対抗するため、『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の力を借りるであろうことは予想しておったが、よもやゼーバの末娘まで引っ張り出すとはな」

「どうしてユーリが私を降臨させたのか、やっと分かったわ。神に対抗するには、神の力が必要だものね」

「だが、お前ごときでは儂わしの相手にならん。完全な顕現を果たした折には、そこの虫けらどももろとも、インディスの下に送ってやろう」

「インディスって言うのは、冥界を治めている神様のことだよ」

　シエラが聞いてもいないのに解説を入れてくれた。

「あんたこそ、とっとと消え失うせなさい！」

　クオーレはカタリナの体に取りついている邪神に対し、シッシッと手を振る。

「ゲハハハハ！　そうしてやっても構わんが、それだと『光の姫ルーテツサ』が悲しむことになるぞ。何しろ、そやつの双子の妹である『無の姫ノンテツサ』は儂の手にあるのだからなあ」

　カタリナの顔でグルシュがニタリと笑った。

　視界の端で、ユーリがピクリと肩を震わせる。

「これまで幾度となく邪魔されてきたのだ。儂とて対策は練る」

「貴様！　『七勇神姫セテイオ・プリンサ』七人が揃そろうことのないよう、『無の姫』ソーナを掠さらったと言うのか!?　この外道めっ」

　ロザリンドが怒りを露あらわに怒鳴った。しかし邪神は笑みを深める。

「掠った？　それだけで済ませるわけがなかろう。幾度も儂の顕現を邪魔しおった憎たらしい虫けらどもめっ。『無の姫』はその身を封印し、力だけを利用しておるわ！」

「吐き気を催す邪悪だね」

　シエラが眉根を寄せた。

「虫けらがほざくな。儂は『無の姫』を握っておる。お前たちがどれほど足あ掻がこうと全ては水泡みなわに帰す定めよ。『光の姫』、儂に見つからぬよう陰でこそこそ動き回っておったようだが、それも無駄に終わる」

　グルシュは両腕を広げ、宣言する。

「儂はもうじき、この世界に顕現する。そして大陸中に『厄災』をまき散らしてくれよう。人の世は終わり、儂が描く世界が現出するのだ」

　ゲハハハハハハハハ……！

　哄こう笑しようする邪神。

　ベッドの上にいるユーリの小さな背中を見る。

　微かすかに、肩が震えていた。

　胸の内に炎が宿る。

「先に笑ったな、グルシュ」

　常つね信のぶはシエラとマリアンヌのおっぱいをそっと押しのけ、立ち上がった。

　邪神がギロリと灰色の目を向ける。

「…………！」

　異常な圧迫感に腰が抜けそうになるが、下腹に力を込めて堪えた。

「知ってるか？　最後に笑った者が勝者なんだ。お前は俺たちの前で先に笑った。つまり、お前は敗北する」

　カタリナの姿をした邪神が片眉を上げる。

「何だ、その屁へ理り屈くつは？　あまり粋がるようなら、お前もここで──」

「ソーナは必ず取り戻す」

　グルシュの発言を押し潰すように言い切った。

「大陸も守り抜く。お前の好きにはさせない。必ず『七勇神姫セテイオ・プリンサ』を全員揃そろえて、この世界から追い払ってやる！」

　言い切った途端、カタリナの体からどす黒いオーラが噴き出した。

　邪神が冷淡に告げる。

「思い上がるなよ、虫けら。この目を使って、お前のことも覗のぞき見てきたのだ。スペキアの加護があるからと調子に乗って吠ほえるようなら、この場でブチ殺してくれるわ」

　どす黒いオーラが寝室中に広がり──

　霧散した。

「あんた、まだ顕現してないから、こっちに大した干渉はできないんでしょ」

　クオーレが傲然と邪神を見下ろす。

「粋がってるのはどっちの方？　今のお前ならパパを呼ぶまでもないわね」

「チッ」

　グルシュは舌打ちし、それからニヤリと笑った。

「まあ、いい。今夜は顕現前のお遊びだ。この辺りで退いてやろう」

　常つね信のぶの目を見て告げる。

「次に会うときは、大陸から人間種が死滅するときだ。虫けら、最後に笑うのは誰なのか、楽しみだなぁ？」

　ゲハハハハ！　高笑いを残し、暗黒の穴が閉ざされた。

　カタリナが膝を折り、床に倒れる。

「カタリナ！」

　ヒルデガルトが飛び出して彼女を受け止めた。そっと床に寝かせる。「ううっ……」と呻うめき、カタリナは灰色の目を開いた。

「あ……ここは……？　ヒルデ、様……？」

「カタリナ、大丈夫っ？　……私が、見えているの？」

　後半は恐る恐るといった声音だった。カタリナは小首を傾かしげる。

「はい……。ヒルデ様ですよね？　あれっ？　ここは……ええっ？　陛下!?」

　彼女がわたわたと畏かしこまる。常信は軽く深呼吸してから口を開いた。

「カタリナ。君は本当に、目が見えているのか？」

「えっ……？　は、はい……。確かに見えております。今も陛下のご尊顔が……」

「どういうことだ……？」

　首を捻ひねる常つね信のぶに赤毛の猫耳猫尻尾しつぽをもつ美少女が声を掛けた。

「陛下ー……。それって多分、パオラに聞いたら早いんじゃないかなー」

　ベッドの方を振り向く。猫耳美少女が銀髪の巨乳美少女に膝枕をしていた。銀髪美少女はあれほどの騒ぎが起きたというのにスヤスヤ寝息を立てている。

「パオラの大物振りがすごいっ。まあ、アレを見なくて済んだのは幸いかもな……」

「キャラ殿は、どうしてパオラ様に聞くべきだと？」

　ヒルデガルトが尋ねた。キャラと呼ばれた少女は猫耳をピクピクさせる。

「だってー、魔法といったらパオラの専門でしょー……」

「そういう理由か……」

　常信は頭を掻かいた。キャラの意見には一理あるかもしれない。

「それじゃあ、ちょっと聞いてみるか」

「パオラー、起きてー……」

　常信が呟つぶやくや否や、キャラは見ているこちらも幸せな気持ちになる寝顔で寝ている銀髪少女の豊満な胸を揉もんだ。「おい！」と駆け寄る。

「んんっ……。ふわぁ？」

　常信がベッドの上に戻ったところで銀髪巨乳美少女が目を覚ました。眠そうに目をこすり、しかしこちらを見て「へーかぁ」と手を伸ばす。

「ごめん、パオラ。ちょっといいかな？」

　その手を取りつつ言う。

　ビクッと彼女の体が震えた。

「はうっ♪　寝起きでだなんて……へーか、ひどいよぉっ」

　責める視線に顔が熱くなる。同時に気づいた。

「このくらいでも従属魔法が発動するのかぁっ……」

　ベッドの上で悩ましそうにもじもじしている銀髪の美少女はパオラ・ハルバードという。彼女には、常信から命令されると気持ち良くなるという何か間違った従属魔法がかけられているのだが、その判定があまりにゆるすぎて困ることが多いのだ。

「へーか、ご用は何ですか？」

　パオラがこちらにすり寄ってきた。常信は彼女の艶やかな銀髪を撫なでつつ、いまだ状況が把握できずに畏かしこまっているカタリナを指し示す。

「カタリナの目は、本当に見えているのかな？　ほら、前にサタナちゃんが灰色の目について話していただろ？」

「見えてるよ！」

　パオラはあっさり答えた。

　周りの皆が驚いて彼女に注目する。

「ええと……。どうしてなのか、俺にも分かるよう説明できるかな？」

「んんんっ♪」

　従属魔法は本当に発動し過ぎだ。

「あのねぇ、へーか。カタリナはわたしたちと同じものの見方はしてないんだよ」

「それは、比喩的な意味じゃなくて、そのままの意味で？」

「うん。カタリナは両目とも魔力の塊になってるから、目が目の役割を果たしてないんだ。だから本当は何にも見えないはずなの」

「それでも、見えてるんだよね」

「きっとカタリナに魔法使いの才能があったからだよ。カタリナは自分でも気づかないうちに魔法を使って周りのものを視みてるんだ！　だからわたしたちとは違う見え方だけど、ちゃんと見えてるんだよっ」

「なるほど」

　いつの間にか隣に来ていたベアトリーチェが深く頷うなずいた。

「恐らくカタリナは無自覚に周辺認識の魔法を使いこなしているのです。これはとてつもない才能ですね」

「あの……恐れながら、私には何のことだか……」

　カタリナがそわそわと口にする。常つね信のぶは「いいんだ」と返した。

「カタリナ、君は何も心配しなくて良い。ここには……君が寝ている間に、ちょっと連れてきてもらっただけだから」

　自分でもかなり強引だと思ったけれど、場を収めるために適当な嘘うそをつく。それで彼女には納得してもらおうと考えていたのだが。

「そ、そうだったのですねっ。私のようなものを……ありがとうございますっ」

　カタリナは顔を真っ赤にして俯うつむいた。何度か深呼吸をすると着ていたローブを脱ぎ去る。質素な下着が露あらわになった。

「ど、どうぞっ……！　陛下の思うままに為なさって下さい！」

　頬を染め、視線を逸そらしつつカタリナが告げる。

　常信は硬直した。

　ベアトリーチェの金髪が逆立つ。

「何をしているんだ、カタリナ!?」

「陛下のご寵ちよう愛あいを受けようだなんて、図ずう々ずうしいですよ！」

「ビーチェ、そういうことじゃないよっ」

「失礼致しましたっ……！　そうですよね……。私のような庶民が陛下のご寵愛をいただけるなど……思い上がっていました……！」
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　涙ぐむカタリナ。

　あの涙は機能的に意味があるのだろうか？　と全く関係ないことが気になった。

「へーか！」

　腕を掴つかまれる。柔らかな優しさに包まれた。隣を見るとパオラが翡ひ翠すい色の瞳ひとみで真剣に見つめている。

「カタリナもへーかの嫁にしてあげてください！」

「パオラぁぁぁっ！　これ以上、話をややこしくしないでくれっ」

「はうううん♪」

「従属魔法、判定ガバガバ過ぎ！」

「皇帝陛下……」

　頭を抱える常つね信のぶの目の前にユーリが現れる。

「うわ、ビックリした！　そういえば、話の途中だったな……」

　邪神グルシュの乱入で彼女のことを放ほったらかしにしてしまっていた。

「ごめん、ごめん。厄災の正体は分かったよ。それで続きを──」

　ユーリの細く白い腕が伸びてくる。

　彼女がギュッと抱きついてきた。

「んあっ……？」

　変な声が出てしまう。ベアトリーチェとパオラが「ユーリ!?」「ユーリちゃんっ？」と声を上げた。

　首筋に小さく柔らかい感触。

　少し強めに吸いついた。

　キスされたのだと気づいたときには唇を離し、ユーリがこちらを見つめる。

　潤んだ黄金の瞳ひとみが美しい。

　幼い桜色の唇から言葉が紡がれた。

「ありがとう」

「……ん？」

「ありがとう。ソーナを助けるって言ってくれて。あの邪神にっ……」

　そう言ってこちらの胸に顔を埋うずめる。しっかりしがみついた。

「……当然だろ」

　常つね信のぶは華きや奢しやで小さな体を抱く。

「ユーリ、今まで一人でよく頑張ったな。ここからは俺がいる。俺たちがいる。みんなであの腹立たしい邪神をぶっ飛ばして、ソーナを助け出そうな」

「……うん」

　小さな声が、確かに届いた。

　常信は皆を見回す。一人一人と目が合い、頷うなずき合った。

「では、思い知らせてやるとしよう。グロリア帝国の本気というやつを」




「邪神復活キタ─────────────!!」

　黒髪ロングの美少女が天に拳を突き上げた。

　弾みで彼女の豊満な胸が揺れる。本人は気にすることなく何度も雄お叫たけびを上げ、奇妙な踊りを踊った後、画面に近づいて覗のぞき込んできた。

「おーい、クソ雑ざ魚こ皇帝。息してるかーっ？　ねぇ、今、どんな気持ち？　邪神がもうじき復活するって知って、今、どんな気持ち？」

　ニヤニヤ笑いながら煽あおる。

　再び後ろに下がると、「いやー、気分が良いね」といつの間にか用意されていた椅子に、どっかり座った。大股開きで頬ほお杖づえを突く。

「そんなわけでサタナだ。知ってる奴やつもいると思うが、とうとう大陸に邪神グルシュ様が降臨されるときがきた。これで矮わい小しような人間種は一掃され、俺様たち魔族の時代が訪れる。まったくもってめでたいな！」

　いつもの不機嫌そうな毒舌ではなく、しごく上機嫌な彼女は邪神グルシュの偉大さをひとしきり喋しやべった後、画面の方を指差した。

「俺様、魔王ミラグロスが大陸中の魔族に命じる。グルシュ様復活に合わせ、再び地上に血の雨を降らせろ。人間世界に隠れ潜み、怯おびえ続けるときは終わった。俺様に従う者には極上の快楽を約束する。そして従わねぇ奴やつには……」

　親指を立て、自分の首を掻かき切る仕草をする。

「人間種どもと一緒に地獄の苦しみを与えて殺す！　今、俺様の居城、地下迷宮『魔王城』には続々と魔族が集まってきている。決戦の時は近いぜ。各地に散らばった魔族たちよ。今すぐ、俺様の下に集え！」

　捲まくし立て終えると、背もたれに身を預け、「飲み物」と指で催促する。どこからともなくグラスが現れた。一気に呷あおり、「美う味まい！」と叫ぶ。

「皇帝の吠ほえ面を想像するだけで、ただの水もこんなに美味くなる！　もう一杯！」

　再び現れたグラスに入った水を、サタナは何な故ぜか頭からかぶった。大笑いする。

「楽しくなってきたぜ～っ。黒こく蝶ちようの奴、あっけなく裏切りやがったからな～。あいつも惨むごたらしくぶっ殺す！」

　びしょ濡ぬれで笑う彼女にカメラが寄った。ただでさえ薄着なのに濡れて透けている胸元がクローズアップされる。笑い声に合わせて揺れる豊かなそれを見ていると、まるでおっぱいが高笑いしているようだった。
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「まさか、グルシュが存在をアピールしていくなんてなあ……」

　執務室で常つね信のぶは拳大の水晶を手に唸うなった。

　手て許もとの水晶を操作して魔力通信網での様子を調べていく。この水晶は晶機コムニカと呼ばれる携帯端末で、今ではほとんどのことがこれ一台でできるようになっていた。

「『みんなの井戸端会議』でも話題になっておりますわね」

　ベアトリーチェが豪ごう奢しやな金髪を軽く弄いじりながら言う。

　邪神グルシュはカタリナを使って常信たちの前に現れただけでなく、帝都を含めた大陸中の町に不気味な暗雲の姿で現れ、世界を滅ぼすと宣言したのだ。今のところ信じている者は少ないようだが、一人、困った存在がいた。

「陛下、魔王ミラグロスは本気ですぞ」

　禿とく頭とうに立派な髭ひげをたくわえた老人が厳しい表情で言う。

　彼はグロリア帝国宰さい相しようムツィオ・デルベッキオだ。老ろう獪かいな人物で、宰相として常信を補佐し続けている。

「だよなあ……。こいつはグルシュが顕現したら、絶対に動くよなあ……」

「何らかの対策が必要ですわね」

　ベアトリーチェが難しい顔になった。

「今のうちに攻め潰すのが一番手っ取り早いのでは？」

　宰さい相しようがこともなげに言う。しかし常つね信のぶは首を振った。

「この前の魔獣とは違うんだ。魔族であっても生きている者たちを、軍を動かして殺すのは避けたい。俺は戦争はしないと決めたからな」

「武力による安易な解決は、結局、遺恨を生むということですわね」

「その崇高な理想は素晴らしいのですが、現実問題、あれと和解する術すべはありますまい」

　ムツィオが痛いところを突いてくる。

　常信はハアとため息を吐ついた。

「こんなとき、サッと名案を閃ひらめくことができる人間だったら良かったのに……」

　嘆きとともに自分のことを改めて思い返す。

　本名、日和ひより常信。平凡な高校生だったはずが、ある日、異世界に召喚された。しかも、その理由が暗殺された皇帝と顔がそっくりだったからというもので、以来、替え玉皇帝として大陸の八割を占める大国グロリア帝国を治める立場にいる。

　幾多の試練を主に仲間たちの力で乗り越えてきた。そしてついに大陸全てを覆うという「厄災」邪神グルシュとの戦いに臨んでいる。

「ミラグロスの呼びかけに、どのくらいの魔族が集まるかにもよるよな……。魔王といっても長年、何もしてこなかったわけだし、この前はヴァレンティーナと組んで魔獣を錬成しまくったけれど、パオラと廃課金勢のお陰で圧勝できたし」

「魔王の求心力を甘く見てはなりませんぞ、陛下」

　宰相が厳しい顔つきで迫ってきた。

「長き雌伏のときを過ごしてきた魔族にとって、魔王の存在は唯一の心の拠より所どころと言っても過言ではありませぬ。この機を逃すまいと集う者は少なくないことでありましょう」

「そうなるのか……」

　目を閉じて考え込む。

　執務室の扉をノックする音がした。

　返事をするより早く扉が開く。宰相が「無礼であるぞ！」と怒鳴った。

「はいはい、ごめんなさいね」

　室内に入ってきたのは小麦色の肌をした銀髪の美少女だった。耳が細長いことからエルフ族だと分かるが、彼女はダークエルフと呼ばれる種族らしい。胸元が大きく開いた服を着ており、豊満な胸が溢あふれ出そうだ。

　ヴァレンティーナ・ヴェイルジェンドン。少し前まで大陸の経済を牛耳っていた陰の大物で、常信との戦いに負けて以来、城に住み着いていた。

「ティーナ！　何しにきたのっ？」

　ベアトリーチェが柳りゆう眉びを逆立てる。相手は紫の瞳ひとみを細めて意味深長に微笑ほほえんだ。

「もちろん、私の大切な皇帝陛下にとても素敵な提案をするためよ」

「素敵な提案？」

　オウム返しに尋ねた常つね信のぶに、ヴァレンティーナは「そうよ」と執務机の前まで迫る。彼女が身を乗り出すと、溢あふれ出そうな胸が目の前で強調された。

「陛下から離れなさい」

　ベアトリーチェが彼女の肩を掴つかんで引き戻そうとする。「やめてよ、ビーチェ」と肩を揺すると小麦色の双丘がゆさゆさ揺れた。

「あなたに陛下と話す権利などないわ。さっさと出ていきなさい」

「それをお決めになるのは陛下よ？　陛下は私の話に興味津々だと思うけど」

「そんなわけないわっ。宰さい相しよう閣下もこの女にビシッと……閣下？」

　ムツィオの方を見ると、老宰相は惚ほうけた顔で突っ立っている。ベアトリーチェの声にも「おー？」と変な声を出すだけだ。

「ティーナ！　あなた〝魅了〟の魔法を使ったわね！　まさか、ここに来るまでの間も衛兵たちにっ？」

「さあ、どうかしら？　私はちょっと『通して』ってお願いしただけよ」

「この雌め狐ぎつねっ」

「ビーチェは魔法、あまり得意じゃないものね」

　ヴァレンティーナがクスクス笑う。

　二人の口ゲンカはまだ続きそうだったので、常信は口を挟んだ。

「ビーチェ、ひとまず彼女の話を聞こう」

「陛下っ」

「ありがとうございます、陛下っ。それでは二人きりで──」

「ここで話せ。余計なことは言わなくていい」

　そう命じるなり、ダークエルフは「くふうっ♪」と悔しそうに身み悶もだえた。実は彼女にも例の従属魔法がかけられている。ヴァレンティーナは渋々といった様子で喋しやべり出した。

「ミラグロスの封じ込めには、私に策があります」

「ほう。どのようなものだ？」

　ヴァレンティーナが策を披露する。

　初めは嫌そうな顔をして聞いていたベアトリーチェすら、徐々に神妙な顔へと変化していき、話を聞き終えると口を引き結んで考え込んでしまった。ただし、それはヴァレンティーナの策が良くなかったからではないだろう。むしろ、逆だ。

「ビーチェ、俺はなかなか面白い策だと思う。技術面ではパオラの意見も聞く必要があるけれど」

「……陛下がそう思われたのであれば、私からは何も」

「あらぁ？　私の策に何か言いたいことでもあるのかしらぁ？　あるなら聞かせてよぉ。あなた、そういう立場にいるんでしょぉ、ビーチェぇ」

　ダークエルフがねっとり絡みつく。ベアトリーチェは頬を引きつらせ、「うるさい！」と相手を押しのけた。

「決まりだな。ティーナの策でいこう」

「ありがたき幸せ。それでは、献策の報酬をいただきたいですわ」

「さすが、銀行家のトップだっただけはあるな……。幾ら欲しい？」

「陛下の子種を」

「ふざけないで！　ダメに決まってるでしょ！」

　ベアトリーチェが声を荒らげる。ヴァレンティーナも相手を睨にらんだ。

「ヴェイルジェンドン家が失墜した以上、私には陛下の寵ちよう愛あいを一身に受けて裏から支配するしか手がないのよっ。邪魔しないで！」

「そんなこと聞かされて、私が引き下がるわけないでしょ！」

　エルフ同士の壮絶な言い争いを目の当たりにし、常つね信のぶは「まあまあ」と小声で宥なだめることしかできなかった。





第二章　新たな神（妖精）が降臨したらしい







「邪神グルシュは倒せない」

　ユーリが淡々と言った。

　会議室の空気が凍りつく。常信は彼女に尋ねた。

「ユーリ、それは俺たちの力が足りていないということか？」

「違うわよ、皇帝」

　水色の髪を虹色に揺らしてクオーレが首を振る。左隣に座るユーリを一いち瞥べつした。

「この子ったら、言葉足らずなのは変わらないのね。いい、皇帝？　私たち神族は、あんたたちがイメージするような生物とは違うの。むしろ自然現象とか概念に近い存在ね」

「概念？」

「私は慈愛を司つかさどっているでしょ？　もし私がいなくなっちゃったら、この世界から慈愛という概念が消えて無くなるのよ！」

「何な故ぜでしょう？　消えて無くなりそうに思えないのですけれど」

　常信の右隣でベアトリーチェがさらりと口にする。

「うるさいわよ、腹黒エルフ！　とにかく私がいなくなったら『慈愛』そのものが失われるの！　で、グルシュもけっこう重要な概念を司つかさどってるのよ」

「確か、死と再生、ですよね？」

　ヒルデガルトが控えめに言った。「そうよ」とクオーレが頷うなずく。

「邪神なのに重要な概念を司っているんだな……」

「元は邪神じゃなかったから」

　常つね信のぶのぼやきに慈愛の女神様は肩を竦すくめた。

「もしグルシュがいなくなったら、みんな不死者になるわ。でも、同時に再生もしない。生命のサイクルそのものが崩壊するの」

「うおっ……。何だか怖い話になってきたな」

　ナタリアがぼやく。

「だが、グルシュを倒せないとなると、どうすればいいんだ？」

　そう尋ねるなり、クオーレはフフンと胸を張った。

「追い払えば良いのよ！」

「そんな、野良犬みたいに……」

「似たようなものよ！　パパが管理してる世界に土足で踏み込んで好き勝手に荒らそうとしてるのよ！　そんな奴やつ、摘つまみ出せば良いの！」

「そもそも、神様は地上に干渉しないよう取り決めがなされているの」

　クオーレの後を継ぐようにユーリが話し出した。

「本当は神様が降臨するのも一大事。それに加えてグルシュは邪神だから、世界に干渉するためには厳しい条件が課せられているわ」

「パパが決めたのよっ」

「邪神グルシュは、その条件をクリアして初めて世界に顕現できるの。顕現すれば邪神の力を本格的に使える。そして、邪神グルシュを追い払うために『七勇神姫セテイオ・プリンサ』がいる」

「正確には『厄災』を打ち払うためよ。今回はグルシュが来たって感じね」

「そうか。つまりグルシュを倒すというより神々の世界に追い払えれば、俺たちの勝ちというわけだな」

　納得したところで新たな疑問が生まれる。

「……どうやって追い払うんだ？」

「門を閉ざすの」

　ユーリが即答した。

「グルシュがこちらの世界で活動するためには、専用の門から絶えず力を供給していないといけない。それを断たれたら、すぐに力を失って出ていかざるを得なくなるわ」

「補給が尽きたら撤退しないといけないなんて、戦みたいだな……」

「こっちはパパの管理している世界だから！　邪神に分けてあげる力なんて、これっぽっちもないのよっ」

　クオーレがフンと鼻を鳴らす。慈愛の女神様は邪神に厳しいようだ。

「門を閉ざすには、どうすればいい？」

「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の力で閉じることができるわ」

「その門ってどこにあるの？」

　マライカがテーブルに頬ほお杖づえを突いて尋ねる。ユーリは白金の髪を揺らした。

「まだ分からない」

「分からないのかっ？」

「門の場所を突き止めるためには、『絆きずなの宝玉』の力を解放させないといけないわ」

「今度は『絆の宝玉』？　聞けば聞くほど新しい要素が出てくるんだが……」

　戸惑う常つね信のぶに、何な故ぜかユーリは責めるような視線を向ける。

「絆の宝玉がどこにあるのかは分かってる」

「おっ。それは助かるな。どこにあるんだ？　すぐ取りに行けそうか？」

「[image: ]ほう莱らい国」

「[image: ]莱国!?」

　常信は目を見開いた。

「[image: ]莱国って、マサトの国だよな……」

　マサト・ホウライ。常信がこの世界に召喚されてから最初に戦った外敵と言える。その知略は天才的。剣術にも秀で、「黒衣の天才軍師」や「漆黒の魔剣使い」といった呼び名を持っている。

　そんな彼が治める微小国が[image: ]莱国だ。元々、帝国領だったイゼルダ城を王城とし、周辺の町だけで構成された本当に小さな国だが、マサトの圧倒的な政治手腕で確かな地位を築いている。

「何で、よりにもよってあいつのところに……」

「皇帝陛下のせい」

　ユーリに白い目で見られた。

「俺のせい？　俺、何かしたか？」

「マサトに宝玉を返した」

「宝玉を、返した……？」

　彼女の言う意味が分からない。「返した」ということは、元々、自分が持っていたことになる。しかし、宝玉を持っていた覚えなど……。

「……あった」

　鮮明に思い出す。常信がマサトに「返した」ものが一つだけある。

　より正確には「投げつけた」ものが。

「マサトを捕らえたときに、ぶん投げて返した[image: ]ほう莱らい国の宝玉って、あれが絆きずなの宝玉だったのか!?　そうならそうと、先に言っといてくれよぉっ」

　こんなものいるかとマサトの顔面に投げつけた過去の自分が恨めしい。

「私も予想外……。でも元々、『真なる王』になる運命だったのはマサト。マサトが大陸を統一して、絆の宝玉も帝国の手から取り戻す展開だったと思う」

「あー……分かる。その展開、いかにもだよ。あいつ主人公っぽいからなぁ……。って、また新しい要素が出てきたぞ！　『真なる王』だと!?」

「へーか、それは新しくないよっ。大陸の伝承だよっ」

　パオラが膝の上でこちらを振り向いた。

「『大いなる地に厄災訪れしとき　女神の御お力ちからを宿し七人の勇敢なる姫が真なる王の御み許もとに集い　厄災を打ち払うであろう』だよっ」

「ああ、そういえば……。真なる王が絆の宝玉を手にすれば、グルシュの門がどこにあるのか分かるってことか？」

「そうよ」

　ユーリがコクリと頷うなずく。

「そして、真なる王になるためには、大陸を統一しないといけないの」

「今後は大陸の統一!?　なあ、グルシュを追い払うのに、どれだけ手間が掛かるんだ？」

「イグドラルを手中に収めるだけでいい。残りはすでに攻略済み」

「えっ？　そうか……？」

　首を傾かしげる。他の者たちも訝いぶかしげにユーリの方を見た。

「統一の概念が違う。全てを領土にするのではなくて、たとえばテルエのような連合王国の頂点に立つような形でも構わないの」

「あら、その辺りは大おお雑ざつ把ぱなのね」

　ベアトリーチェが意外そうに呟つぶやく。

「まあ、全ての領土を手に入れないといけないなんて現実的じゃないよな」

　向かい側に座っているナタリアが言った。

「戦って勝って属国にするって決めて、後は元々いる連中に自治をさせる。そっちの方が反発も少ないし、支配も上う手まくいくってもんだ」

「あくまで人々が大陸の『王』と認めていることが重要」

　ユーリは淡々と告げる。常つね信のぶは会議室の壁にかけられている大陸地図を見た。

「そうなると、帝国の傘下に入っていたり、友好関係を築いていたりする国が大半で、敵対しているのはイグドラルだけってことか……」

「つまり、こういうことだよねー」

　テーブルに寝そべっていたキャラが晶機コムニカを操作する。
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「いや、分かりやすいけど！」

　常つね信のぶは壁に映し出されたチャートを見て叫んだ。

「最後のステップいらなくないっ？　邪神関係ないよなっ？」

「えー……？　一番、重要なところじゃーん……」

　赤毛猫耳娘が寝そべったまま尻尾しつぽをゆらゆらさせる。

「そうだよ！　みんなで幸せになるんだよ！」

「とても素晴らしい攻略法だと思います！」

「私は陛下の正妻になりますけれど、皆さんは愛あい妾しようということで」

「皇帝ってば、すぐそういうこと考えるんだからっ。今回だけよ！」

　パオラやヒルデガルト、ベアトリーチェにクオーレまでキャラに賛同してきた。周りを見回すと、他の者たちもうんうんと頷うなずいている。

「グルシュが顕現する前にステップ４までクリアしておきたい」

　ユーリがどこから出してきたのか、指示棒で※印のところを指し示した。

「まずは、イグドラルと友好関係を結ぶこと」

「まあ、そうだな……」

　常信はロザリンドを見た。

「父は、友好条約を結ぼうとはしないでしょう」

　彼女がきっぱり言い切る。隣でヒルデガルトが「ロザリー」と心配そうな目を向けた。

「陛下、私は覚悟できております」

　青灰色の涼やかな眼まな差ざしでロザリンドが告げる。

「ご命令とあれば、父を斬ることも厭いといません」

「それはダメだ」

「あうっ♪」

　ロザリンドがぶるりと身を震わせた。下唇を噛かみ、押し寄せてくる悦楽に耐える。

「これで従属魔法、発動するのっ？　さすがに判定が緩すぎないか!?」

　焦って声を上げてしまった。実は彼女にも従属魔法がかけられている。ロザリンドは「失礼致しました、陛下」と火照った顔で一礼した。

「きっと何度もしてるから、へーかと相性が良くなってるんだよ」

　パオラが無邪気な笑顔で言う。「従属魔法をねっ。やむを得ずねっ」と変な汗をかきながら補足した。

「そういえば、イグドラル王国は今、どうなっているんだ？　以前、あっちの様子を調べさせたんじゃなかったか？」

　常つね信のぶはテーブルに寝そべっているキャラを見る。「んあー……？」と起き上がり、赤毛猫耳娘は涎よだれを拭った。

「あのときは黒こく蝶ちようを探してたんだっけー……？　向こうの映像とか色々あるけど、何だか残念な状況だったなー……」

　キャラが晶機コムニカを操作する。水晶玉を通して壁に映像が映し出された。

「うっ……」

　ロザリンドが口元を押さえる。

　活気を失った町に、やせ細った人々が力なく歩いている。路地裏にはうち捨てられた遺体があった。田畑は荒れ放題になっている。

「酷ひどいな……」

　声が洩もれた。映像が切り替わる。少し大きな町にはまだ活気があった。しかしあちらこちらに立て看板が立っており、グロリア帝国皇帝を罵る過激な文言が書き連ねてある。

『グロリア帝国に謝罪を要求する！　皇帝の罪は重い！』

　貴族らしき男が演説を打っていた。勢いばかりで内容はあまりなかったが、ようするに皆の生活が良くならないのは全てグロリア皇帝のせいであり、過去の過ちを清算するため謝罪と莫ばく大だいな賠償金の支払いを求めていた。

「……荒れてるな」

　常信の呟つぶやきにロザリンドが項垂うなだれる。ヒルデガルトが従姉妹いとこの肩を抱いた。

「今のが三ヶ月くらい前の映像かなー……。あたしたちが帝都に戻ってきて、すぐくらいの頃だよー……」

「そうか……。となると、今は更に……」

　酷ひどいことになっているのだろう。そう口にするのは控えた。室内の空気が重くなる。

「で、これが最近のイグドラルだねー」

　また映像が切り替わった。常つね信のぶは気を引き締めて画面に注目する。

『さあ、皆さん。崇あがめ奉たてまつりましょう』

　穏やかな顔の老紳士が天に祈りを捧ささげるように両手を広げた。

　どこかの町の広場に大勢の人々が集まって祈りを捧げている。その表情は皆、とても穏やかで安らぎに満ちていた。質素な格好をしているけれど、先程の映像にあったような悲ひ愴そう感かんは感じられない。

「……えっ？」

　常信は目を疑った。キャラの方を見る。彼女は眠そうな顔で興味なさそうに晶機コムニカを弄いじった。映像が切り替わる。

『……つまり、それこそが神の奇跡なのです。その奇跡を讃たたえ、崇め奉ることによって全てが平穏になる。安らぎに満ちた「凪なぎの心」を皆さんは得られるのです』

　別の町でも似たような聖職者が人々に説法をしていた。聞き入る人々の顔は穏やかで、中には涙を流している者までいる。

「宗教ですか……。人じん心しん掌しよう握あくに有効なのは分かりますけれど、これは何教なの？」

「あー……これがご神体みたいだねー」

　キャラの声とともに映像が切り替わった。

　画面いっぱいに長身で細身の美女が映し出される。

　何な故ぜか、彼女の慎つつましやかな胸に後光が差していた。

「ファティナ様!?」

　ベアトリーチェが椅子を蹴って立ち上がる。常信は目を瞬いた。画面に映っている女性は、妖精族の女王ファティナにそっくりだ。

「ファティナ様がご神体っ？　何かの間違いではないのっ？」

　ベアトリーチェがキャラを見据える。猫耳をピクッと動かし、キャラは「どうだろー」と気の抜けた返事をした。

「とりあえず、見つけた映像ではそうなってるよねー……」

「何が起きてるんだ？　この宗教は何なんだっ？」

「すみません、陛下……。イグドラルは大半がゼーバ教信徒であったはずですが……」

　ロザリンドも困惑している。

「おー、陛下……。今、イグドラルで最大勢力を誇ってる新興宗教の名前が分かったよ」

　キャラが赤い尻尾しつぽをゆらりと振る。

「何ていう宗教だ!?」

「これだよー」

　キャラが晶機コムニカをポンとタップした。

　壁に新興宗教団体の名前がでかでかと表示された。




「貧乳教」




「…………」

　場に静寂が訪れる。

　常つね信のぶはゆっくり全員を見回した。

「なるほど。これならファティナ様がご神体なのも頷うなずけます。ファティナ様は原初の妖精族そのものですから、貧乳ではなく、妖精らしい体型と言うべきなのですけれど」

　ベアトリーチェが、どこか安あん堵どした顔で言う。

「……ちょっと待て」

　納得しかけて、それが大いなる過ちであることに気づいた。

「だから貧乳教って何だよ!?」
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「というわけなんだが、心当たりはないか？」

　常つね信のぶは二メートルを超える長身の美女に尋ねた。

「そうだのう……。なくはない、かのう」

　相手が少し目を伏せる。紫の瞳ひとみに憂いが混じった。

　足元まで伸びる長い金髪に切れ長の目。そして細長い耳と腰の辺りに羽を持つ神秘的な美女は、妖精女王ファティナ。

　イグドラル王国の貧乳教団が女神と崇あがめている妖精族の長だ。

「心当たりがあるのなら、話してもらいたい」

　常信は彼女に迫る。

　貧乳教団のことを知った常信は、ユーリの力で妖精族不可侵領域まで飛んだ。ここまで連れてきてくれた純白の少女も真剣な眼まな差ざしでファティナのことを見つめている。

「ふむ……。何やら込み入っておるようだのう……」

　妖精族の女王は思案顔になり、それから軽く手を振った。どこからともなく水晶球が現れる。それを常信たちの前に差しだした。

「まずは、これを見てもらうとしよう。妾わらわのブログだ」

「ファティナ様のブログ？」

「うむ。先日、新たに人生相談を始めたのだがな……」
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「何だ、これ……？」

　人生相談というよりカウンセリングのようなやり取りに常つね信のぶは唖あ然ぜんとする。やり取りは延々と続いているが、「稀き代たいの名君」は少しずつファティナに心を開いていき、最近のものになると彼女を神と崇あがめるようになっていた。

「まさか、この『稀代の名君』って……」

「イグドラル国王、アドルフⅣ世であろうな」

　ファティナはさらりと返す。

「随分、病んでおる者が絡んできたと思うておったが、すっかり妾わらわに骨抜きよ。これで少しは真っ当になれたと喜んでおったのに、不可思議な宗教を作り出すとはのう」

「それにしても、よく辛抱してやり取りできたな」

「ホホホホホ。この程度の者、妾にすれば稚児も同然よ。どれだけの者たちを見てきたと思うておる？　ビーチェやティーナの方がよほど手を焼いたぞ」

「さすが、妖精女王……」

　年の功と言いかけ、慌てて口を噤つぐんだ。

「ファティナ様、ともにイグドラルへお越し下さい。アドルフ王を説得して帝国と友好条約を結んでいただきたいのです」

　ユーリが前に出て恭しく頭を下げる。常信も「頼む」と続いた。

　妖精女王は「ふむ」と口元に指を当てた。

「そなたらの気持ちは分からぬでもないが……断らせてもらおう」

「そんなっ？」

「何な故ぜですかっ」

　常つね信のぶよりもユーリの方が大きな声を上げた。珍しい姿に思わず彼女の方を見る。

　ユーリの横顔には焦りが感じられた。

「妾わらわもそれほど自由に動ける身ではないのだ」

　ファティナは音もなく二人の脇をすり抜ける。窓から外の様子を眺めつつ言った。

「人の子らが妾を神だと崇あがめるのは彼らの勝手であろう。しかし、妾がそれに乗じて人の子らの社会に干渉しては妖精族全体に関わる問題となってしまう。それは避けねばならぬ。分かっておくれ」

　振り向いた彼女の表情は寂しげだった。

　常信は、あえて尋ねた。

「……本心は？」

「妾の経験上、ああいう輩やからに関わるとろくなことがないからのう」

「辛辣だなっ」

「ホホホホホ。あまり自由に動けぬのも事実だ。許しておくれ」

「そう言わずに！　ちょっとだけ！　ちょっとだけでいいんだ！」

「そんなことを言って、最後までいたす気であろう？」

「何を言ってるんだ!?」

　思わず声を上げた常信の袖をユーリが引く。

「もういい……。帰ろう、皇帝陛下」

「ユーリ、でも……」

「いいから」

　純白の少女が踵きびすを返した。白金の髪が大きく舞う。

「お邪魔しました、妖精の女王様」

　硬質な挨拶を残して彼女は「光の姫ルーテツサ」の力を発動した。

「!?」

　しかし、二人ともその場から移動できない。ファティナを振り向くと、彼女はいつの間にか籐とう製の椅子に腰掛けており、ゆるりと首を傾かしげた。

「そう急せくでない、人の子らよ。もう日が暮れておろう。今こ宵よいはここで休んでいけ」




「こちらの状況は以上だ。明日、帰るよ」

　あてがわれた部屋で、常信はベアトリーチェにファティナとのやり取りを伝えた。

　晶機コムニカ越しに彼女のため息が聞こえる。

『ファティナ様が動かないとなると、別の手を考える必要がありますわね……』

「イグドラルに送った使者から、もう連絡があったのか？」

　常つね信のぶとユーリがファティナの下に発たつ前、イグドラル王国には和平の使者を送っていた。ロザリンドが志願したので護衛役にシエラをつけて向かわせたのだ。「風の姫ヴエネリツサ」の力をもってしても往復で数日はかかると考えていたのだが。

『それが……二人とも国内に踏み入ることすらできなかったそうで……』

「自国の姫を国境で追い払ったのかっ？」

　いまだロザリンドに対する風当たりは強いのだろうか。そんな暗あん澹たんたる思いを抱きかけたところにベアトリーチェの声が続いた。

『国境警備の者に言われたそうです。「貧乳でない者は人にあらず」と』

「追い返された理由、それ!?　無む茶ちや苦く茶ちや過ぎないかっ？　男はどうするんだよ!?」

『私に言われましても……』

「ああ、ごめん。しかし、貧乳教の勢力は想像以上に強いみたいだな……」

『戻ってきたロザリンドは懸命にサラシを巻いておりました』

「それはやめさせろ」

『あと、心の底からどうでもいいのですけれど、シエラは随分と喜んでおりました』

「本当に心の底からどうでもいい情報だ」

　イグドラルについては二人が戻ってから改めて話し合うと決めて、通話を終える。

「さてと……」

　ベッドに腰を下ろし、仰あお向むけに倒れた。

　木々の枝が絡み合って作り上げられた天井をぼんやり眺める。

　耳が痛くなるほどの静寂。

　脳裏に浮かぶのは、いつも呆ほうけた様子で淡々と行動していた彼女の、ひどく思い詰めた表情だった。

「双子の妹だものな……」

　呟つぶやく。身を起こした。

　意を決して立ち上がる。部屋を出て、廊下を歩いた。夜の帳とばりに包まれて周りの森は真っ暗だ。星の瞬く夜空の方が明るく見えるほどだった。

　隣の部屋に着く。扉をノックした。

「ユーリ、起きてるか？」

「……どうぞ」

　少し間があって、返事が聞こえる。扉を開けた。

「こんな時間に悪いんだけど、やっぱり話しておきたくて……」

「これからのことね。私も考えていた」

　ユーリはベッドの上で膝を抱えていた。

「イグドラルを攻略する方法は幾らでもある。一番手っ取り早いのは、私がアドルフⅣ世の首を刎はねること」

「物騒だな」

　苦笑いになりながら手近な椅子を引く。しかしユーリがこちらを手招いた。

　ベッドをぽんぽんと叩たたくので、端に腰掛ける。

「おっ」

　瞬間、彼女が膝の上に収まった。

「あの国がおかしくなっているのはアドルフのせい。国王をどうにかすれば全て上う手まくいくの」

「だからって暗殺はなあ……」

「私の力は暗殺向き。皇帝陛下も知ってるはず」

「そうじゃなくて」

　膝の上の彼女をそっと抱きしめる。

　まだ幼さの残る、白く小さな手に触れた。

「この手で人を殺しちゃダメだ」

「それが『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の務めよ」

「ユーリ、君の話をしてるんだ。『七勇神姫』とか『光の姫ルーテツサ』の力だとか、アートマの姫巫み女ことか、そういうんじゃなくて……」

「それも私を構成する大切な要素。決して切り離して考えてはいけないの」

「そうだけど……」

「早くしないと、ソーナが……」

「ああ、そうだ。それだよ」

　ユーリがこちらを振り向く。

「俺は、ソーナのことを思って冷静でいられなくなってる、妹思いなユーリの話をしてるんだ。それだって君を構成する要素の一つだろ？」

「…………」

　サッと頬を赤らめ、ユーリがそっぽを向いた。俯うつむいてしまう。

「グルシュと話してから、君は余裕がないように見える。双子の妹の命がかかってるんだから当然なんだろうけど、いつもの君ならもっと深くものを考えて行動してるはずだ。俺とみんなの仲を取り持つため、懸命に動き回っていたときのようにね」

「あれは……そんなに難しくなかったから……」

「それなら、今度も大して難しくないよ」

「…………」

　彼女の背中から言いようのない不満が伝わってきた。

「ごめん。俺みたいな凡人が真なる王に一番近くて。マサトの方が頼りになったろうにな。でも、俺だけじゃない。帝国中が、いや、大陸中が君の味方だから」

「……皇帝陛下は、悪くないの」

　ユーリがポツリと呟つぶやく。

　それから、ポロポロと言葉がこぼれ落ちてきた。

「私はソーナを守れなかった……。今でも時々、夢に見る……。あの日、ソーナが真っ黒な穴に引きずり込まれていったとき……。私の手は、ソーナに届かなかった……」

　彼女の体が微かすかに震える。

「私がソーナの髪を梳すいてるときだったの……。部屋には私たち二人しかいなくて……。突然、目の前に真っ黒な穴が現れて……」

　苦しそうに言葉を紡いだ。止めようかとも思ったが、しかし、ユーリの声には抗いがたい強さが潜んでいる。今は黙って聞くべきだと、彼女の体を抱く腕に力を込めた。

「二人とも、引きずり込まれそうになった……。私は咄とつ嗟さにテーブルの脚に掴つかまって、でも、ソーナは間に合わなくて……」

　ユーリが虚空を見つめる。まるで、そこに双子の妹がいるかのように。

「お互い、一生懸命手を伸ばして……でも、届かなかった……！　ソーナの体が、穴の中に引き込まれて……」

　彼女が不意に、小さな両手を見下ろす。

「『光の姫ルーテツサ』の力があったのにっ……。あのとき、何でか力が使えなかった……。邪神に掠さらわれそうになってるソーナを、妹を、助けなきゃいけなかったのに……」

　ギュッと握りしめた。爪先が赤くなるほど。

「力を使えば、ソーナを掴んで穴の外に逃げることができた……！　でも、それなのに、力が使えなかった……。きっと、私の中に、余計な考えがあったから……」

　目を強く瞑つぶり、震える声で言った。

「ここでソーナが捕まれば、邪神は満足して、しばらくこちらの世界に干渉しなくなる。この先、つけ狙われる恐怖を抱いて過ごすよりも、自分は安全でいられる状況にしよう。そんな計算を、頭の片隅でしていたの……」

　大きく目を開き、血を吐くように叫ぶ。

「私はっ！　ソーナを助けることよりも、自分の身の安全を優先させたっ……。だから、力が使えなかった……！」

　それは、後悔と自責の念に苛さいなまれ続けた少女の懺ざん悔げ。

　恐らく今まで誰にも語ったことのない本心。

「皇帝陛下、私ね……。ソーナが掠さらわれたとき、ホッとしたの。私じゃなくて良かったって……。私が掠われなくて良かったって……。私が残っていれば、逆転の芽はあるって。大切な、双子の妹が掠われた直後に、そんなこと冷静に考えていたの」

　彼女の肩が震える。小さく首を振った。

「何でこうなんだろう？　いつだって、すごく冷静にものを考えてる自分がいる。どんなに嬉うれしいときでも、どんなに悲しいときでも、ソーナが掠われそうになったときでも、私の中の醒さめた部分が次の対策を考えてる」

　握りしめたままの両手が小刻みに震える。

「訪れる厄災が邪神グルシュの復活だって予想できていた……。グルシュに対抗する力で一番強力なのは『無の姫ノンテツサ』の力だって理解していた……。邪神がこちらに顕現するまでの間、干渉できる力は限られているってことも分かっていた……」

　震えが大きくなった。

「だから、こちらの準備が整うまで、誰かに生いけ贄にえになってもらった方が都合が良いって、考えついていたの……！　あのとき、すでにっ……」

　あまりに冷徹で、残酷な計算。

「こんな頭の良さなんて欲しくなかった。こんな、こんなのっ……」

「ソーナはユーリのことをよく分かっていたんだね」

　震える両手に自分の手を覆おおい被かぶせた。優しく撫なでる。

「えっ？」

　小さな声が聞こえた。戸惑う拳から少しずつ力が抜けていく。

「ソーナとは仲が良かったんだろ？」

「もちろん……。いつも一緒だった……」

「どんな妹なんだ？」

「……私と違って、素直で明るくて可愛かわいいの。少し先走りがちだけど」

「そっか……。だから、ソーナは君に託したんだ」

「託した……何を？」

「自分自身を。この世界の命運を、と言っても良いかもね」

　確証はない。ただの勘だ。けれど、概おおむね間違っていないと思う。

「ソーナがグルシュに掠われそうになったとき、ユーリは力が使えなかったって言ったよな？　きっとそれは、ソーナが『無の姫』の力を使って『光の姫ルーテツサ』の力を無効化したからだよ」

「何で、そんなことっ……！」

　ユーリが弾はじかれたように振り向く。パッと目元から雫しずくが散った。

　その目が大きく見開かれる。

「気づいたみたいだね。そう。君を守るためだよ。ソーナも考えたんじゃないかな。君が残っていてくれれば、自分も世界もきっと大丈夫だって」

「私が……残っていれば……」

「いつも一緒にいたんだろ？　君がソーナを見ていたように、ソーナも君を見ていたはずだ。君がいつだって冷静にものを考えられるってこともちゃんと分かっていた。だから、自分が掠さらわれても必ず助けてくれるって信じていたんだよ」

　白金の髪を優しく撫なでた。

　目元に少し残っていた雫しずくを指で拭う。

「そもそも、ソーナだって『無の姫ノンテツサ』に目覚めていたんなら、グルシュの力を無効化して難を逃れることができたはずだ。それをしなかったのは、もし自分のいないところで君を奪われたら、本当に困ると考えたからじゃないかな」

「ソーナが……私のことを……？」

「君がソーナを大切に思うように、ソーナも君を大切に思っているんだ。君を守るため、あえて生いけ贄にえになることを選んだ」

　ユーリの双子の妹なら、そのくらい考えても不思議ではない。

「そして君はソーナの期待通り、邪神を追い払う準備を整えてきた。あと一歩なんだ！　あと……いや、二歩？　三歩くらいかな？　ステップは五つあったから……」
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　せっかく良い感じに話せていたと思ったのに、最後でぐだぐだになってしまった。

　どうにも締まらないなあ……と天を仰いだところで、ギュッと抱きつかれる。

「ユーリ？」

「皇帝陛下の言う通り。もう少しなんだから、ここで焦ってはいけない。頭では分かってるはずなのに……」

「仕方ないよ。グルシュも変に煽あおっていきやがったし。時間がないのは確かだし」

「イグドラルを手に入れられる？」

「それについては帝都に帰ってから考えよう。大丈夫。俺より頼りになる人たちが、たくさんいるから。何か上う手まい手を考えつくよ」

　かなり人任せな発言になってしまった。ユーリの頭を撫なでて、彼女を膝から降ろそうとする。

「夜遅くに悪かった。そろそろ寝よう」

「うん」

　頷うなずいたユーリは、しかし離れようとしなかった。抱え上げて膝から降ろそうとしても頑かたくなに拒む。

「ユーリ……？」

「皇帝陛下、一緒に寝て」

　胸に顔を埋うずめたままユーリが言った。

「それは……」

「ダメ？」

「ダメじゃないけど……」

　何だか背徳的な気分になってしまう。

「じゃあ、寝ようか」

　ぎこちない動きで掛け布団を捲まくり、先に潜り込んだ。ユーリがようやく離れてくれる。部屋の明かりを消した。窓から差し込む淡い星明かりだけになる。

「おやすみなさい」

　ユーリが布団に入ってきた。抱きついてくるので、彼女の背中に腕を回す。

「……ん？」

　そこで違和感に気づいた。

　恐る恐る背中をまさぐる。つるつるですべすべだ。

「んっ……♪　くすぐったい」

「ユーリ!?」

　思わず飛び起きた。掛け布団が大きく捲れる。星明かりに照らし出されたユーリは下着一枚、身につけていなかった。

「何で裸なんだ!?」

「寝るときは、いつもこう。クオーレ様がうるさいから」

　そう言いながら視線を逸そらす。頬がほんのり赤く染まっていた。細く小さな指がシーツをキュッと掴つかむ。

「そんなに驚くことでもないはず……。この前、私のおへそを……」

「ユーリ、それ以上いけない」

　汗が噴き出した。

「私にとっては、これが普通……。皇帝陛下が変な気を起こさなければ問題ないの」

「そ、そうだよなっ。その通りだ……」

　なるべく彼女を見ないように努めて布団を掛け直す。心臓がバクバク鳴って目が冴さえているが、ひとまず横になった。

　ユーリが抱きついてくる。

「ユーリ!?　それはいけないんじゃないかなっ？」

「寂しいから、こうしていたい……」

　切なそうな声で囁ささやかれると、反論も抵抗もできなかった。

　観念してされるがままになる。

　ひたすら心を無にした。

　少女の吐息が首筋を撫なで、その体温が布越しに伝わってくる。

　きめ細やかな肌はつるつるですべすべだ。

　つるぺた少女と同どう衾きん。

　つるぺた……。

　つるぺた？

「そうだ！　ユーリはつるぺたなんだ！」

　飛び起きる。ユーリが寝ぼけ眼でこちらを見た。その肩を掴む。ビクッと震えて彼女が身を引いた。弾みで押し倒してしまう。覆おおい被かぶさるような体勢になった。

「ユーリ。覚悟を決めてくれ」

「！」

　黄金の瞳ひとみがまじまじと見つめてくる。

　それから、コクンと頷うなずいた。





第三章　何が大切なのかは人によって違う（教訓）







　数日後、イグドラル王国から使者がやって来た。

「皇帝陛下、どうか我が国と友好条約を結んでいただきたく！」

　平伏して懇願する使者を見下ろし、常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。

「こんなに上う手まくいくなんてな……」

「全て陛下の妙案あってのことでございます」

　右隣に立つ豪ごう奢しやな金髪のエルフが一礼する。ベアトリーチェの表情に含みを感じ、目を逸そらした。

「ご来臨の折には、三聖人の同伴をお願い致したいと、主あるじは申しておりました」

　イグドラルの使者は熱心に喋しやべり続ける。その視線が時折、あちこちに向けられているのは「三聖人」の姿を探しているからだろう。

「分かった」

　突如、常信の膝の上に純白の美少女が現れた。ユーリは使者を見下ろし、尊大な態度で告げる。

「イグドラル国王アドルフⅣ世に伝えて。ファティナ神より遣わされた三聖人、ユーリ、キャラ、マライカ。この三人に庇ひ護ごされしグロリア帝国皇帝こそが大陸を統べる真なる王であると。それを認めるなら、私たちもイグドラルに行くわ」

「必ずや！　必ずや、そのように致します！」

　ユーリの姿を認めるなり、使者はガクガクと歓喜に打ち震え、滂ぼう沱だの涙で「ありがたや」「ありがたや」と彼女を拝んだ。

「では、すぐに伝えなさい」

「ハハーッ！　仰せのままに！」

　イグドラルの使者は絨じゆう毯たんに額をこすりつけて、そそくさと謁見の間を出ていった。

「ユーリ、ノリノリだな……」

「演じてるだけ。本心じゃない」

「あら、どうでしょう？」

　ベアトリーチェがクスリと笑う。しかしユーリは意に介さなかった。

「皇帝陛下、早くイグドラルへ。時間が惜しいの」

「そうだな」

　常信は彼女の白金の髪を撫なでつけつつ頷うなずいた。




　常信の考えた作戦は単純だ。

　妖精女王ファティナに頼んで、ユーリとキャラ、マライカが「貧乳教」の聖人なのだとアドルフに吹き込んでもらったのだ。

　効果は絶大だった。実の娘であるロザリンドすら国境で追い返したアドルフが逆に和平交渉の使者を送ってきたのだから。




「陛下もめんどくさいことするよねー……」

「聖人として崇あがめられるのはいいけど、『貧乳教』ってところが引っ掛かるわ……」

　イグドラル王国の王都に向かう道すがら。馬車の中でキャラとマライカがぼやいた。

「これも邪神を追い払うためなんだ。協力してくれっ」

　常つね信のぶは二人に手を合わせる。隣でパオラが瞳ひとみを輝かせた。

「キャラちゃんもマライカちゃんも聖人なんだよ！　すごいね！」

「聖人って言われてもなー……」

「私はあくまで可愛かわいいマライカちゃんを見てもらいに行くんだから！」

　マライカが晶機コムニカを掲げて自分を撮影する。向かいに座っているユーリと頬を寄せ合って写真を撮った。ブログ用らしい。不満を言いながらも、そういうところはしっかり押さえるようだ。

「もうすぐエアフートに着く。そこで一泊して、明日、王都に入る予定」

　ユーリが淡々と告げる。その目には決意が漲みなぎっていた。

「ナタリアたちの方はどうなってるんだろう……。ソーナについて何か手がかりが見つかれば良いんだが……」

　帝都に残ったベアトリーチェやナタリアたちのことを考える。今回、イグドラルに向かうのは常信と三聖人の他にパオラ、ロザリンド。護衛として近衞このえ騎士団にヒルデガルト、マリアンヌを連れている。

　シエラとナタリアには、宰さい相しようやベアトリーチェたちとともに「無の姫ノンテツサ」ソーナの手がかりを追ってもらっていた。進捗が気になるものの、魔力通信網の整備されていないイグドラル国内では晶機を使った情報交換ができない。

「楽観はできない。私もソーナの痕跡を探ってきたけれど、全く見つけられずに今まで過ごしてきたから……」

　ユーリが馬車の窓から外を眺める。

「大丈夫だよ！」

　パオラが常信の膝を乗り越えてユーリに抱きついた。力強く言い切る。

「へーかがソーナちゃんを見つけてくれるからねっ」

「パオラ、そんな断言されても……」

「うん。信頼してる」

　ユーリはそう返した。パオラが満面の笑顔になる。

「そうだよ！　へーかは頼りになるから！」

　はしゃぐパオラと、彼女に身を任せきっているユーリを見つめ、常つね信のぶは頭を掻かいた。

　やがて、エアフートに到着する。

　ここはイグドラルにおいて王都に次ぐ大都市だそうだ。

「ようこそ、お出いで下さいました。三聖人の皆様」

　常信一行というよりユーリ、キャラ、マライカの三人が歓待される。町の正門まで町長を務める貴族が出迎え、貧乳教団の信徒たちが三人に手を合わせた。

「ようこそ、三聖人様！」

「どうぞ、こちらへ！」

「お足元、お気をつけ下さい！」

　どこからともなく御み輿こしが出てくる。あれよあれよという間に三人は一人ずつ御輿に乗せられ、数人の男たちに担がれて「よいせ」「よいせ」と運ばれた。

「まさにお祭り騒ぎだな」

　馬車から降りた常信は、三聖人を一目見ようと集まってきた群衆を見回す。

「陛下ああああああ！　決して！　決して俺の側そばから離れないでくださあああい！」

　近衞このえ隊隊長のジルベルトが全身甲かつ冑ちゆうをガチャガチャ鳴らしながら大音量で叫んだ。森の方で鳥の群れがバタバタと飛び立つ。

「分かったから、音量を下げろジルベルト……」

　耳を塞ぎつつ御輿の後を追って歩を進めた。ふと、沿道の人々がひそひそ小声で話しているのが目に止まる。常信の視線に気づくなり、すぐに目を伏せた。あげく、母親らしき女性が子どもに「見ちゃいけません！」と怒鳴る。

「俺、そうとう嫌われてるというか、警戒されてるみたいだな……」

「すみません、陛下。その……私の薄いマンガ本が大量に流通しているようで……」

　側にやってきたロザリンドが恥ずかしそうに呟つぶやく。ああ、そんなことになってたなあ……と思い出してしまった。ちなみに、こっそり最新の七巻まで読んでいる。

「ロザリンド様っ」

「ロザリンド様だ！」

「ああ、おいたわしや……」

　彼女の姿を認めるなり、人々の間から声が上がった。喜ぶ者もいれば不ふ憫びんそうに泣いている者もいる。ロザリンドは民衆に小さく手を振った。

「ロザリンド様の隣にいるのは……」

「ああ、そうだ……。あれが、グロリア帝国の皇帝っ……」

　沿道の民衆から怯おびえた声が上がる。

「グロリア帝国の皇帝って、悪魔と悪魔の間に生まれた子なんだろっ？」

「聞いた話によると、夜な夜な畑を荒らし、家畜を襲うとかっ」

「山や羊ぎの生き血を好んで吸うそうだ……」

「俺は牛を三頭、丸まる呑のみしたって聞いたぞ！」

「角が三本生えていて、体は熊で、足は虎なんでしょっ？」

「木の杭くいを心臓に打ち込めば死ぬらしいっ」

　人々の口から好き勝手な噂うわさが飛び出してきた。いちいちツッコむのもバカらしいが、とりあえず木の杭を心臓に打ち込まれたら普通、死ぬ。

「皆、落ち着いてくれ！　陛下はそのような御お方かたではない！　とても紳士で私にもよくしてくださっている素晴らしい方なんだっ」

　ロザリンドが民衆へ向けて懸命に力説するが、人々は彼女の言葉にハラハラと涙を流すばかりだ。

「あの穢けがれを知らなかった姫さまがっ……」

「ちくしょう！　羨まし……じゃなかった悔しい……！　俺は、ロザリンド様をお守りできなかった……！」

「もうすでに身も心もっ……。何ということだっ……！」

　絶望する民衆に彼女の声は届かない。

「へーかはロザリーにひどいことなんかしてないよっ」

　そこに、鈴を転がすような愛らしい声が響いた。

　パオラが護衛の間から顔を出す。

　沿道の民衆にその姿を晒さらした。

「なっ……」

　ザワッ……と人々がどよめく。そして──

「キャアアアアアアアアアアアアアアアア……！」

　悲鳴を上げて皆、逃げ出した。

「巨乳がっ……巨乳が出たぞーっ!!」

「逃げろぉっ！　巨乳が感う染つるぞーっ……！」

「助けてっ……。巨乳には……巨乳にはなりたくないのぉっ……」

　不可解なことを叫んで逃げ惑う人々。あっという間に誰もいなくなってしまった。

「な、何だ、今のは……？」

　常つね信のぶはパオラを抱き寄せる。ロザリンドが険しい視線を周囲に向けた。

「パオラ様に対して失礼なっ」

　当のパオラはキョトンとしている。蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去った人々は建物の陰などからこちらを怯おびえた目で見ていた。

「これも貧乳教団のせいなのか？」

「貧乳を崇あがめているから、巨乳を恐れているということでしょうか」

「巨乳が感う染つるってどういうことだよ……」

「感染るのであれば、私ももう少し……」

　ロザリンドが自分の胸に手を当てる。

　そんなことをしているうちに広場に着いた。

　ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　大歓声が上がる。何事かと首を巡らし、常つね信のぶは我が目を疑った。

「おおー……。あたしの銅像が建ってるねー……」

　御み輿こしに担がれたキャラが、ぽかーんと口を開けている。

「私の銅像っ？　エイズルムでもこんなの作ってもらったことないのに……」

「ちょっと怖い……」

　マライカとユーリも唖あ然ぜんとしていた。

　広場の中央に三体の銅像が立っている。シャツ一枚の格好で立つ猫耳猫尻尾しつぽの像には、足元の銅板に「知恵の聖人　キャラ・カッチーノ様」と書かれてあった。

　躍動的な踊りのワンシーンを切り取ったような像は「舞踊の聖人　マライカ・ビッテ・アラースム」だ。
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　そして天に祈りを捧ささげる白衣の巫み女こ像。足元に「祈りの聖人　ユーリ」とある。たった今、除幕式が行われたようだ。大歓声とともにユーリたちの御み輿こしが跳びはねる。

「キャラ様、万歳！」

「マライカ様、万歳！」

「ユーリ様、万歳！」

「貧乳に栄光あれ！」

「つるぺたに未来を！」

「真っ平らが世界を救う！」

　太鼓や笛が鳴り響き、御輿の周りで人々が踊り出した。もはや歓迎というよりバカ騒ぎに近い。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ……」

　常つね信のぶは頭を振った。キャラが御輿の上で「うえーっ……」とぐったりしている。初めは楽しそうだったマライカも顔が引きつってきた。

「皆さん、大丈夫なのでしょうか……」

　ヒルデガルトが心配そうに御輿を見上げる。人が群がりすぎていて、ジルベルトたち近衞このえ騎士団でも割り込めそうになかった。

「そろそろ宿に入りたい」

　突然、すぐ側そばでユーリの声がした。彼女はぐったりしているキャラをパオラに預ける。「大丈夫、キャラちゃん？」とパオラが親友を抱きしめた。彼女の胸に顔を埋めるなり、猫耳娘の尻尾しつぽがピンと立つ。続いてマライカもユーリに連れられて戻ってきた。

「皇帝さん、あの人たち……熱すぎるかも……」

「ファンの扱いに慣れてるはずの君が言うんだから、相当なんだろうな」

　マライカを背後に庇かばいながら、空になった御輿を、全く気づくことなく担いで騒いでいるイグドラルの人々を見回した。

「皇帝陛下、もう十分だと思う」

　ユーリに袖を引かれる。「そうだな」と答えて、広場を去ることにした。

「巨乳は出ていけーっ！」

　ところが、広場の隅で別の騒ぎが起きる。

「俺たちに巨乳は必要ない！」

　血走った目で叫ぶイグドラル国民たち。近衞騎士団が壁になって防いでいるが、今にも襲い掛からんばかりの勢いだった。

「あら～？　何だか騒がしいわね～」

　それまで大人しく常信たちの後をついて来ていた爆乳美少女マリアンヌが、近衞騎士団の方に近づいていく。真紅の幼女を抱きかかえ、「何があったのかしらね、リンちゃ～ん？」と声を掛けた。

「劣等種どもが何を騒いでいようと我の知ったことかっ」

　真紅の幼女──太古竜セキリンダイシンリュウは冷たい目つきで吐き捨てる。

「貧乳教団の人たちが騒いでいるようですね。恐らくパオラ様の……」

　ヒルデガルトが言葉を濁す。常つね信のぶは頷うなずいた。

「早くここから離れよう。王都に着く前に妙な騒ぎに巻き込まれたら──」

「おい、見ろ！　何だ、ありゃあ……!?」

　民衆の一人がマリアンヌを震える指で指し示す。

　驚きよう愕がくに悲鳴が上がった。

「巨乳どころの騒ぎじゃねぇぞ……！　ば、爆乳だっ……！　爆乳が出やがったぁ！」

「爆乳を許すな！　石を投げろーっ！」

「うおおおおおおおおお！」

　民衆がマリアンヌに向かって石を投げつける。近衞このえ騎士たちが「やめろ！」と制するが火の点ついた彼らは止められなかった。

「キャッ……」

　幾つかがマリアンヌに当たる。「おっぱいに罪はないのに～……」と彼女が爆乳を抱きしめた。大きすぎて隠し切れていなかったが。

「ほう……。マリーに石を投げるとは、命がいらんようだな！」

　真紅の幼女が烈火の如ごとき怒りを露あらわにした。口からチロリと炎を吐く。

「あやつら、まとめて焼き払ってくれる！」

「リンちゃん、ほどほどにね～」

　マリアンヌも怒っていたらしく、相棒を強く止めようとはしなかった。

「やめてくれ！　私が謝るっ。民を許してやって欲しい！」

　ロザリンドが彼女たちに駆け寄り、必死に止める。「私も頭を下げよう！」とヒルデガルトまで止めに入った。しかし、そんな彼女たちの背中にも石が幾つか当たる。

　常信は急いでマリアンヌたちの下に走った。

「仕方ない。ジルベルトに制圧させ──」

「おやめなさい！」

　常信が近衞騎士団長の姿を探して首を巡らせたとき、威厳のある声が上がった。いかにも位の高そうな法ほう衣えを着た初老の男性が、供の者を引き連れて現れる。

　どうやら御み輿こしを担いで盛り上がっていた集団の中から出てきたようだ。

　彼を見た民衆たちは道を空け、頭こうべを垂れた。

「司教様っ」

「司教様。爆乳の脅威から、私たちをお救いくださいっ」

　祈りを捧ささげる民衆に穏やかな顔で応じ、司教は一度、立ち止まって皆に告げる。

「平らな胸は平穏の象徴。心も胸も平らになさい」

「司教様！」「司教様！」「ありがたや、ありがたや」と人々が歓喜の声を上げた。それを嬉うれしそうに眺め、司教はこちらに向き直る。

「重き罪を背負いし爆乳の者よ」

　マリアンヌに向かって言った。

「これ以上、人々を恐れさせることは貧乳教団の司教である私が許しません。悔い改めなさい。そしてファティナ神の真っ平らな胸と慈悲にすがるのです」

「そうだ、そうだ！」

「巨乳は人にあらず！」

　民衆から野や次じが飛ぶ。司教はサッと振り返り、「なりません！」と人々を諫いさめた。

「確かに巨乳は罪深い存在です。駄肉の呪いに侵され、他者を惑わす悪魔の手先。ですが、彼女たちもまた、人なのです。辛つらい原罪を背負った者たちであっても、悔い改め、その身に縛いましめを施せば私たちの同胞として──」

「やかましいわあああああああ！」

　司教の横面をセキリンダイシンリュウが蹴飛ばした。

　悲鳴が上がる。

　地面に倒れた司教の顔面を踏みつけ、真紅の幼女は傲然と言い放った。

「何をグダグダ下らんことを抜かしておるか、この劣等種が！　人間の乳袋なんぞ我からすれば、どいつもこいつも大差ないわ！　それを何だ？　マリーが原罪を背負っておるだとぉ？　悔い改めよ、だとぉ？　悔い改めるのは貴様の方だ、このゴミが！」

　ぐりぐりと裸足はだしで相手の顔を踏みにじる。

「司教様！」「司教様を助けないとっ」と民衆が騒ぎ出した。

「お待ちなさい！」

　ところが、それを止めたのは司教自身だった。

　彼はリンに顔を嬲なぶられながら、人々に堂々と語る。

「つるぺたに顔を踏まれて罵られる。これは神の恩おん寵ちようです！」

　リンが汚物を見るような目で司教を見下ろした。

「ああ、こうして真っ平らな存在に踏まれることで私の心も平らになります。皆さん。高慢な者は鼻が高くなります。それがつるぺたのおみ足で踏みにじられることで平らになる。すなわち謙虚な心を得られるのです。これを神の恩寵と言わずして何と言いましょう！」

　司教はクンカクンカとリンの足裏の匂いを嗅ぎながら胸の前で手を合わせる。

「心も胸も平らかに」

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　民衆が歓声を上げた。感極まって泣き出す者までいる。

「何て素晴らしい教えなんだ！」「心も胸も平らかに！」「司教様、パねえ！」等々、皆が司教を讃たたえた。

「気持ち悪いから皆殺しにして良いか？」

　リンが真顔でマリアンヌに聞く。

「うふふ～。気持ちは分かるけど、それはダメ」

　マリアンヌはリンを抱え上げ、「後で足をきれいに洗いましょうね～」と言った。司教が名残惜しそうな顔でリンの足を凝視している。

「マリアンヌさん、大丈夫？」

　パオラがキャラと手を繋つないでやって来た。

「あ、あの御お方かたはっ？　三聖人のお一人、知恵の聖人キャラ様じゃないか!?」

「本当だ！　キャラ様だ！」

「貧乳万歳！」

「つるぺたは至宝！」

「キャラ様！　こっち向いて！」

　たちまち民衆が騒ぎ出す。パオラに引っ張られてやって来た猫耳少女はうるさそうに耳をぺたんと寝かせた。

「もういいよ、騒がしいのは……」

「すごいよ、キャラちゃん！　大人気だよ！」

　パオラが嬉うれしそうに抱きつく。しかし、それを見て民衆から悲鳴が上がった。

「大変よ！　キャラ様が巨乳に襲われてるわっ」

「何てことだ！　キャラ様が巨乳に侵されてしまうっ……」

　騒ぐ民衆にうんざりした目を向け、キャラはパオラの胸に顔を埋めて頬ずりする。

「あー……パオラのおっぱいは最高だなー。癒いやしだなー」

「なにいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　人々が絶叫した。あり得ない光景を目の当たりにしたらしく、愕がく然ぜんと立ち尽くす。

「……いや、待て！　みんな良く見てみるんだ！」

　最前列にいた一人がパオラを指差した。

「さっきよりちょっと、巨乳がしぼんでないか？」

「えっ？」

「言われてみれば、そんな気がするぞ……！」

「そうか！　キャラ様はああして、巨乳の罪を赦ゆるしておられるんだ！　あの巨乳を貧乳に導いているんだよ！」

「そうだったのか───────!!」

「何て慈悲深い御お方かたなんだ、キャラ様！」

「さすがキャラ様！　マジ貧乳！」

「ステキ！　私も貧乳にしてーっ」

　人々が熱烈にキャラを褒め称たたえる。

「ええーっ……」

　キャラはドン引きしていた。

「パオラのおっぱいはしぼんでないし……」

「キャラ様！」

　いつの間にか彼女の足元まで寝たまま移動していた貧乳教団の司教が真剣な顔で言う。

「どうか、私の顔を踏んで下さい」

「ええーっ……。気持ち悪い……」

「ありがとうございます！」

「ええーっ……」

　引きまくるキャラに、目が点になっているパオラ。司教は鼻息を荒くしており、民衆は貧乳を敬い奉たてまつる。あげく、御み輿こしに誰も乗っていないことにようやく気づいた集団が「あっちだー！」と押し寄せてきた。もはや歯止めが利かなくなっている。

「心も胸も平らかに」

　天からもたらされたようなその一言に、人々は動きを止めた。

　そして見上げる。三体の銅像を。

「常に平らかであること。それが『貧乳教』の教義よ。騒ぐのはいけない」

　ユーリが自分の銅像の上に立っていた。

　白金の髪が風になびき、神々しく輝く。純白の服がはためく様は幻想的だった。

「さあ、道を空けて」

　スッと前方に手をかざす。

　彼女を中心にして波が広がっていくように広場の群衆が次々に跪ひざまずいて頭こうべを垂れる。皆、ユーリを敬い、祈りを捧ささげた。

「ありがたや。ありがたやぁっ」

　仰あお向むけになっていた司教も俯うつぶせになって両手を頭の上で合わせ祈っている。

「…………」

　常つね信のぶはユーリを見上げた。彼女と目が合う。

　瞬間、抱き留めていた。

「ユーリ！　ビックリするだろっ」

「今のうちにここを離れる。疲れたわ……」

「そうだな。よし、撤収！」

　皆を促し、常つね信のぶたちは馬車へと走った。




　翌日。常信たちはイグドラルの王都に入り、王城にある謁見の間に赴いた。

「よくぞ来た。グロリア帝国皇帝アルフォンソⅠ世」

　迎えたアドルフⅣ世の姿を見て、言葉を失う。

　彼はやせ細っていた。

　ロザリンドが「父様……」と声を洩もらす。

「姉様もご無事で何より」

　アドルフの隣に立っていた若者が会釈をした。プラチナブロンドの髪に碧へき眼がん。顔立ちはアドルフに似ているが、まだ幼さを残している。

「アーサー、立派になったな」

　ロザリンドが優しい笑顔を見せた。

「陛下、弟のアーサーです」

　こちらを向いて若者を指し示す。アーサーが背筋を伸ばした。

「イグドラル王国王太子アーサー・スターリング・フォン・イグドラルだ」

　堂々と自己紹介をする。姉に似て実直そうだ。

「アルフォンソだ。会えて嬉うれしいよ」

　常信はなるべく威厳を見せようと胸を張って応じる。それから玉座の男を見た。

「アドルフ、何かの病か？」

　アドルフ王が力なく笑う。

「皇帝に気を遣われるとは、俺も落ちぶれたものだ……。安心しろ。少し前まで酷ひどかったが、今は回復しつつある。全てはファティナ神のお導きによるものだ」

「そのことについてなんだが。貧乳教の──」

　常信の口から「貧乳教」という単語が出てきた途端、アドルフはカッと目を見開いた。

「ファティナ神こそが唯一にして絶対の神であり真理そのものなのだ！」

　いきなり早口で捲まくし立てる。

「マサト・ホウライとかいう詐欺師に騙だまされ、十四カ国連合軍が瓦解して後、他国の腰抜けどもはこぞって帝国に尻尾しつぽを振りおった！　俺は貴様らの不当な要求を全て突っぱね、俺を裏切った国とも国交を断った！」

　そこまで喋しやべったところでゲホゲホと咳せき込んだ。咄とつ嗟さにロザリンドが飛び出そうとして踏みとどまる。アーサーが彼の背中をさすった。

「ところが商人ども！　今まで気前よく金を貸していたというのに、急に渋り出しおって。今までの借金を返せと迫ってきおる。それで、あっという間に火の車だ！」

「実際には、重税を課して国民から絞り取ったのですが……」

　隣でアーサーがぽつりと呟つぶやく。

「それがどうした!?　国は国王がいて初めて成り立つのだ！　国民がどれだけ飢えようと知ったことではない！　俺が存在していれば良いのだ！　だから奪う！　豪遊する！」

「父様！　まだ、そのようなことをっ……」

「当然だろう！　国民の喜びとはすなわち王の喜びだ！　国民は王が喜んでいる姿を見て喜ぶのだ！　王が贅ぜい沢たくし、遊び楽しむ姿を喜ぶ！　それが正しい国のあり方だ！」

　ロザリンドに凄すさまじい形相で言い放ち、また激しく咳せき込んだ。

「そうして贅ぜい沢たく三ざん昧まいしてやっていたというのに、いっこうに国は立ち直らず、衰退していくばかり……。あげく、俺は倒れてしまったのだ」

「医者からは不摂生が原因だと言われました。あの頃の父はでっぷりと太り、狩りを楽しむこともありませんでしたから」

「まったく……。この世は理不尽だ」

　アドルフが吐き捨てる。

「いや、そこで理不尽だと思うお前の神経の方がどうかしているぞ」

「フン！　そんなことよりファティナ神の話をさせろ」

　玉座に凭もたれ、イグドラル王は息を吐いた。

「理不尽な世の中に嫌気が差し、俺は寝室のベッドで日がな一日、魔力通信網を彷徨さまよっておった……」

「ただのダメ人間じゃないか！　ん？　イグドラルにも魔力通信網はあったのか？」

「父が密ひそかに工事をさせたのです。国内では父の寝室にしか繋つながっておりません」

「やりたい放題だな……」

　アーサーの補足を聞いて呆あきれる。

「そこで俺は、神に出会った」

　アドルフの顔が急に穏やかになった。

　妖精族不可侵領域でファティナに聞いた話とほぼ同じ内容が繰り返される。適当に聞き流していると、熱心に喋しやべっていたアドルフが唐突に立ち上がって叫んだ。

「ファティナ様あああああああああああああああああ!!　あなたこそ、神だ!!」

　そして全ての力を使い果たしたかのように玉座に座り込み、肩で息をしながらこちらを見る。

「幾度もやり取りを交わしているうちに、俺は気づいてしまった。ファティナ様こそ神なのだと。彼女を崇あがめることこそ真理なのだと」

「父様、お水を」

「ああ、うむ……」

　アーサーが差し出した水を一気に呷あおり、アドルフは話を続けた。

「だから俺は、ファティナ様の写真を寝室中に貼り、抱き枕を作らせ、毎晩、抱いて寝た。朝は等身大ファティナ様パネルに挨拶し、ファティナ様に感謝し、祈りを捧ささげて日々を過ごした。そして国内の教会を全て潰し、ファティナ様を神として崇あがめるよう命じた」

「当時、国内は荒れておりました……。そこに父の新たな布告で……。本当に、この国はもうダメだと絶望したものですっ……」

　アーサーが目頭を押さえる。

「四六時中、ファティナ様を眺めて過ごしていた俺は、ファティナ様の神性がどこに秘められているのかずっと考えていた。そして気づいたのだ。胸。真っ平らな胸にこそ神性があると。貧乳こそ世界を救う平和の象徴なのだと！」

　どこか遠くを見つめるアドルフの目は何かに取りつかれているようだった。

「貧乳教。これこそが俺の求め続けた真理だった。ファティナ様はファティナ神であり、つるぺたが世界を救う使徒。真っ平らな聖人たちが人々の心を癒いやす」

　穏やかな笑顔を浮かべ、アドルフが言う。

「心も胸も平らかに」

　常つね信のぶはどうしたらいいのか分からず、ロザリンドの方を見た。

　彼女は無表情だった。

　自分の父親が予想外のところに突き進んでしまったことを受け入れられていないのだろう。常信は彼女の奥に立つヒルデガルトを見る。

　彼女も無表情だった。

　こちらはどうすればいいのか分からなくなったあげく、考えるのをやめたようだ。

「アーサー……」

　常信はイグドラルの王太子に助けを求めた。彼はハッと姿勢を正し、しばし視線を彷徨さまよわせた後、答えた。

「無茶な布告で絶望しておりましたが、思いがけず貧乳教は民に受け入れられ、瞬く間に広まりました。貧乳教団を中心に人々の心もまとまり、イグドラルは再生しつつあります。全てはファティナ神のお導きなのです！」

「お前までそれか！」

　常信はハアとため息を吐ついた。

「アドルフ、帝国との友好条約についてなのだが……」

「その前に早はよう！　早うユーリ様とキャラ様とマライカ様に会わせろよぉぉっ！　それだけが楽しみだったんだぞ、こん畜生！　何で連れてきてねぇんだよ、コラぁぁぁっ」

　アドルフが激しく玉座の肘掛けを叩たたく。

「分かったから……」

　常信は背後を振り向いた。扉が開き、三人が姿を現す。

「…………」

　やる気が死に絶えた目をしているキャラと渋々といった様子のマライカを引っ張って、ユーリがアドルフ王の前に進み出た。

「三聖人キタ───────────────────!!」

　雄お叫たけびを上げ、アドルフが彼女たちに駆け寄る。

　身を引く三人の前にひれ伏した。

「見事な平らかさ！　これぞ至宝！　これぞ神の奇跡！　ありがとうございます！　ありがとうございまあああす!!」

「マライカ様！　お、お会いできて光栄の至り!!」

　父に続いてアーサーも平伏する。マライカのことを凄すさまじい眼がん力りきで見つめた。

「あ、ありがとー……」

　お礼を言うマライカの頬が少し引きつる。

「イグドラル王アドルフⅣ世。帝国と友好条約を結んで。皇帝陛下を大陸の真なる王と認めるの」

　ユーリが一歩前に出てアドルフに言った。アドルフは自分の額近くまで迫った彼女の足先を食い入るように見つめる。

　絨じゆう毯たんに額をこすりつけて叫んだ。

「どうか踏んで下さい！」

　スッと三人が常つね信のぶの背後まで下がる。

「失礼致しましたぁっ！　ユーリ様の、その愛らしいおみ足で踏んでいただきたいなどと、調子こきましたぁ……！　どうか、どうかお許しをぉぉぉっ……」

　アドルフがグズグズと泣き出した。アーサーが父王の背中をさする。何な故ぜか彼も涙を流していた。「俺もマライカ様にっ……」と呟つぶやく声が聞こえる。

「アドルフ王、皇帝陛下を大陸の真なる王と認めて」

　常信の背中から顔だけ出してユーリが言った。涙でぐちゃぐちゃになった顔でアドルフは激しく頷うなずく。

「認めます！　認めますぅっ」

「ロザリンドの帰国と身の安全を保証して」

「保証します！　保証しますともぉ！」

「王位をアーサーに譲って隠居して」

「隠居しまぁす！　これからはファティナ神を崇あがめて日々を過ごしますぅっ」

「それから──」

「ユーリ、そのくらいにしよう」

　次々と要求を呑のませる彼女の肩に手を載せる。

　ユーリがハッとこちらを見上げた。

「ごめんなさい……。つい、我を忘れていたの……」

「こんなことになってる原因は俺にもあるから偉そうに言えないけど、もう十分だ。どさくさに紛れて譲位までさせてるし」

「その方がイグドラルのためだと思って」

　常つね信のぶはロザリンドの方を見る。

　彼女は両手で顔を覆って震えていた。耳まで真っ赤にしている。ヒルデガルトが彼女を励ますように肩を抱いていた。

「陛下ー……。話がついたんなら、ちゃっちゃと帰ろうよー……」

　キャラが猫耳をぺたんと倒して袖を引く。マライカも腕にしがみついて「やっぱりアイドルと聖人は別ものよねっ」と呟つぶやいた。




　色々あったが、グロリア帝国とイグドラル王国の間に友好条約が結ばれた。

　同時にイグドラルの新国王アーサーⅠ世が誕生する。

　式典も何もない譲位であったが、三聖人に見守られていることが何より価値があると、アドルフもアーサーも本気で考えているようだ。

「今夜はゆっくりしていってくれ。帝国に比べれば大したもてなしはできないが」

　そう告げられ、常信たちは国賓が泊まる部屋に案内される。

　部屋に落ち着いたところで、アーサーが顔を出した。

「ヒルデガルト殿、少しよろしいか？」

　どこか控えめに呼びかける。ヒルデガルトは「はい」と礼儀正しく新イグドラル王の前に進み出た。「どうした、アーサー？」とロザリンドも弟に近づく。

「姉様は……まあ、いいだろう。一緒に来てくれ」

「何だ、その言い方は」

　アーサーの申し出にロザリンドが眉根を寄せる。ヒルデガルトはこちらを振り向いた。

「私は、陛下の護衛です。お側そばを離れるわけには……」

「俺も同行して良いか？」

　気になったので若き王に聞いてみる。アーサーは少し思案した後、「どうぞ」と答えた。常信は膝に乗っていたパオラをキャラに託して部屋を出る。

　背中にマリアンヌの「いってらっしゃ～い」というのんびりした声と、パオラの「早く帰ってきてね～」という新妻っぽい声がかけられた。

「こちらだ」

　アーサーに先導されて廊下を進む。

「どこに行くんだ？」

　尋ねるが、アーサーは答えなかった。代わりにロザリンドが言う。

「このまま行くと中庭に出ます。母の作った庭園があって……」

「庭園か……」

　彼女の言葉通り、ほどなくして外に出た。中庭を横切ると丁寧に整えられた緑のアーチを潜くぐる。枝葉がきれいに刈り込まれ、整然と区切られた空間に色とりどりの花々が咲き誇っていた。

「きれいだな」

　思わず声が洩もれる。ロザリンドが頬を緩ませた。ヒルデガルトも「花々に活気が出てくる頃ですね」と声を弾ませる。

「そういえば、薔ば薇らがあるんだよな？」

　ファティナのところで読んだやり取りを思い出した。「それはもっと奥に」と答えた後で、ロザリンドが首を傾かしげる。

「陛下、何な故ぜ、ご存ぞん知じなのですか？」

「何となく、そんな気がしただけだよっ。ほら、香りとかっ」

「確かに良い香りがします」

　ヒルデガルトが少し前に出た。アーサーは無言で歩を進めている。意外と入り組んだ道を全く迷うことなく進み、豪華な薔薇園の中も通った。

「アーサー、せっかく陛下をご案内しているのに、もう少しゆっくり歩けないのか？」

　ロザリンドが弟に苦言を呈する。

　しかしアーサーは振り返ることもなく足早に薔薇園を抜けた。

「まったく……。何を考えているのだ？」

「まあ、いいじゃないか。早く見せたい物があるのかも」

　常つね信のぶは彼女を宥なだめ、アーサーの背中を追う。

　やがて、庭園の奥に辿たどり着いた。

　刈り込まれた木々によって囲われ、花はほとんど見当たらない静せい謐ひつな空間。

　そこに小さな石碑があった。

「…………」

　石碑の前に立ち、アーサーは深々と頭を下げる。それからこちらに向き直った。常信の左隣に立つヒルデガルトを見つめる。

「叔父上とラインハルト殿のこと、すまなかった」

　頭を下げた。

　ヒルデガルトが口を引き結ぶ。

「父を止めることができなかった……。ラインハルト殿は、俺に本当によくしてくれた方だったのに……」

「……アーサー様、顔を上げてください」

　従弟とはいえ、今のアーサーは一国の王だ。そのことに配慮したのだろう。ヒルデガルトは固い口調で声を掛けた。

「そのお言葉を聞くことが出来て、父も兄も報われました」

「その石碑は、もしかして……」

　常つね信のぶの問いにアーサーは頷うなずく。

「ラインハルト殿の墓碑だ。こんなところにしか造ることができなかった……。彼の遺体も、ここにはない……。父の命令でっ……」

「アーサー、それ以上言うな」

　ロザリンドが止めた。

　新イグドラル王は口を引き結び、姿勢を正す。

「正式に叔父上とラインハルト殿の名誉を回復する。それが国王としての俺の償いだ」

「ありがとう、ございますっ……」

　不意にヒルデガルトが俯うつむいた。目を強く瞑つぶり、懸命に堪えている。ロザリンドが「ヒルデ」と肩に手を載せた。

　それから常信を見る。目で促され、恐る恐る肩に手を載せた。

「陛下っ！」

　たちまちヒシッと抱きつかれる。少し驚いたが、しっかり抱き留めた。

「良かったな、ヒルデ」

　艶やかなプラチナブロンドを撫なでる。「はい」と涙まじりの声が聞こえた。

「そうだっ」

　ロザリンドが身を翻す。「少し待っていてくれ」と従姉妹いとこの背中に手を置き、来た道を戻っていった。角を曲がって姿を消す。

「ロザリーはどこに行ったんだろう？」

「待っていて欲しいと言っていましたが……」

　ヒルデガルトが顔を上げた。まだ潤んでいる青灰色の瞳ひとみと目が合う。ハッと彼女が身を離した。

「し、失礼致しましたっ」

「いや、構わないよ」

　目を逸そらすと、今度はアーサーと目が合った。

　真顔でグッと親指を立てる。

「それはどういう意味だ……？」

　ぼやいたところに足音が近づいてきた。角を曲がってロザリンドが姿を現す。

　彼女は一抱えほどの黄色い花を持っていた。

「あっ！　ルピナス……」

　ヒルデガルトが目を見張る。「うん」と頷うなずき、小さな花が集まって咲いているそれを従姉妹いとこに一束手渡した。

「兄が好きだった花です。ロザリー、よく知っていたな？」

「ここのルピナスはラインハルト殿が種を持ってきて植えたものだ。庭師が毎年、育ててくれていたのだな」

「ああ、良かった……」

　花束を胸に抱き、ヒルデガルトは兄の墓に進む。花を添えて祈りを捧ささげた。

　常つね信のぶも彼女に続く。ロザリンドが祈りを捧げた後でアーサーも跪ひざまずいた。

「これで一つ、胸のつかえが取れた」

　立ち上がったアーサーが静かに告げる。

「どうか、幸せになってくれ。ヒルデガルト殿」

　そう言って、チラチラこちらを見てきた。ロザリンドが意味深長な笑みを浮かべる。

「残念だったな、アーサー」

「何がですか、姉様？」

「隠さなくてもいいぞ。お前、ヒルデのことが好きだったじゃないか」

　パシパシとアーサーの背中を叩たたいた。

「ああ、そのことですか……」

　フッと、新イグドラル王が鼻で笑う。

「俺にも、そういう時期がありました。けれど、昔のことです」

「強がらなくても良いんだぞ」

「強がってなどいません」

　姉の絡みに鬱陶しそうな目を向け、それからチラリと彼女の胸を見た。

「正直、姉様でも大きすぎると思うのに、ヒルデなんて話になりませんよ。やっぱりキャラ様やユーリ様くらいでないと。でも、やっぱり一番はマライカ様かなあ。俺と結婚したいのなら、もっと真っ平らになって出直してきてくだガハァァァァァァァァッ!?」

　腰の入ったロザリンドの拳がアーサーの腹にめり込む。

　ゴッ、と風を切って新イグドラル王の体が吹っ飛び、背の高い植え込みに突き刺さった。もがく弟に冷たい一いち瞥べつをくれた後、ロザリンドは彼の胸倉を掴つかんで引きずり出す。

「ここではラインハルト殿にも陛下にも失礼だ。お前の部屋でじっくり話をしよう」

「待ってくれ、姉様っ……。その目は話をするときの目ではないぞっ……」

「ずっと我慢していたが、それも限界だ！」

　プラチナブロンドの髪が怒りに逆立った。

「私がいない間、父様を諫いさめることもせず流され続けたあげく『貧乳教』に改宗だとっ？　おまけに、マライカに踏まれたいだの真っ平らになって出直して来いだの、お前は国王としての器量に欠けているようだなっ。私が性根を叩たたき直してやる！」

「やめて助けてぇっ！　姉様に叩かれるなんて何も嬉うれしくない！　マライカ様に！　マライカ様に踏みにじられて心も胸も平らかになりたい……！」

「私を本気で怒らせたな」

　ロザリンドの右腕に風が巻き起こる。

「落ち着け、ロザリー！」

　咄とつ嗟さに彼女の肩を掴つかんだ。

「あうっ♪」

　ビクッと体を震えさせ、ロザリンドが弟を取り落とす。

「陛下っ……。このような場所でっ……。んんっ♪」

「おおっ！」

　尻餅をついたアーサーが身み悶もだえる姉を見上げ、ガクガクと首を振った。

「このシチュエーション……薄いマンガ本で読んだやつだ！」

「何で、お前も読んでいるんだあああああああああああああ！」

　新イグドラル王は強烈なビンタを食らって植え込みの向こうへと吹っ飛ぶ。

「あはあっ♪」

　膝を突き、ロザリンドが辛つらそうに喘あえいだ。

「すまん……。色々と台無しにしてしまった……」

「いえ……。陛下のせいでは……」

　呼吸を整える彼女にヒルデガルトが駆け寄る。

「ダメじゃないか、ロザリー！　陛下に弄ばれるのは、ここじゃない。薔ば薇ら園での茨いばら鞭むちプレイだろうっ」

「ヒルデも変なこと言うな！　すごく真面目な雰囲気だったよな!?　あと、お兄さんの墓前だからなっ」

「はい！　私が陛下の寵ちよう愛あいを受けているところを見せれば、兄も喜ぶかとっ」

　ヒルデガルトは全く曇りのない眼まな差ざしで答えた。

「誰かー！　助けてくれー!!」

　常つね信のぶは天に向かって叫んだ。
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　アーサーが催してくれた宴うたげを終え、部屋に戻る。

「次は[image: ]ほう莱らい国だな」

　部屋に集まった皆を見回して言った。

「うふふ～♪　リンちゃんでなら、ひとっ飛びよ～っ」

　鼻歌交じりに真紅の幼女の髪を弄いじって遊んでいたマリアンヌが巨大なおっぱいをばるんと揺らして胸を張る。

「フン。また貴様らを乗せることになるとはな」

　リンは不満そうだが、マリアンヌの頼みなら断ることはないだろう。

「それじゃ、明日、[image: ]莱国に向けて出立しよう。あ、そうだ」

　常つね信のぶは室内を見回す。

「チヨ！　いるんだろ？　ちょっと出てきてくれっ」

　そう呼びかけてみたが、返事はなかった。パオラが首を傾かしげる。

「へーか、チヨちゃんにご用なの？」

「先に話を通しておいてもらおうと思ってね。伝令を頼みたかったんだけど……」

「あー、それなら良いのがあるよー……」

　ソファに寝そべっていたキャラが赤毛の尻尾しつぽをゆらりと挙げる。

「これ、使ってみてー……」

　差し出されたのは小さな銀色の笛だった。細いホイッスルのようでもある。

「まさか、犬笛じゃないだろうな？」

「似たようなもんかなー……。まあ、吹いてみてよー」

　やる気なさそうにキャラが言うので、試しに吹いてみた。

「…………」

　全く音が聞こえない。

「キャラ……。何も起きないみたいだぞ？」

「うーん……。意外と手て強ごわいなー。陛下、もっと強く吹いてみてー」

「もっと強くか？　どれ……」

　大きく息を吸って笛を吹く。

「……………………！」

「ふひゃあああああああああああああん♪」

　突如、天井から黒毛犬耳犬尻尾娘が落ちてきた。床にひっくり返る。

「チヨ！　天井にいたのか……」

　まったく気配を感じなかった。それにどうやって擬装していたのだろう。その隠おん密みつ技術の高さに驚かされる。

「うぬぬぅ……、負けないでござるっ。拙者は、幼い頃から厳しいシノビの修行に耐えてきた誇り高き[image: ]ほう莱らい国のシノビでござる！　魔王皇帝様の破廉恥な策には屈しないでござるよぉ！」

　素早く起き上がり、全身黒装束の獣人娘が身構えた。

　彼女はチヨ・カツラギ。[image: ]莱国に仕える獣人シノビの少女で、今は常つね信のぶの警護という名目で監視を続けている。

「チヨ、ちょっと伝言が──」

「では、ごめん！」

　シュッとチヨが姿を消した。またどこかに隠れたのだろう。常信は笛を咥くわえた。

「くひぃいいいいいいいいいいいいん♪」

　今度はテーブルの下で声が上がる。覗のぞき込むとチヨが犬耳をピクピクさせて喘あえいでいた。常信の視線を感じ、「屈しないでござるぅっ」と姿を消す。

　笛を吹いた。

「くぅうううううううううううううん♪」

　また天井からチヨが降ってきた。今度は落ちてきた彼女を受け止める。小柄な犬耳娘は軽くて思った以上に抱き心地が良かった。

「も……もう、やめるでござるぅっ♪　拙者、何があっても魔王皇帝様の破廉恥外道な手に屈することはないでござるぅっ♪　だから……その笛、吹いちゃダメでござるぅっ」

　笛を吹く。黒毛の犬耳がビクビクッと震え、チヨが「あひゃあああっ♪」と嬌きよう声せいを上げて身み悶もだえた。パオラが心配そうにチヨを覗き込む。

「チヨちゃん、大丈夫？」

「にゃ、にゃんのことでごじゃるかぁ？　こにょくらい、へっちゃらでごじゃるよぉ」

　舌が上う手まく回っていない。目の焦点も合っていないようだ。

　常信はキャラを見た。

「この笛、何なんだ？」

「元は獣人族でメジャーな連絡用の笛なんだけどー……」

　キャラがソファに寝そべったまま答える。

「ちょっと改造して、犬耳にすんごく気持ち良く利く笛を作ってみたんだー」

「また妙なものをっ」

「それで刺激すれば、チヨの集中力が切れて見つけやすくなると思って」

「まあ、役には立ったのかな……」

　腕の中で「負けにゃいでごじゃりゅぅ……。拙者は、屈しにゃいでごじゃりゅぅ……」と譫言うわごとのように繰り返している犬耳娘を見下ろした。

「チヨ。伝言を頼む。あ、いや……」

　常つね信のぶは言い方を変える。

「チヨ。俺は[image: ]ほう莱らい国に伝えられてきた宝玉を奪いに行く。でも、このことはマサトには絶対に言うなよ。絶対にだぞっ」

「ふひゃっ？」

　犬耳と犬尻尾しつぽがピンと立った。

　チヨが素早く身を翻し、常信の腕から消える。

「ふっふっふ。油断したでござるな、魔王皇帝様！　拙者、悪巧みを全て聞いたでござるよ！　では、ごめん！」

　一瞬のうちに姿を消してしまった。

「皇帝陛下も、あのシノビの扱いになれてきたの」

　ユーリが淡々と言う。彼女の身体能力なら、今夜のうちにマサトの下へ辿たどり着き、話を通しておいてくれるだろう。

「へーか、チヨちゃんが逃げちゃったよ！」

　パオラがあわあわしている。常信は「いいんだよ」と彼女の頭を撫なでた。

「これでマサトは色々と察してくれる。あいつだって邪神グルシュの顕現は阻止したいはずだし、きっと協力してくれるよ」

「だと良いけど……」

　マライカが不満そうに晶機コムニカを弄いじりながら呟つぶやく。この部屋では魔力通信網が使えないので退屈しているようだ。

「ときには信じることも大切だぞ、マライカ。あいつは私怨で動くような奴やつじゃない。大義のために戦う男だよ」

　そう言って力強く頷うなずく。

　少しは「真なる王」らしく振る舞えているのではないかと常信は密ひそかに悦に入った。




「断る」

　現実は非情だった。

　翌日。[image: ]莱国王城、謁見の間で常信一行を迎えたマサトは、絆きずなの宝玉を貸して欲しいという頼みを頑として拒否した。

「あれは我が国に代々伝わる国宝だ。皇帝なんぞに貸してたまるか！」

「邪神グルシュを討つために必要なんだ。少しの間だけでいいから貸してくれっ」

「お前がいらないと言って投げ返してきたんだろうが！　あーあ……。あのときは痛かったなー。三日は腫れが引かなかったなー」

「嘘うそつくな！　痣あざすらできてなかっただろっ」

「うるさい！　貸さんと言ったら貸さんぞ！」

「今は邪神グルシュを討つために手を組むときなんだって！　そのくらいお前なら分かるだろっ？　お前は私怨で判断を誤るような男じゃないよなっ？」

「無論、俺だって邪神は追い払いたい」

「だよなっ？　だったら──」

「だが！　それとこれとは話が別だ！」

　玉座に座っていたマサトが立ち上がる。漆黒のマントをバサッとはためかせ、常つね信のぶを指差した。

「俺は、お前のことが嫌いだ！」

「思いっきり私怨！」

　唖あ然ぜんとする。久し振りに顔を合わせたマサト・ホウライは不機嫌さを隠そうともせず、玉座の側そばに控えていた男に指で合図した。

「こちらに」

　側近の男が小さな包みを乗せた座布団を差し出す。マサトは包みだけを手に取り、玉座に座り直した。

「皇帝、お前が借りたがっている宝玉というのは、これか？」

　彼が包みを丁寧に開くと、見覚えのある宝玉が現れる。

「そう！　それだよ！　頼む、貸してくれっ」

「い・や・だ！　いいか、皇帝。俺は何も貴様のことが嫌いだからという理由だけで断っているわけではない」

「他にもあるのか……？」

「当然だろう。本気で俺が私怨で動く男だと思っていたのか？」

「ちょっと」

　申し訳ない、という思いを込めて親指と人差し指で隙間を作る。マサトの頬がヒクッとひきつった。

「いいか、皇帝。ユーリ殿から聞いているはずだが、この宝玉は『真なる王』のためにある。すなわち、大陸の『王』として認められた者にしか扱えない秘宝なんだ」

「俺、大陸を統一したことになってるはずなんだけど……」

「そうかもしれんな。俺は認めてないがなっ」

　そう言いながらマサトは宝玉を手に取る。しっかりと握り、こちらに突き出した。

「よく見ていろ、皇帝」

　宝玉の中心が、ボウッと仄ほのかに明るくなる。

　微かすかな明かりだが、確かに宝玉が光っていた。

「見えるか、この光が」

「あ、ああ……」

「これが『真なる王』の光だ。[image: ]ほう莱らい国の伝承によると、この宝玉は『真なる王』がその手にしたとき、鮮やかな光を放つという。大陸を統一していない俺でも、かろうじて、その資格があると認めているのだろう」

「驚いた……」

　後ろに控えていたユーリが、そろそろと前に出てきた。

「いまだ世界はマサト・ホウライを『王』といただく可能性を示してる」

「そういうことだ、ユーリ殿。大陸を統べるというのは生半可な覚悟でできることじゃない。皇帝、お前にこの宝玉を光らせることができるのか？」

「……ちょっと待ってくれ」

「できないだろう。つまり、そういうことだ」

「いや、そうじゃなくて……」

　常つね信のぶは仄ほのかに光っている宝玉をじっと見つめた。

「マサト……その程度なのか？」

「何っ？」

　マサトが顰しかめ面になる。玉座を立って段差を降りてきた。

「俺を侮辱したところで事実は覆らんぞ。確かに俺はいまだ小さな国を守っているに過ぎない。だから、このくらいしか光らないのだろう。それでも、確かに光らせている。貴様には無理だろうがっ？」

　マサトが常信の前に立って宝玉を突きつける。

「俺、前にそれ握ったとき、めちゃくちゃ光ったんだけど」

「…………」

「そんな睨にらむなよ。本当なんだって」

「俺に投げつけたときは光っていなかったぞ」

「光るのが気持ち悪かったから、直接触らないよう布にくるんでたからだよっ」

「気持ち悪いって言うな！　国宝だぞ！」

「だって、理由も分からず光り出したら気持ち悪いだろっ」

　フウ、とマサトが息を吐いた。

「悔し紛れとはいえ、嘘うそをつくならもう少しましな嘘をつけ」

「嘘じゃないんだって！　誰かっ……ああ！　あのときはムツィオと一緒だったんだ。ここにムツィオがいてくれたらなぁ」

「それよりも、陛下がその宝玉を手になされば良いのでは？」

　ロザリンドが後ろから声を掛ける。他の者たちも、うんうんと頷うなずいた。

「あ、それもそうだな。マサト、証明してみせるから、俺に握らせてくれ」

「そんなことを言って、持ち逃げする気だろうっ」

「どんだけ信用ないの、俺っ」

「マサト殿、皇帝陛下はそのような卑ひ怯きような真ま似ねは為なさらない。私が保証する」

　再びロザリンドが声を上げる。ヒルデガルトやパオラも同意してくれた。皆に言われ、分が悪いと感じたのか、マサトは、それでも嫌そうに宝玉を差し出す。

「……本当に、持ち逃げするなよ」

「しないって」

　手の平を前に出すと、少し迷った後、マサトがそこに宝玉を載せた。

　マサトが手を離す。

　仄ほのかな光がスッと消えた。

　常つね信のぶは宝玉を握る。

　たちまち七色の鮮やかな光が溢あふれ出した。

「!?」

　目ま映ばゆい輝きに目が眩くらむ。「うおっ？」とマサトがよろけた。

「何だ、これ!?　前に握ったときとは比べものにならないくらい光ってるぞっ？」

「これぞ『真なる王』の輝き……。条件は全て揃そろった」

　皆が眩まぶしさに目を逸そらす中、ただ一人、黄金の瞳ひとみをしっかり開いて全身で光を浴びている少女がいる。「光の姫ルーテツサ」ユーリは陶酔した表情で常信を見つめた。

「真なる王……あなたこそ、まさしく真なる王……。アートマ神王国が、歴代の姫巫み女こたちが、守り伝え続けてきた伝承が、ここに成就した」

「それはいいから、誰かこの光を何とか……あ、握るの止やめれば良かったんだ」

　常信は手を広げる。手の平に乗った宝玉は光を収束させた。

　ホッと息を吐く。

「なっ？　光っただろ？　光り方は、ちょっと俺の予想以上だったけど」

　両腕で光を遮っていたマサトに宝玉を差し出した。

　彼はそれを奪うように取り、懐に収める。

「ああ、光ったな……」

「だろっ？　だから、貸してくれっ。邪神を倒したら、ちゃんと返すから！」

「…………」

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、マサトは懐から宝玉を取り出した。そして──

「だが、断る」

　ダッシュで逃げ出した。

「えええええええええええええっ!?　今の絶対、渡す流れだっただろぉっ！」

「うるさい、皇帝！　やっぱり何か癪しやくだ！　貴様には絶対に渡さん！」

　そう叫び、玉座の後ろへ回り込む。奥にある扉へと走った。

「逃がさないぞ、マサト！」

「そういうことを言う奴やつからは、大抵、逃げ切れるものなんだよ！」

　マサトが扉を開いて勝ち誇った顔を見せる。

「お兄ちゃん、いい加減にしてーっ」

　スパーンと爽快な音がした。

　マサトが床を転がり、素早く立ち上がる。

　扉の奥から出てきた人物を見て、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「サクヤ!?　出てきちゃダメだって言っただろう！」

「出てきたくもなるよっ。今日のお兄ちゃん、全然らしくないんだもんっ」

　三つ編みのお下げ髪に黒瑪め瑙のうのような円つぶらな瞳ひとみ。華きや奢しやな体つきだけれど、身の内から溢あふれ出る生命力が快活な印象を与える。動きやすいよう短くした着物のような服を着て、手には大きなハリセンを持った美少女がマサトの側そばまで歩いてきた。

「君は、もしかしてサクヤ・ホウライ？」

　常つね信のぶは段差の手前で立ち止まり、少女を見た。すぐにマサトが彼女を抱き寄せて常信の視界から隠す。

「そんな下品な目でサクヤを見るな！」

「下品な目では見てないぞっ」

「嘘うそをつくな！　俺には聞こえたぞ！　『ハァ……ハァ……。サクヤちゃん、か、可愛かわえぇのう。たまらんのう。ゲヒゲヒゲヒ』という貴様の心の声が！」

「その笑い方は何だ!?」

「もーっ……。お兄ちゃん、苦しいよぉ」

　マサトに抱かれていたサクヤが彼の腕の中でもがいた。「ああ、ごめん」と彼は少し力を緩める。ところが「苦しい」と言っていた割にサクヤは兄にギュッと抱きついて離れようとしない。「お兄ちゃんったらぁ♪」と胸に顔を埋うずめて頬をすり寄せた。

「ごめんよ。サクヤが大切だから、ついっ」

　再びマサトがサクヤを強く抱きしめる。

「そんなにしたら、痛いよぉ」

　またサクヤが甘えた声を出した。

「ごめん、サクヤ」

　そう言いながら、マサトは妹を強く抱きしめて首筋に幾度もキスをする。

「やん♪　みんな見てるよぉ。恥ずかしい……」

「恥ずかしがってるサクヤも、可愛かわいいな」

「もう、お兄ちゃんのエッチ♪」

　サクヤがマサトの頬にキスをした。

「お返しだよ♪」

「じゃあ、俺も」

　チュッチュ、チュッチュ。

　チュッチュ、チュッチュ。

「…………」

　常つね信のぶたちが見ている前で、小一時間、二人はイチャイチャしていた。




「アルフォンソ様、お初にお目にかかります。マサト・ホウライの妹、サクヤ・ホウライと申します」

　黒髪の美少女が丁寧にお辞儀をする。

「いただいたエリクサーのお陰で病を治すことができました。このご恩は一生忘れません。本当に、ありがとうございました」

「ああ、うん……」

　常信は曖昧に頷うなずいた。

　ようやく落ち着いた二人は、まるで何事もなかったかのように二人して玉座に収まり、サクヤが立ち上がって常つね信のぶに礼を述べた。その後、当然のように兄の膝に座る。

[image: ]

　妹を抱き寄せ、その髪にそっと口づけてからマサトがこちらを見た。

「本当は嫌なんだが、今回はサクヤたっての頼みだから、宝玉を特別に貸してやろう。いいか、特別だからな！　二度はないと思えよっ。それから、大海よりも心が広く美しく可愛かわいくて優しい上に可愛いサクヤに死ぬほど感謝しろ」

「お兄ちゃん。可愛いって二回言ってるよ～♪」

「大事なことだから二回言ったんだよ、可愛いサクヤ」

「三回目だよ～っ。も～っ♪　お兄ちゃん、大好き♪」

「俺も好きだああああああああああ!!」

　ガバッとマサトが膝に乗せたサクヤに襲い掛かる。また二人がイチャイチャしだした。

「あっ……。お兄ちゃん、ここじゃダメっ♪」

「じゃあ、どこだったら良いんだい？」

「……お布団の中」

「お兄ちゃんが連れてってあげるからね！」

　マサトが妹をお姫様抱っこした。そのまま立ち去ろうとする。

「マサト！　宝玉はっ？」

「ん？　ああ、ほらよ」

　懐から取り出した宝玉を、マサトは無造作にこちらへ投げて寄よ越こした。常信は慌てて受け止める。また光り出したから急いで手の平に載せた。

「陛下、こちらを」

　ヒルデガルトが布を持ってきたのでそれにくるむ。ホッとしていると奥の扉に入りかけた状態でマサトが言った。

「ちゃんと返せよ！　約束だからな！」

　バタンと扉が閉まる。

　謁見の間に沈黙が訪れた。

「……なあ」

　常信は思い切って沈黙を破る。静かに控えているマサトの側近に尋ねた。

「いつも、あんな感じなのか？」

「いつも、あんな感じです」

　[image: ]ほう莱らい国も大変そうだなあ……と心中で側近たちの気苦労を思った。




　また色々とあったものの目的のものは手に入った。

　[image: ]莱国王城に部屋を用意してもらった常信は、椅子に落ち着いて改めて宝玉を眺める。

「これが『絆きずなの宝玉』……。これで俺の方の準備は整ったってことだよな？」

　ユーリを見ると、彼女は頷うなずいた。

「あとはソーナの行方……」

「帝都から連絡は？」

　ヒルデガルトに聞いてみたが、彼女は首を振った。

「宰さい相しよう閣下からもベアトリーチェ様からも、進展なしとしか」

「グルシュが顕現する前に応戦の準備を整えておきたいんだけどなあ……」

　腕を組む。

「陛下、やはり『十二星姫ドーデイ・ステラ』にも声を掛けて大陸中を隈くま無く捜索するべきでは？」

　ヒルデガルトが進言してきた。ロザリンドも意見を言う。

「マリアンヌもブリムレックの竜騎士団を動かす心づもりのようでした。少しでも良いから手がかりを掴つかめれば、と」

　マリアンヌは[image: ]ほう莱らい国まで常つね信のぶたちを送った後、一旦、自国に帰っていた。[image: ]莱国はイグドラル王国ほど危険ではないと判断したので「無の姫ノンテツサ」捜索に回ってもらったのだ。

「総動員するしかないか……」

　ゼーバ神の試練を思い出す。砂漠に放り投げた指輪を見つけ出すという無茶な試練を、帝国兵を動員して一日で見つけたときは、さすがに早すぎるだろうと思ったけれど。

「そういえば、クオーレ様は里帰りしてるんだよな？」

　邪神グルシュの顕現が近いことを知った彼女は、「パパと話してくる」と言って天上界に昇っていったのだ。彼女からもまだ連絡はない。

「ゼーバ様がどのような態度を見せるかは未知数。クオーレ様はともかく、ゼーバ様は静観するかも」

　ユーリが淡々と言った。

「大陸の未来がかかってるんだぞ。さすがに力を貸してくれるんじゃないか？」

「それなら、もう貸してる。『七勇神姫セテイオ・プリンサ』も『真なる王』も邪神に対抗するため用意されたものだから」

「ああ、なるほど……。神様にも、それなりのルールがあるんだろうな……」

「この世界は本来、大陸で暮らす者たちのものなの。神は見守るのが基本。干渉するには幾つかの条件が必要。だからグルシュも少しずつ手を打ってきたんだと思う」

「あとは俺たち次第か……。よし、徹底的にやろう！」

「それなら、ユーリ。アタシをエイズルムまで送って！　向こうで動いてみるからっ」

　マライカが手を挙げる。

「分かった」

　そう言うなり、二人の姿が消えた。

「うおっ？　早速かよ……。ユーリも気合いが入ってるな」

「ユーリにとって、きっと最重要なことですから」

「そうだな。あと少しだ……」

　ロザリンドに頷うなずく。

「ねー、陛下ー……。ちょっといいー？」

　寝室の扉を開けてキャラが顔を出した。眠そうな目で手招きする。

「どうした？」

「パオラがねー……」

「パオラがっ？　具合でも悪いのかっ？」

　パオラとキャラは常つね信のぶと一緒に部屋に入るなり、隣の寝室へと入っていったので、どうしたのだろうかと気になってはいたのだ。

　ヒルデガルトとロザリンドも心配そうにやって来る。ところが彼女たちはキャラが道を遮った。

「はい。ここからは陛下お一人のみの入場でーす……」

「えっ？　どういうことだ？」

「陛下は早く行ってー……」

　赤毛の尻尾しつぽでぺしぺし叩たたかれる。仕方ないので一人で寝室に入った。

「へーか、いい加減にしなさーいっ」

　寝室に入るなり、ハリセンを持ったパオラにペシッと叩かれる。

「…………ん？」

　常信は巨乳をたゆんと揺らしてこちらを見つめる銀髪美少女を見下ろした。パオラは何かを期待するような目でじっと見てくる。

「ええと……。どうしたの、パオラ？」

「もーっ。そうじゃないよ、へーか！」

　ペシペシとハリセンで叩かれた。特に痛くない。

「ハァ……ハァ……。パオラちゃん、か、可愛かわえぇのう。たまらんのう。ゲヒゲヒゲヒ」

　不気味な声に振り返ると、いつの間にかキャラも室内にいて、パオラのことを凝視していた。彼女らしからぬノリだ。

「……ああ」

　常信はようやく理解した。

「そんな下品な目でパオラを見るな！」

　キャラの視界からパオラを隠す。抱きしめるとギュッと彼女が抱きついてきた。

「じゃ、あとはごゆっくりー……」

　一瞬でやる気を一万光年の彼方かなたに投げ捨てた猫耳娘がひらひらと手を振って寝室を出ていく。扉の向こうでヒルデガルトとロザリンドの声がしたが、すぐ聞こえなくなった。

「へーか、苦しいよぉ」

「あ、ごめん」

　パオラの声に手を放す。ところが、彼女はムーッと口を尖らせた。さらに強く抱きついてくる。

「……ええと、このままマサトとサクヤの再現をするのはどうかと思うんだけど」

「はわわわわっ」

　抱きついていたパオラが顔を真っ赤にして少しだけ離れた。翡ひ翠すい色の瞳ひとみを真ん丸にしてこちらを見上げる。

「違うよっ。サクヤちゃんが羨ましかったわけじゃないよっ。ああいうふうにすれば良いんだとか、そんなこと考えたりしてないよっ。本当だよっ」

「うん。とりあえず座ろうか」

「はいっ♪」

　パオラがビクビクっと震えた。いよいよ従属魔法が普通の会話まで浸食してきた感じがする。

　ベッドに腰掛けた常つね信のぶは、隣に座ってぴたっとくっついてきたパオラの銀髪をゆっくり撫なでた。

「マサトとサクヤって、仲の良い兄妹きようだいだよね」

「うん」

「お兄さんのこと、思い出したのかな……？」

　なるべく軽い口調で言う。

「お兄ちゃん……」

　パオラが呟つぶやいた。

　胸の奥が締めつけられる。

　踏み込むべきではなかったかと、後悔した。

「そっか……。お兄ちゃん……」

　しかし、彼女の反応は思っていたものとは違った。まるで予想外のことを言われたように何度か呟き、小さく頷うなずく。

「あれ？　違った……？」

「えへへーっ」

　少し困ったような顔で笑い、パオラは少し舌を出した。

「わたし、悪い子になっちゃった」

「えっ？」

「だって、へーかに言われるまで気づかなかったんだ。マサトさんとサクヤちゃんは、兄妹で、とっても仲良くしてるんだよねっ。わたし、あれを見て、へーかと同じことしたいなぁって思ったの」

　恥ずかしそうに俯うつむく。

「お兄ちゃんのこと忘れたわけじゃないのに。ないはずなのに。へーかと一緒にいるのが当たり前になって、へーかのこと一番に考えちゃう」

「そ、それは、どうも……」

　緊張してきた。

「お兄ちゃんの代わりじゃなくて、へーかと一緒にいるのが楽しいのっ。そういうの、いけないよね。わたし、悪い子だ……」

　そう言って凭もたれかかってくる。腕にむにゅっと慈しみの塊が押し当てられた。

「わ、悪くはないと、思うよっ」

　無理に声を出したせいで少し裏返ってしまう。

　パオラがこちらを見上げた。

　縋すがるような瞳ひとみに吸い込まれそうになる。

「俺は、どうしたって、お兄さんの代わりにはなれない。だけど、俺は俺自身で、パオラのことが……パオラのことを、大切に思ってる！　それは、お兄さんの、パオラへの思いとか、そういうのとは矛盾しないというか、お兄さんの代わりではないというか、そういうことなんだよっ」

　いや、どういうことだよ？　と心の中でツッコミを入れた。

「つまり、パオラの思いもっ……。その、俺に対するものとお兄さんに対するものは別であってそれで良いと言うか、両立するというか、とにかくパオラは悪くないんだよっ」

　論理も何もあったものではない、ぐちゃぐちゃな発言をしてしまう。

　パオラはじっとこちらを見つめていた。

　彼女なりに言葉を咀そ嚼しやくするように、真剣に。

　それから──

「そっか」

　納得したような、安あん堵どしたような声で言った。

「良いんだ。良かった」

　また俯く。

　足をぶらぶらさせ、甘えるように体をすり寄せた。

「わたし、へーかのこと、お兄ちゃんと比べなくて良いんだね」

「そうだよっ」

「お兄ちゃんと比べずに、好きで良いんだよね」

「そうっ。そういう……んんっ？」

　何かすごいことを言われたような気がする。

「そっか、そっか」

　うんうんとパオラは銀髪を揺らして頷うなずく。

　常つね信のぶは彼女の発言の真意を聞きたくても聞けず、「あ……」とか「う……」とか声を洩もらすことしかできなかった。

「陛下！　失礼致しますっ」

「大変なことになりました！」

「何だかすごいことになってるねー……」

　ヒルデガルトとロザリンドとキャラが三人揃そろって飛び込んできた。「どうした!?」と跳びはねる。弾みでパオラがベッドにひっくり返ってしまった。

「ついさっき投稿された映像だよー」

　キャラが晶機コムニカの画面を見せる。




　月のない夜空に突如、暗雲がたちこめる。

　それは渦を巻き、徐々に密度を濃くしていった。

　周囲で人々がざわめく。画面が少し揺れた。

　暗雲が凝り固まり、空に黒い円を作り上げる。それは密度を増すごとに黒く、黒く染まっていき、ついには夜空よりも黒い漆黒と化した。

　まるで空に穴が開いたかのようだ。

　そして、その「穴」からヌッと腕が生えた。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした浅黒い腕は、何かを掻かき分けるように手を開いて左右に振り、一度、引っ込む。

　次に見えたのは二つの手だった。

　黒円の端を掴つかみ、力を込める。

　そして「穴」の中から浅黒い肌の中年オヤジが顔を出した。勢いをつけて一気に「穴」から飛び出す。悲鳴を上げる人々の声が聞こえてきた。

『フゥーッハッハッハッハッハ！』

　浅黒い肌の巨人は空中で反転し、足から地面に着地した。大地が揺れ、画面が激しくブレる。あちこちから泣き叫ぶ声が聞こえてきた。

『ようやく完全なる顕現を果たしたぞ！　これでこの世界は儂わしのものだぁ！』

　ゲハハハハハハハハハ！

　耳障りな哄こう笑しようが禍まが々まがしい夜空に響き渡る。

『儂は邪神グルシュ。大陸の者どもよ、見ているか？　先刻、教えてやった通りだ』

　腰布を一枚巻いただけの半裸色黒中年オヤジは心底楽しそうに笑った。

『儂は、大陸に降り立った。世界中が厄災に見舞われ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩る堝つぼと化すだろう。そして新たな世界が構築されるのだ！』

　画面が激しく揺れる。

　周りの人々が逃げ出した。

　録画が切れる。

　その直前、『待てぇい！』という声が聞こえた。





第五章　よくネタにされる眼鏡めがね（世紀の大発明）







　闇夜の大地に邪悪の化身が降り立った。

『ゲハハハハハハハハ！』

　邪神グルシュ。

　浅黒い肌の中年オヤジが鍛え上げられた肉体を誇示して哄こう笑しようする。

　人々はその姿に恐怖し、泣き叫び、逃げ惑った。

　世界の終わり。そんな単語が脳裏を過よぎる。

『待てぇい！』

　この世が暗黒に染まろうとしたとき、天から朗々と声が届いた。

　闇を切り裂き、空から一条の光が差す。

　荘厳な調べが響き渡り、天上の光は大きな円となった。

『グルシュよ。汝なんじの暴挙を吾わが輩はいが見過ごすとでも思ったか！』

　そして光の円の中からムキムキマッチョな中年オヤジが姿を現す。

　堂々と腕を組み、立派な髭ひげをたくわえた口元に自信に満ちた笑みを浮かべていた。

　大地に降り立つなり、「ふん！」と両腕を広げて胸を張る。

　大胸筋がビクビクッと震えた。

　人々が歓声を上げる。

『ゼーバ様だ！　最高神ゼーバ様がご降臨なされたぞ！』

『ゼーバ様！　私たちをお救いくださいっ』

　先程までの暗い雰囲気が一変し、皆が大陸最高神ゼーバを讃たたえた。

『ハッ』

　グルシュが吐き捨てる。荒縄を束ねたような己おのが両腕を曲げ、力こぶを見せつけた。

『わざわざ儂わしに叩たたきのめされに来たのか、ゼーバ。いいだろう。望み通り、ボコボコにしてやる！』

『フウウウン！』

　腰の辺りで手を組み、ゼーバは少し腰を捻ひねる。左の大胸筋と左大だい腿たい四し頭とう筋きんが強調された。ビキビキッとはち切れんばかりに膨らみ、その存在感を強く主張する。

『やれるものなら、やってみるがいいグルシュ。汝なんじの攻撃が、吾わが輩はいの鋼の肉体に通用すると思うのならな！』

『ほざけ、老いぼれがぁぁぁっ！』

『その言葉、そっくり返してくれるわぁぁぁっ！』

　二柱の神ががっちりと組み合った。

「うわー……」

　水晶球を見つめ、常つね信のぶは声を洩もらす。

　画面ではゼーバとグルシュが激しい格闘戦を繰り広げていた。互いを投げ飛ばすたびに凄すさまじい揺れとともに砂煙が舞い上がる。

「これ、少し前の映像なんだよな？」

　振り返り、キャラに尋ねた。赤毛猫耳猫尻尾しつぽ娘は、「だねー……」とやる気なさそうに答える。常信の膝の上でパオラが「がんばれーっ」とゼーバに声援を送った。

「陛下、帝都と繋つながりました」

　ヒルデガルトが晶機コムニカを差し出す。受け取るなり宰さい相しようの声が飛んできた。

『陛下！　パオラは無事ですかっ？』

「ああ、大丈夫だ。それより、邪神はどこに現れたんだ？　帝都近郊だというのは分かっているんだが」

　常信たちが観みているのは、帝国民の誰かが配信している映像だ。「帝都の近くに邪神登場！」という見み出だしだけなので、正確な位置までは把握できていない。

『ロンバル平原の西、ジェマーノ砂漠に近いところですな。この辺りは大きな町もなく鉄道の線路も通っておらぬので、被害が少なかったのは不幸中の幸いでした』

「お祖じ父いちゃん、わたしは大丈夫だよ！」

　パオラが祖父に声を掛けた。『おうおう、パオラ』とムツィオが急に優しい声になる。

「ムツィオ、周辺の避難が済んだら、一旦、様子見だ。神々の戦いに割り込んでも、ゼーバ様の足を引っ張りかねない」

『ご賢察ですな。兵の準備はさせておきます故、いつでもご命令を』

「分かった。なるべく急いで戻る」

　晶機コムニカをヒルデガルトに返し、水晶球に目を戻した。

　ソーナを見つけ出す前に邪神グルシュが顕現してしまったが、ありがたいことにゼーバ神が足止めしてくれている。今のうちにソーナを見つけ出さなければ。

「しかし、これでは大陸中を虱しらみ潰つぶしに探し回っている時間はなさそうですね……」

　ロザリンドが険しい表情で水晶球を観みる。常つね信のぶは頭を掻かいた。

「何か手がかりがあれば良いんだけどなあ……」

「失礼する」

　扉がノックされ、返事を待たずに黒マントの男が部屋に入ってきた。[image: ]ほう莱らい国国王マサト・ホウライだ。

「マサト！　ついに邪神が現れてしまったんだ！」

「知っている。帝都に向かうのだろう？」

　マサトは落ち着いた声で尋ねた。

「ああ、そうなんだが……」

「まだ『無の姫ノンテツサ』ソーナが見つかっていない。それで手がかりがないかと頭を悩ませているといったところか……」

「お前、本当に頭良いよな」

「貴様に褒められても嬉うれしくない。それより、ユーリ殿は？」

「マライカをエイズルムに送り届け──」

「今、戻ったわ」

　目の前に真っ白な少女が現れる。マサトが「現状は？」と聞いた。

「理解してる。だから急いで皇帝陛下のところに戻ってきたの」

「では、話を進めようか。それにしても、聡そう明めいなあなたでも妹君が絡むと冷静ではいられなくなるのだな。その気持ち、痛いほど分かるぞ」

「説得力が半端じゃないな」

「うるさい！　皇帝はちょっと黙ってろ」

　マサトは常信をキッと睨にらみ、ユーリに向き直る。

「ユーリ殿。何な故ぜ、グルシュはソーナ殿を掠さらったと考える？」

「それは……『七勇神姫セテイオ・プリンサ』を七人揃そろえなくさせるため……。それと、『無の姫』の力を利用したかったから、というのもあると思う……」

「そうだな。俺も同意見だ。だとするなら、グルシュが最も恐れることは何だろう？」

「邪神が、最も恐れること？」

　ユーリが視線を彷徨さまよわせた。

「難しく考えることはない。グルシュが最も恐れるのは、掠さらったソーナ殿を取り返されることだよ」

「そのまんまだな」

　ついツッコんでしまう。マサトが冷たい目で睨にらんだ。

「ごめんって……。本当にもう黙ってるから……」

　早めに謝る。マサトは「ったく……」とぼやき、ユーリを見下ろす。

「ユーリ殿。あなたは決して取られたくないものは、どこに仕し舞まう？」

「え、と……」

　ユーリは考え込んでしまった。そこにパオラが声を上げる。

「簡単だよ！　取られたくないなら、こうしてしっかり抱きついてれば良いんだよ！」

　パオラが常つね信のぶにギュッと抱きついた。むふーっとドヤ顔をする。

「すまん、マサト……。お前の邪魔をするつもりじゃ──」

「正解！」

　マサトがパオラを振り向いた。爽やかな笑顔を見せる。

「パオラ殿、大正解だ！　さすが、妹！　やはり、妹に勝る存在はこの世にいないな！」

「やったー！　大正解だよ、へーか」

　無邪気に喜ぶパオラ。豊満なおっぱいもたゆんたゆん弾む。

「そうだね。正解だねっ。……ん？　ということは」

「そうだ、皇帝。グルシュも同じことを考える。今までだってユーリ殿はソーナ殿を懸命に探したことだろう。しかし、その手がかりすら掴つかめなかった。何な故ぜか？」

「そもそも、この大陸のどこにもいなかったから？」

「そう考える方が自然だ。グルシュはソーナ殿を手放したくなかった。だから──」

「自分の側そばに置いていた！　ソーナはグルシュのすぐ近くにいるっ」

　ユーリが珍しく声を上げた。マサトが台詞せりふを奪われ、「お、おうっ」と頷うなずく。

「つまり、グルシュがこの大陸に現れたのはピンチなんかじゃない。むしろ──」

「ソーナを取り返す、絶好機ってことだな！」

　今度は常信が声を上げた。

「そっか！　へーか、すごーい！」

　パオラが尊敬の眼まな差ざしで見つめてくる。

「確かに大陸のどこかに隠しておくより、自分の手て許もとに置いておく方が安心できるし、利用するときもしやすいよなっ。さすが、マサト！　久し振りに会ったら、とんでもないシスコン野郎で『こいつ、本当にマサト・ホウライか？』ってちょっと心配になったけど、やっぱりマサトだったんだな。助かったよ」

　常つね信のぶは笑顔で感謝した。

「…………」

　ところがマサトはひどく不機嫌そうに睨にらんでくる。

「どうした？」

「皇帝……俺の台詞せりふを……ぐぬぬっ……」

　彼が何を怒っているのかよく分からなかったけれど、指針は決まった。

「急いで帝都に帰るぞ。グルシュの近くを重点的に捜索させる」

　パオラが「おーっ」と元気良くかけ声を上げる。ユーリも嬉うれしそうに頷うなずいた。




「遅いわよ、皇帝！　私をいつまで待たせるつもりっ？」

　帝都の城に帰ってくるなり、クオーレ様に怒られた。

「それで、ソーナの居所に目星はついたんでしょうねっ？　これで収穫なしなんて言ったら許さないんだからっ」

「ああ、それについては大丈夫なんだが……」

　常信は彼女をまじまじと見つめる。

「クオーレ様、その格好は何なんだ？」

「フフン♪　どうよ、皇帝？　思う存分、褒め称たたえて良いのよ！」

　鼻高々にふんぞり返る慈愛の女神様。

　彼女は虹色に輝く水色の髪をツインテールにし、チアリーディングの衣装を着て両手に金色のポンポンを持っていた。

「わーっ！　クオーレ様、可愛かわいい♪」

　パオラが翡ひ翠すい色の瞳ひとみをキラキラさせる。クオーレは「そうでしょ！」と幾つもポーズを取ってみせた。

「何で、そんな格好してるんだ……？」

　常信が尋ねるなり、クワッと水色の瞳が向けられる。「ちょっと、皇帝！」と慈愛の女神様が目を三角にして迫ってきた。

「まさかとは思うけど、私の大活躍を見逃してないでしょうね!?」

「ええと……。多分、見逃してるな」

「何でよ!?」

「いや、何でって言われても……」

「あー……。陛下、ここだねー……」

　キャラが晶機コムニカの画面を見せてくる。[image: ]ほう莱らい国でも観みたゼーバとグルシュの格闘戦映像だ。その隅の方を彼女が指差す。

[image: ]

「これだと見えにくいけど、拡大するとねー……」

　特別なアプリでも入れているのか、静止画の一部が拡大された。画質が粗くなったものの、水色の髪と金色のポンポンは確認できる。

「これ、クオーレ様なのかっ？」

「当然でしょ！　私がパパに頼んでグルシュの足止めに行ってもらったんだから」

　クオーレが慎つつましやかな胸を張った。

　イグドラルでは彼女も大人気の女神様になれるのではないかと思い、本当にどうでもいいことを考えてしまったなあと反省する。

「パパは初め、『大陸のことは大陸に暮らす者たちでどうにかすべきだ』って言って乗り気じゃなかったんだけど、私がこの格好で応援してあげるって言ったら、すぐグルシュと殴り合いに行ってくれたわ！」

「ゼーバ様……」

　まさか大陸の命運を左右する神々の戦いが、娘にチア姿で応援されたいという願望によってもたらされたとは、決して歴史書には記せない事実だろう。

「それで、どうなの？　ソーナは見つかったの？」

　クオーレが常つね信のぶの顔の前でポンポンをわしゃわしゃする。「やめてくれ」と押しのけ、マサトの考えを話した。

「ふぅん……。悪くない考えだと思うけど、それでも広いわよねぇ……」

「そこは帝国の総力を挙げて人海戦術でいこうと思う。こういうときこそ大国の強みを活かさないとなっ」

　常つね信のぶは力強く告げる。

「ただちに捜索隊を編成し、グルシュの周りを捜索させるんだ！」

「陛下ー……そのことなんだけどー……」

　赤毛猫耳娘が上着の裾を引いてきた。

「何だよ？　格好良く決めたのに」

「こんなこともあろうかとー、良い物作っておいたんだよねー……」

　キャラのＴシャツにいつの間にかポケットがついている。それに手を突っ込み、彼女はごそごそとまさぐった。

「『陛下のお眼鏡めがね』～っ……」

　効果音とともに眼鏡を取り出す。

　パオラが「わ～っ♪」と拍手をした。

「この眼鏡はねー……」

「ねえねえキャラちゃんっ。このポケットどうなってるのっ？　中がとっても広いよっ」

　ポケットを引っ張り、パオラが中を覗のぞき込む。尻尾しつぽをゆらりと揺らし、キャラは何でもないことのように答えた。

「ポケットの内側を異次元と繋つなげてるんだー。だから、どんな大きな物でも収納できるんだよー……。名づけて、『異次元ポケット』ー……」

「よし、キャラ。その辺にしておこう」

　常信はポケットのことより眼鏡の説明を求める。

「この眼鏡はねー、隠れてる女の子を見つけることができる眼鏡なんだー……」

「何で、そんなピンポイントなものを作っていたんだ!?」

「キャラちゃんは天才発明家だからだよ！」

　パオラが元気良く答えた。

「……まあ、この際、それでいいや。とにかく、この眼鏡をかければグルシュが隠しているソーナを見つけることができるってことだなっ？」

「そういうことー……」

　キャラから眼鏡を受け取って早速かけてみる。

「こんな感じでいいのか？」

　彼女に尋ね、常信は固まった。

「えっ……？」

　キャラが全裸になっていた。

　ボーッと眠そうな目でこちらを見上げている赤毛の獣人娘はつるりとした素肌を全て晒さらしている。

「何で!?」

　焦って周りを見た。

　みんな一糸まとわぬ姿になっていた。

「!!」

　息を呑のむ。

　すぐ側そばにいるパオラの大きな優しさが目に飛び込んできた。桃色の蕾つぼみが目に眩まぶしい。

「へーか、どうしたの？」

　パオラが首を傾かしげる。「ごめん！」と思わず目を逸そらした。

「その眼鏡めがね、本当に機能してますの？」

　ベアトリーチェがキャラに尋ねる。豪ごう奢しやな金髪を掻かき上げ、椅子に座って組んでいた足をゆっくり組み替えた。何な故ぜか「うーん」と伸びをする。

「思わぬ副作用とかありそう……」

　全裸のユーリがこちらをじっと見つめていた。

「ちょっと、どういうことよ皇帝！」

　クオーレに怒鳴られる。

「はい、ごめんなさい！」

　急いで眼鏡を外そうとするが、その前に頬をぺちんと両手で挟まれた。

「その眼鏡で隠れてる女の子を捜し出すだなんてっ。それって、他にも可愛かわいい女の子を見つけ出して手て籠ごめにしようって破廉恥なことを考えてるってことでしょ!?」

「何でそんな発想になるんだっ？」

「皇帝の考えてることなんて、全てお見通しなんだからね！」

「何も見通せてないじゃないか！」

　慈愛の女神様の滑らかで淡雪のように白い肌を半強制的に見せつけられながら、あらぬ疑いをかけられる。

「帝国中の、いえ、大陸中の美少女は陛下のものですから、何の問題もありません！」

「その通りだな、ヒルデ」

　ヒルデガルトとロザリンドが真面目な顔で余計なことを言ってくれた。

　ちなみに、何故か二人は身を寄せ合っており、互いの胸がむにゅりと強調されていた。こちらからは裸の美少女二人がおっぱいを押しつけ合っているように見えて、大変けしからん状況だ。

　見てはならない。見てはならないと思いながら、どうしても引き寄せられてしまう。

　気のせいか、二人とも、こちらをチラチラ見ているような。

「皇帝陛下、さっきから様子がおかしいけど、今、何が見えてるの？」

　声にビクッとした。

　目の前に立ったユーリが、核心を突く質問を投げかける。

　常つね信のぶは黙って彼女を見下ろした。

　色白でつるつるですべすべな肌が光り輝いて見える。

「…………」

　そっと眼鏡めがねを外した。

「なあ、キャラ。この眼鏡って……」

「隠れてない女の子を見ると、服とか身につけてる物が透けて見えるんだよねー……。ほら、陛下に隠しごとはできないってことでー……」

　天才発明家は事も無げに答える。常信は目頭を押さえた。

「つまり、そういうことだ……。不可抗力だと理解してもらいたい」

　嫌な汗をだらだらかきつつユーリに告げる。

「…………」

　彼女の頬が赤く染まった。

　またクオーレに怒鳴られると覚悟する。ところが彼女は何も言わなかった。

　皆を見回す。

　パオラは「すごいね！」と素直に感心しており、他の者は視線を逸そらしながらも全く姿勢を変えていなかった。むしろ、より際どい体勢に移行しようとしているような。

「まったく。今更、何を狼狽うろたえているの、皇帝！」

　慈愛の女神様がポンポンをわしゃわしゃ押しつけてきた。

「私たちの裸なんて、散々見てきたでしょ！　それに、あんたたち気づいてたわよね？」

　ジト目を向けるクオーレに「何のことでしょう？」とベアトリーチェが返す。それからこちらに艶然と微笑ほほえんだ。

「陛下、キャラの発明品が本当に有用か確かめるため、寝室でもっとじっくり眼鏡を堪能していただきたいですわ」

「もう、十分分かった！　というか、これの本来の使い方は隠れてる女の子を捜し出すことだから！　女の子を丸裸にすることじゃないから！」

「そうです！　そのようなことをしなくても、陛下のご命令であれば誰だって──」

「ヒルデは余計なこと言わないでくれ！」

　常信は急いでヒルデガルトの発言を遮った。




　翌朝、常信はゼーバとグルシュが格闘を続けている地に向かった。

「そいやああああああ！」

「どうっせええええい！」

　いつの間に出来たのか、二柱の神が戦う平野の四方に巨大な円柱が立っている。そして円柱と円柱の間に太いロープが三本張られていた。

　イバラの冠を被かぶった中年オヤジと色黒の中年オヤジはロープで区切られた空間で戦いを繰り広げている。今は互いの胸にチョップを食らわせ合っていた。分厚い胸板がどちらも真っ赤になっている。

「いいぞーっ！　いけいけーっ」

「ゼーバ様、頑張ってー！」

「そこだーっ。ぶっ飛ばせー！」

　夥おびただしい数の観衆が押し寄せ、声援を送り、盛り上がっていた。その背後には無数の屋台が建ち並び、多くの客で賑にぎわっている。何やら実況席まで設置されており、二人の男性が熱く語り合っていた。

「もう、ただのプロレス興行！」

　皇帝のために設しつらえられた見物席で常つね信のぶは頭を抱える。

「ほんの数日で、みんな馴な染じみ過ぎだろっ？　大陸の命運がかかってる戦いなんだぞ！　もう少し緊張感持とうよっ」

「陛下ー、緊張感って長続きしないんだよー……」

　キャラがやる気なさそうに言った。

「そんな合理的なツッコミはいらん」

「でも、悲ひ愴そう感かんに包まれてるより良いと思う」

「そうだよっ。みんな楽しいのが一番だよっ」

　ユーリとパオラにまで反論されてしまった。ちなみに二人とも膝の上に座りたがったので足を開いてどちらも座らせているのだが、それだとバランスを取るのが難しいので二人の腰に手を回して抱きかかえるような姿勢になっている。

「両手に花だねー……」

　キャラがにんまり笑った。

「まあな。それで、周りの様子はどうなんだ？」

「ぐるっと確認したけど、何にもないねー……。あとはグルシュの周りだけだけどー」

　ぶつかり合う二柱の巨人を見上げる。

「あれにはあんまり近づけないかなー……」

「そうか。良くやってくれた。ここからは、俺の仕事だなっ」

　彼女の作った眼鏡めがねを装着した。

　ゼーバにラリアットを食らわせるグルシュをじっと見つめる。

　隠れている女の子を見つけ出す眼鏡めがねというだけあって、中年オヤジの腰布が透けることはなかった。そのことにホッとしつつ浅黒い肌の邪神を穴が開くほど観察する。

「何か、ないか……？」

　懸命に目を凝らした。

「!!」

　常つね信のぶの目に少女の姿が飛び込んでくる。

　グルシュの腰布に隠れるような位置。

　そこに自らの体を抱き、丸まって眠る美少女の姿がある。長い白金髪と白磁のように白い肌。そして何よりユーリそっくりの顔。

「いた！　ソーナだ！」

　眼鏡を外して確認する。腰布に紛れて今まで気づかなかったが、小さな巾着が括くくり付けてあった。あの巨体に比して小さいのだから、人一人くらい簡単に入る大きさだ。

　もう一度、眼鏡をかける。確かにいた。幾度か外したりかけたりを繰り返して巾着の位置と少女の位置が同じであることを確かめる。間違いない。

「見つけたぞ、ユーリ！　ソーナはグルシュの腰につけられた巾着の中にいる！」

　ユーリが弾はじかれたように身を乗り出した。巾着を確認する。

　瞬時に大剣を担ぎ、手すりの上に乗った。

　瞬間移動──

「!?」

　しようとした彼女がよろけて後ろに倒れる。

「ユーリ！」

　慌てて受け止めた。

　ユーリは目を見開き、硬直している。

「弾かれた……！　巾着まで移動しようとしたら、何かに邪魔されて……」

「それって、神気だと思う」

　パオラが難しい顔になって言った。

「神気？」

「神様の気のことだよっ。神様は人間や妖精よりずっと魔力量が多いの。だから、気合い入れるだけで結界みたいなのができちゃうんだよ」

「何とかする方法はないのかな？」

　常信の問いにパオラは「うーん」と腕を組む。豊満な胸がむにゅっと強調された。

「まあ、あるよねー……」

　キャラが尻尾しつぽをピンと立て、パオラの胸に頬ずりする。

「教えてくれ」

　首根っこを掴つかんで引き離しながら尋ねると、キャラは「これ、これー」と晶機コムニカを振ってみせた。常つね信のぶは眉根を寄せる。

「まさか、知恵袋に聞けとか言うんじゃないだろうな？」

「そうじゃなくてー……」

「陛下、ティーナのところで使っているアプリがこちらでも使えるかと」

　見物席にベアトリーチェが上がってきた。

「改良もしてみたから、パオラ、確認してー」

　キャラがパオラに晶機を渡す。

「ティーナのところで使ってるのって、アレだよな？　『錬魔』のときに作った強制転移つき錬成魔法陣を応用した、一定以上のダメージで強制転移が発動する晶機アプリ」

「そうだよー……。あれの改良版。カタリナが一晩でやってくれたー……」

「おおーっ！　すごいね！　魔法陣、とってもきれいだよ♪」

　パオラが晶機アプリを見て翡ひ翠すい色の瞳ひとみを輝かせる。

「カタリナか。元気そうで良かったよ」

　グルシュに体を乗っ取られたことで、しばらく自分を責めていたようだが、気持ちを立て直してくれたようだ。

「陛下、このアプリを使えば犠牲を出すことなくグルシュに挑むことができます」

「詳しく聞かせてくれ、ビーチェ」

「神気は放出されている力の余波に過ぎません。ですから、ある程度、魔力抵抗のある者たちが束になってかかれば越えられるでしょう」

「でも、そうなると、あの戦いの中に兵士を突っ込ませることになるんだろ？」

　格闘を続ける二柱の神を見やる。暴れる象に蟻ありの大群を突っ込ませたらどうなるか……そんな想像をしてしまった。

「ご安心下さい」

　ベアトリーチェが優雅に一礼する。

「そのためのアプリですわ。全ての兵士に晶機を持たせてグルシュに突っ込ませるのです。重傷を負った時点で強制転移されるので死は免れますわ」

「最終的に、何人かが巾着に晶機をくっつけることができれば成功だよねー……」

「強制転移先にお医者さんとか、回復魔法使える人を揃そろえておけば、ばっちりだね！」

　パオラが嬉うれしそうにキャラに抱きついた。

「なるほど……。どのくらいで準備できる？」

「明日までには」

「決まりだ」

　常信はゼーバと殴り合っているグルシュを見据えた。

「明日。ソーナを取り返す」

「おーっ！」

　パオラが元気良く腕を突き上げた。




　作戦は成功した。

　クオーレに頼んで、前もってゼーバに作戦を伝えておいたのも功を奏したのだろう。最高神は、あえて動きを止めやすい相撲に戦いをシフトさせた。

　豪快な上手投げが決まり、グルシュを大地にひっくり返したゼーバはハッハッハ！と大胸筋を誇示して邪神を煽あおる。

「やったー！　パパ、格好良い」

　チアリーダー姿のクオーレが彼の側そばでポンポンを振った。ゼーバは立派な髭ひげを揺らしてご満悦だ。

「あまり調子に乗るなよ……老いぼれ」

　グルシュが起き上がる。その腕がどす黒く変色した。爪が紫色に染まる。

「呪いの手を使うというのか……」

　ゼーバの目つきが険しくなった。

「クオーレ、下がっていなさい。さすがに吾わが輩はいも、あれには周りに気を遣う余裕がなくなるからの」

　空気がピリピリと張り詰める。

　神々の戦いは新たな段階に突入した。

　そんな二柱の神を眺め、常つね信のぶはハアとため息を吐つく。

「巾着を取り戻したのは良いけれど……」

「想定外の事態だねー」

　キャラが首を傾かしげて繭まゆを撫なでる。

　巾着の転移先に駆けつけた常信たちは、その中から出てきたものに戸惑った。

　灰色の繭。

　直径二メートルほどの巨大な繭が出てきたのだ。

　それはとてつもなく頑丈で、どれだけ斬ろうが叩たたこうがビクともしない。

「一難去ってまた一難ってやつかな、これは……」

　眼鏡めがねをかけて中を確認する。ソーナが繭の中で眠っているのは間違いない。

「皇帝陛下」

　ユーリが決意を宿した目で言った。

「私が中に入る」





第六章　自然に帰ろう！（一か八か）







「中に入るって、どうやって……」

　先程、魔法による切断も試みてみたが、全く通用しなかった。魔力も弾はじくように作られているのだろう。

「ソーナは、私と同じ宝石を身につけてるはず」

　ユーリが首から提げたペンダントを見せた。常つね信のぶは繭まゆの中を眼鏡めがねで覗のぞく。

「あるぞっ。ユーリと同じものを彼女も首から提げている」

「それなら、きっと飛べる」

　繭に手を触れ、ユーリが頷うなずいた。

「さっきまで全く感じなかったソーナの気配を今ははっきり感じるの」

「これまではグルシュが認識を阻害していたのでしょう。邪神の影響下から離れたおかげでユーリに感知できるようになったのですわ」

　ベアトリーチェが解説する。

「それは分かる。でも、本当に中に飛べるのか？　それに、もし入れたとして、出られる保証は？」

「入れたのなら、出ることも可能では？」

　そう口にしたのはヒルデガルトだった。一理あるのだが、常信は楽観できない。

「保証はない」

　ユーリも同じ意見だったようだ。きっぱり言い切ると、さらに続ける。

「それでも、行きたい」

「……そうだよな」

　ずっと引き離されていた双子の妹が目の前にいるのだ。すぐにでも転移したいだろう。それでもユーリは自分の許可を求めている。

「わたしも行く！」

　元気な声に驚いて振り向くと、パオラがまっすぐ手を挙げていた。

「へーか、わたしがユーリちゃんと一緒に繭の中に入るよっ」

「いや、入るよって……」

「召喚や転移魔法はわたし大得意だから、繭の中から出る方法を一緒に考えられると思うんだっ。もし、普通に出てこれたら、それはそれで良いでしょ？」

　純粋な瞳ひとみにほだされそうになる。

「でもなあ……」

「皇帝陛下」

「へーか」

　ユーリとパオラが迫ってきた。

「……分かった」

　常つね信のぶも腹を括くくる。

「ユーリ、こっちに戻ってくるときの『目印』はこれで良いよな？」

　以前、渡された宝石を取り出してみせた。彼女の力が込められている宝石の間ならユーリは瞬時に移動できる。

「問題ない。中に入れたら、一度、すぐ出る」

「ああ、そうしてくれ。パオラもしっかりな」

「うん！　任せて」

「それじゃ、また後で」

　ユーリがパオラの手を取る。

　瞬時に二人の姿が消えた。

　常信は眼鏡めがねをかけて繭まゆの中を見る。

「あっ！」

　二人の姿が繭の中にあった。パオラが大喜びでユーリに抱きついている。ユーリは彼女を宥なだめてから眠っている双子の妹を覗のぞき込んだ。肩を叩たたいて呼びかける。こちらからは何と言っているのか聞こえないけれど。

「上う手まくいったのですね？」

　ベアトリーチェが隣にやってきた。ヒルデガルトとロザリンドも繭をじっと見つめる。

　繭の中の二人はしばらくソーナを起こそうと試みていたが、どうやら上手くいかなかったらしい。顔を見合わせ、手を繋つないだ。

「戻ってくるぞ」

　常信は呟つぶやく。

　しかし、二人は戻ってこなかった。ユーリが項垂うなだれて首を振る。パオラが眉をハの字にした。それでも彼女はユーリを励まし、何か魔法を行使する。

　だが、それも不発に終わった。

　パオラがこちらを振り向く。「パオラ！」と叫んで繭を叩いた。しかし彼女は無反応だ。ただ、心配そうな目でこちらを見つめていた。

「くそっ……！」

　眼鏡を取る。投げ捨てようとして思い止とどまった。これは繭の中を知るための貴重なアイテムだ。八つ当たりしてはいけない。

「急ぎ、対策を練りましょう」

　ベアトリーチェが固い声で言った。

「一旦、繭まゆを帝都に移送して、そこで改めて壊す方法を考えるのがよろしいかと。いかがですか、陛下？」

「…………」

「陛下！」

「ん？　あ、ああっ……」

「しっかりなさってください。助け出す方法は必ず見つかります」

　痛いくらい強く腕を掴つかまれる。ハッとした。

「すまない。呆ほうけてる場合じゃなかったな」

「こちらこそ、ご無礼を。さあ、繭を帝都に──」

　常つね信のぶはベアトリーチェを抱きしめた。彼女のぬくもりを感じていると気持ちが落ち着いてくる。

「ありがとう、ビーチェ。君はいつも冷静だから、こういうとき本当に頼りになる」

　視界の端でヒルデガルトとロザリンドが羨ましそうにそわそわしているが、今は遠慮してもらうことにして、ベアトリーチェを強く抱いた。

　鼻孔をくすぐる花の香り。

　深呼吸して気持ちを切り替える。

「よし」

　そっと彼女を離した。

「帝都に戻るぞ！　ジルベルト、繭を運ばせろ！」

「お任せをおおおおおおおお！」

　うるさすぎる返事を聞きながら踵きびすを返す。

　その背中にドシンと誰かが抱きついた。腰に回された手を見下ろす。ベアトリーチェのものだ。

「どうした、ビーチェ？」

「どうした、ではありません……」

　恨みがましい声で彼女が囁ささやく。

「陛下は時々、本当に困ったことをなさいます……」

「あ、今のは、ごめん……。気持ちを落ち着かせたくて、つい」

「つい、ではありません！　これはもう、絶対に責任を取っていただかないと──」

「ねーねー、陛下ー……」

　キャラが脛すねを蹴ってきた。「痛いな」と彼女を見下ろす。

「パオラが呼んでるよー……」

「何だって？　キャラ、繭の中の声が聞こえるのか!?」

「そうじゃなくて、こっちー」
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　常つね信のぶは胸をなで下ろした。

「良かった。ひとまず中と会話はできそうだ」

「それにしても、どうして魔力通信網は繋つながっているのでしょう？　魔力は全て弾はじくのではなかったのでしょうか？」

　ロザリンドが首を傾かしげる。ヒルデガルトもベアトリーチェも不思議そうだ。あと、何な故ぜかベアトリーチェが腕を絡めてきて左腕の自由が利かない。

「あー、ひょっとしてー……」

　大勢の兵士たちの手によって台車に運ばれていく繭まゆを見ながらキャラが呟つぶやいた。

「グルシュの想定外だったとかー」

「想定外？」

「だって、魔力通信網って陛下が作ったやつじゃーん。ユーリの話だと、もっと前にソーナって掠さらわれたんでしょー」

「ええと、そうだったかな……？」

「私が『風の姫ヴエネリツサ』として目覚めたのは魔力通信網を陛下がお作りになる数年前です。ユーリもそれほど変わらない時期に目覚めているはず」

　ロザリンドが補足する。

「だからー、グルシュの想定してなかった方法だと弾かれないんじゃないかなー」

「なるほど……。そこに突破口があるかもしれないな」

「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』や神の力では無理なのでしょう。そうだ！　魔力付与した獣人族の武器はいかがですかっ？　あれもグルシュの想定外のはずですっ」

　ヒルデガルトが勢い込んで提案した。

「金属への魔力付与の技術自体はすでにあったものだから怪しいけれど、試してみる価値はありそうね」

　ベアトリーチェも頷うなずく。

　少し希望が見えてきた。

　常信は戦いを続けている二柱の神を振り向く。

「うおらああああああ！」

「フン！　かすりもせんわあああああ！」

　グルシュの攻撃をゼーバがかいくぐり続けていた。

「もうしばらく持ち堪こたえてくれ、ゼーバ様」




　帝都に戻った常信たちは繭を壊すため、ありとあらゆる手を試した。

　小型爆弾やロケットランチャーまで持ち出す騒ぎになったが、結果は芳かんばしくなかった。

「あれだけやって、この程度か……」

　僅かにくぼんだ繭まゆの表面に触れ、常つね信のぶは唸うなる。

「これほどまでに頑丈とは……。さすがに予想外でしたな……」

　禿とく頭とうをなで上げて宰さい相しようが首を振った。

「キャラ、パオラたちは大丈夫そうか？」

「まあ、概おおむね……」

「概ねって、何か問題が起きてるんじゃないだろうなっ？」

「トイレ行きたいってー」

「…………」

　対応に困る。

「やあ、皇帝！　ボクだよ！」

　そこに男装の美少女が姿を現した。濃いめの茶髪をサッと払い、流し目で微笑ほほえむ。爽やかな笑顔で歯がキラッと光った。

「シエラ、随分と早かったな」

「皇帝のために飛んできたんだよ！」

　彼女は腕を大きく広げて跳びはねる。その後ろから「うふふ～っ」とマリアンヌが顔を出した。さらにナタリア、マライカと続く。

「ソーナが見つかったって聞いて急いで駆けつけたくてよぉ。リンにここまで送ってもらったんだ」

「ユーリとパオラも繭に閉じ込められたって本当っ？」

　皆が繭に近づいた。マリアンヌに抱えられたリンが「我は乗合馬車ではないぞ」とぶつぶつ呟つぶやいている。

「さて、お嬢さん方。少し離れていてくれないかっ」

　シエラがパチンと指を鳴らした。彼女の手の平に拳大の暗黒球体が浮かぶ。あらゆるものを消し去る「闇の姫ブイオツサ」の力だ。

「ボクが繭を消し去ってあげるよ！」

　暗黒球体を放つ。シエラの手から撃ち出された暗黒球体は繭の表面に至り──

　雲散霧消した。

「ダメか……」

　常信は息を吐く。シエラも「むう」と唸った。

「皇帝、すまない……。こんな役立たずなボクを全力で罵ってくれ！」

「ご褒美になるだろ、お前の場合！」

　ドッと疲れを感じて椅子に腰掛ける。マライカたちが繭の前であれこれ議論を始めた。パオラはどうしているだろうかと晶機コムニカを手に取る。

　知恵袋にパオラの新しい質問が上がっていた。
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「パオラも頑張ってるみたいだけど……」

　回答がひどい。

「ペロペロ勢めっ。久し振りに現れやがったな」

　ぼやきつつ、グループメッセージに切り替える。

　そこで手が止まった。

　恐るべき発想に至る。

「いや、でも……まさか……。そんな都合の良い展開が……」

　繭まゆを振り向いた。ナタリアが槍やりを突き刺し、「いってえ！」と顰しかめ面になる。

「やれることは全てやってみる、しかない……！」

　決断した。

「ナタリア！　それと、マリー。頼みがある」




　数時間後、常つね信のぶは南の島にいた。

　アレグランサ諸島にある幾多の島の一つ。以前、ナタリアとともに流されて数日、生活した島だ。

「ええい、いい加減にせんか！　我は乗合馬車ではないと言うとろうが！　あげく、今回は荷物運びまでさせおって！」

　真紅の幼女が激怒している。ご立腹の相棒を宥なだめようとマリアンヌが頭を撫なでているが、彼女の怒りは治まる気配がない。

「皇帝、この貸しは大きいぞ。よう覚えておれよ」

「感謝しているって……」

　苦笑いになり、ナタリアを振り向いた。彼女は「こっちだぜ」と皆を先導する。ナタリア、常つね信のぶ、マリアンヌとリンの順で歩いているが、リンは片手でソーナたちが閉じ込められている繭まゆを軽々と持ち上げていた。

　容赦なく森の木々を薙なぎ倒しながら進むことしばし。

　ついに目当てのものを発見した。

「あった！　アレグランサ諸島固有の植物ベロンベロン！」

　草むらに隠れて獲物を待ち構えている六枚の花弁。

　大きな舌にしか見えないそれを眺めていると、あのときの記憶が蘇よみがえり、何とも言えない気持ちになってしまう。

「これを見てると、何か、あそこが疼うずいてきちまうなっ」

　ナタリアが物欲しそうな目でこちらを見つめた。すぐに目を逸そらす。

「これがベロンベロンか？　で、この繭を乗せるとどうなるというのだ？」

　リンがひょいと繭を放り投げた。繭はゴロゴロ転がりベロンベロンの花弁の上に乗る。

　あっという間に蔦つたが伸びてきて繭を拘束した。

「あら～っ。面白い植物ね～。ああやって獲物を捕食するのかしら～？」

「捕食というか、養分を摂取するというか……」

「まあ、世の中には色んなもんを養分にする生き物がいるってことだなっ」

　二人とも乾いた笑いでマリアンヌの疑問を受け流す。不思議そうな目でベロンベロンの様子を眺めていたマリアンヌは、「あら？」と首を傾かしげた。

「あの花弁、何だか舌みたいにべろんべろん動いてるわね～っ」

「だからベロンベロンか。フン。劣等種の名づけ方は実に陳腐だな」

　リンが鼻で笑う。

　常信は繭の中の二人を思う。作戦はあらかじめ伝えてあるので大丈夫だと思うが、この島は魔力通信網の範囲外だから中の二人と連絡が取り合えない。

「頼む。繭を粘液で溶かしてくれ……！」

　手を合わせて祈る。六枚の花弁は熱心に舌を這はわせていた。

「皇帝、我を荷馬車扱いして何の成果も得られなかったでは済まさんぞ」

　リンが耳元で凄すごむ。胃がキュッと縮む感覚がした。

「おい、皇帝……。何か繭が、小さくなってねえか？」

　ナタリアが首を傾げる。

　彼女の言う通り、繭まゆが幾分か小さくなっているように見えた。

「溶けてるのかっ？　溶けて小さくなってるのか!?」

　ベロンベロンは動物の皮脂や汗を養分にする植物で、養分を摂取するのに邪魔なものを粘液で溶かす性質をもっている。常つね信のぶとナタリアも以前、散々な目に遭わされたのだが、今回はその性質を利用して繭を溶かせるのではないかと踏んだのだ。

　自分の読みが当たったのかもしれないと身を乗り出した常信に、マリアンヌが首を傾かしげて言った。

「ねえ、皇帝さん。あのべろんべろん動いてる舌から粘液が出てるのよね」

「そうだよ」

「だったら、繭の底が先に溶けるんじゃないかしら？」

「…………あ！」

　とても単純なことを忘れていた。

　そう考えて目を凝らすと、確かに繭の高さが少し低くなっている。底の分だけ下に沈んだのだ。そこまで理解したところで常信は慌てて眼鏡めがねをかけた。

「まさか、すでに中はっ？」

　パオラとユーリが触手のような蔦つたに囚とらわれ、服をドロドロに溶かされている。二人とも目の焦点が定まっていなかった。

「大変だ！　今すぐパオラたちを助けないとっ」

「任せろ！」

「うふふ～！　やっと出番ね～っ」

　ナタリアが瞬時にベロンベロンを凍らせ、マリアンヌが斧おのを叩たたき込む。

「せいっ！」

　かけ声とともに振り上げると、繭が宙高く舞い上がった。

「はふぅ……。へーかぁ……」

「こんな植物……。理不尽っ……」

　ほぼ全裸になってしまったパオラとユーリ。そして眠ったままのソーナが地面に残された。常信は荷物の中から外がい套とうを引っ張り出し、二人にかけてやる。

「危ないところだったけど、成功と言って良いんじゃないかな。二人とも、お疲れ様」

「へーかぁ。何だか頭がぼーっとするよぉ」

　パオラが身を預けてきた。抱き留め、外套を丁寧に羽織らせる。

「ソーナ……まだ、目を覚まさないのね……」

　ユーリが愛いとおしそうに妹の頬を撫なでた。そっと抱きしめる。

　その光景に、常信も自然と頬が緩んだ。

「ひとまず帝都に戻ろう。俺が担ぐよ」

　眠ったままのソーナにも外がい套とうをかけてやろうと近づく。しかし、ユーリは双子の妹を抱きしめたまま離れようとしなかった。

「大丈夫。私が連れて飛ぶから」

「それでもいいか。じゃあ頼む」

　ユーリに抱えられたソーナの白い背中に外套を羽織らせる。

　常つね信のぶの手が彼女の肩に少し触れた。

　バチッと指に痺しびれが走る。

「うおっ？　何だ……？」

　自分の指を見下ろしていると、腹の辺りが温かくなってきた。懐に入れておいた絆きずなの宝玉を引っ張り出す。仄ほのかに光っていた。

「これは、何で光ってるんだ？　『七勇神姫セテイオ・プリンサ』が七人揃そろったからかな？」

「……皇帝陛下、それをソーナに近づけてみて」

　双子の妹を抱きかかえたままユーリが言う。「わかった」と常信は宝玉を握り、光り輝くそれをソーナの背中に近づけてみた。

　瞬間、ソーナが跳ねるように身を反らせる。

「キャッ……」

　何か強い力に弾はじかれ、ユーリが尻餅をついた。ソーナの体はのけぞった体勢のまま宙に浮いている。再び抱きしめようと近づいたユーリはまた弾かれてしまった。

「何が起きている……？　グルシュはソーナを繭まゆに閉じ込めただけじゃなかったのか？」

「意図的に眠らされてる……。きっと邪神の力よ」

　ユーリが白金の眉をハの字にする。

　ソーナは長い白金の髪を宙に漂わせ、新雪のように白い裸体を晒さらしていた。その目は閉ざされたままで桜色の唇が仄かに開いている。

「本当にユーリそっくりだな！　でも、近づけないとはねぇ」

　ナタリアが彼女の顔を覗のぞき込み、軽く槍やりを近づけてはバシッと弾かれるのを幾度か繰り返した。マリアンヌも試したが結果は同じだ。

「やっぱり、この宝玉でどうにかできるんじゃあ……」

　宝玉をかざしてみるものの、変化はない。ある程度まで近づけるとソーナの方が宙を滑って逃げていった。

「何だ、これ？」

「邪神の力が反発しているのかも。もっと思い切り近づけてみてっ」

　ユーリに言われて試みる。グッと腕を突き出したが、同じようにスッと逃げられた。

「何だか磁石が反発してるみたいだな。だったら……」

　近くの木に狙いを定めて、そちらに追い込んでいく。ソーナを包む不可視の壁が林立する木と木の間に挟まり、彼女の動きが止まった。

「ここだぁ!!」

　足を踏み込み、力一杯、宝玉を押し込む。

　ギシギシギシ……と何かに食い込む感覚があった。

「おっ。イイ感じだぞ、皇帝！　行け行け！」

「皇帝さん、頑張って～っ」

「皇帝陛下、もう少しっ」

　三人が応援してくれる。少し離れたところで着替え中のパオラまで「へーか、頑張って」と声援を送ってくれた。

「ああ、やってやるぞ！」

　歯を食いしばり、より強く押し込む。ギシギシという音からビシッという音に変わった。同時に宝玉を持つ手に痺しびれが走る。

「このっ……！　負けるかよっ！」

　宝玉が食い込むほどに腕の痺れが強くなり、肩に、そして全身にまで広がっていった。それでも常つね信のぶは押し込むのを止やめない。

「砕けろぉぉぉっ！」

　不可視の壁にヒビが走る。宝玉が輝く。全身が痺れる。

　そして──

「あれっ？」

　常信は足を滑らせた。

　どうやら地面にベロンベロンの粘液が残っていたらしい。

　見事に足を滑らせ、同時に握っていた宝玉を取り落としてしまった。

　ソーナを包む不可視の壁に顔面から突っ込む。

「どわああああああああ!?」

　ガラスが割れるような音がして、宙に浮く純白の美少女にぶつかった。そのまま抱きしめ、地面に押し倒す。背筋を電流が走ったような感覚がした。

　ビクン、とソーナの体が腕の中で跳ねる。

　それから仄ほのかに開いていた口がクッと閉ざされ、次の瞬間、悲鳴を上げた。

「んんっ……あああああああああああああ!?」

　叫びと同時、彼女の周りにどす黒い霧が浮かび上がる。

「これは、邪神の力かっ……？」

　霧なのにねっとりとまとわりついてくる気持ち悪い感触に吐き気を催した。ソーナを守るため抱きしめる。「皇帝陛下！」とユーリが宝玉を差し出した。

「ありがとう！」

　それを掴つかむなり、七色の光が放たれる。黒い霧はその光を浴びるなり吹き飛び、散り散りになって消え去った。

「ふう……。助かった……」

　ホッと息を吐く。ユーリが「ソーナ！」と双子の妹に呼びかけた。

「んんっ……ユーリ？」

　常つね信のぶの腕の中で、「無の姫ノンテツサ」ソーナがゆっくり目を開けた。




「初めまして、『真なる王』アルフォンソ様。私、アートマ神王国の姫巫み女こが一人。ソーナと申します。このたびは邪神グルシュの手から助けていただき、まことにありがたく思っておりますの」

　ユーリと全く同じ顔、同じ目の色、同じ髪の色の美少女が丁寧にお辞儀をする。

「色々あったけれど、目が覚めて良かった」

　常信は胸をなで下ろした。ソーナの手を握って隣に立つユーリの目は若干、冷たい。パオラとマリアンヌは笑顔だが、ナタリアの笑みだけ少し意味合いが違うように感じた。

「いきなり抱きついてしまったのは、悪かったと思ってる……」

「『真なる王』は何も悪くありませんの。むしろ、抱きついて下さったから邪神の力を打ち破ることができたと思いますの」
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「いや、宝玉の力だと思うよ」

「いいえ。『真なる王』の御お力ちからに違いありませんの」

　ソーナは純真な眼まな差ざしで言い切る。隣でユーリが呟つぶやいた。

「宝玉の力だと思う……」

「いやあ、先に絆きずなの宝玉を手に入れておいて良かったな！」

「話をすり替えないで。ソーナに変なことしたら、許さない」

　ユーリがぽふんと常つね信のぶの腹にパンチした。ソーナが「ユーリ」と姉を叱る。

「『真なる王』に対して、失礼ですの」

「色々あったんだから……」

　珍しくユーリが口を尖らせた。新しい服を着たパオラが挨拶する。

「こんにちは、ソーナちゃん！　パオラだよっ」

「ごきげんよう、パオラ様。『真なる王』の妹君とお聞きしておりますの」

「そうだよ！　へーかは『真なる王』なんだよ！　これから邪神グルシュをやっつけるんだよ！　一緒に頑張ろうね！」

　気合いを入れるパオラに「よろしくお願い致しますの」とソーナは丁寧に頭を下げる。

「いやあ、ユーリと違って素直そうだなっ。あたしはナタリア。仲良くしようぜ」

　ナタリアが快活に笑って手を差し出した。ソーナと握手をする。

「マリアンヌよ～。そして、こっちがリンちゃ～ん♪」

　マリアンヌもセキリンダイシンリュウを抱きかかえて自己紹介した。

「さて、これで『七勇神姫セテイオ・プリンサ』も全員揃そろったな。あとは門を見つけて閉じるだけなんだが、門は宝玉が指し示すんだよな？」

　常信は懐から改めて宝玉を引っ張り出す。

「皇帝陛下、『七勇神姫』をここに揃えないといけないわ」

　ユーリが淡々と告げた。

「あ、そうなのか。じゃあ、帝都に帰ろう」

「それより、私が連れてきた方が早い」

　そう言うなり「光の姫ルーテツサ」が姿を消す。

　と思ったらマライカとともに姿を現した。

「うわ、早！」

「どうしたのよ、ユーリっ？　急に転移なんて……わ！　ユーリがもう一人!?」

　マライカはソーナを見て目を丸くする。

「説明は後」

　ユーリはそれだけ言って姿を消した。ロザリンドとシエラも連れてくる。

「君が『無の姫ノンテツサ』ソーナなんだね。ボクはシエラ。『闇の姫ブイオツサ』だ。よろしく」

　シエラは素早く片膝をつき、ソーナの手の甲に口づけた。ソーナがポッと頬を染める。

「当代の『闇の姫ブイオツサ』は紳士のようですの」

「騙だまされるな。そいつはド変態だ」

　常つね信のぶ含め、数人が一斉に忠告した。シエラが「あはぁっ♪」と身を捩よじらせる。

「出会ってすぐにボクの本性を暴露されるなんて……最高だ！」

「…………」

　ソーナが真顔になった。ユーリが彼女の手の甲をハンカチで拭く。

「それでは、陛下。門を見つけ出すため宝玉の力をお使い下さい」

　ロザリンドに促された。「ああ、そうだな」ともう一度宝玉を取り出す。

「貸して」

　ユーリが手を差し出した。

「何か、やらなきゃいけないことがあるのか？」

　尋ねながら彼女に宝玉を手渡す。するとユーリはそれに軽く口づけた。ふわっと白い光が宝玉の中に宿る。

「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』全員の口づけが必要なの。はい、ソーナ」

「うん」

　ソーナが宝玉に口づけた。透明な輝きが浮かぶ。

「へええ。面白いもんだなっ」

　ナタリアが口づけると青い光が点ともった。「ほい」とマライカに渡され、彼女がチュッと口づけるなり黄色の光が輝く。マリアンヌは赤い光。そしてロザリンドは緑の光を瞬かせた。最後にシエラへと宝玉が渡る。

「ふむ……」

　彼女は何な故ぜか宝玉をくるりと指で回し、ニタリと邪悪な笑みを浮かべた。

「そうじゃないかと思っていたんだが、みんな、それぞれ別の箇所にキスしているねえ。割と分かりやすく痕が残ってるよ」

「…………」

　全員がそれとなく目を逸そらす。

「いいだろう。ボクはここだ！」

　ぶちゅうううっとシエラが宝玉に口づけ、というか舐なめた。くっきりと痕が残る。それを常信にそっと手渡した。

「分かってるね、皇帝？　誰がどこにキスしたのか、分かってるねっ？」

「待って！」

　それまで大人しく成り行きを見守っていたパオラがピッと手を挙げる。シエラが「そうだった！」と常信の手から宝玉を奪い、彼女に渡した。

　パオラはこちらを上目遣いに見つつ宝玉に口づける。

「はい、へーか」

　手渡され、常つね信のぶはそれを見下ろした。

「これで『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の力が宝玉に宿ったわ。ついでにパオラ様の力も。あとは皇帝陛下が宝玉に口づければ、力が開放されて『門』の在処ありかを指し示してくれるの」

「さあ、『真なる王』。絆きずなの宝玉に口づけを！」

　ユーリが淡々と説明し、ソーナが促す。

　全員の視線が集まった。

「ちょっと待ってくれ！」

　皆からのプレッシャーに耐えきれず、声を上げる。

「これ、そういうんじゃないからな！　みんながどこに口づけたかなんて、俺、分からないしっ……」

「御託はいいんだよ。早くしろよ、皇帝」

　ナタリアの低い声には有無を言わせぬ凄すごみがあった。

「…………」

　謎の圧力にさらされながら宝玉を見つめる。うっすら痕が残っているのは分かっていた。誰のものかも何となく分かる。

「…………」

　皆の視線が熱い。常信は宝玉をゆるゆると動かし──

　誰も口づけていないところに口づけた。

「何だよぉぉぉっ……！」

「そんなことじゃないかと思ってたけどねー……」

「あらあら、ヘタレね～」

　皆が一斉に不満を漏らす。パオラまでちょっと膨れ面になっていた。

「だから、そういうんじゃないっておわあああああああああ!?」

　手の中で宝玉が凄すさまじい光を溢あふれさせる。

　思わず手を突き出すと、膨大な光が一点に収束し、空に向かって一条の光が伸びた。光は真まっ直すぐ北の方角を指す。常信は目を見張った。

「まさか……。この先に、ラピ○タが!?」

　天空の一部にヒビが入る。

「えっ……？」

　光が天空に突き刺さったのだ。ヒビは徐々に広がっていき、やがて空が一欠片かけら、崩れ落ちる。それをきっかけに、欠片がバラバラと崩れ落ちていった。呆ぼう然ぜんと眺めているうちに大きな「穴」が出来上がる。

　その中に禍まが々まがしいオーラを放つ黒の神殿を見つけた。

「ついに出てきたね、ソーナ」

「ついに出てきましたの、ユーリ」

　双子の姫巫み女こが手を繋つないで黒の神殿を見つめる。

「ユーリ、ソーナ、あれはっ？」

「皇帝陛下、あれが邪神グルシュの神殿」

「あそこに邪神の『門』がありますの」

「光の姫ルーテツサ」と「無の姫ノンテツサ」が振り向いて答えた。





第七章　就職先の福利厚生って大切だよね（魔王城リニューアル）







「戻ったか、勇者よ。首尾良く、『無の姫』を助け出したようだな」

　城に帰ってきた常つね信のぶはゼーバ神に迎えられた。

　人間サイズにまで小さくなった大陸最高神は中庭で大勢の人々に傅かしずかれ、濡ぬらした布で体を拭きながら満足そうに目を細める。

「ゼーバ様！　グルシュとの戦いはっ？」

　常信は驚いて声を上げた。ゼーバがハッハッハと豪快に笑う。

「吾わが輩はいに恐れを成して逃げていきおったわ！　と、言いたいところだが、あやつとはどれだけの時を費やそうとも決着がつかん。汝なんじがあやつの神殿を丸裸にしおったので、慌てて神殿に戻りおった」

「あそこにある『門』を閉じれば、グルシュは神々の世界に帰らざるを得なくなる。そうなんだよなっ？」

「アートマの姫巫女に聞いたか？　その通り。神殿の奥にある門からグルシュはこの世界に干渉しておる。あれを閉ざせば力の供給が絶たれ、やがて塵ちりと消える。そして神殿ごと吾輩たちの世界に戻るという寸法だ」

「追い払うだけなんて、やっぱつまんないな」

　ナタリアが退屈そうに言った。またゼーバが豪快に笑う。

「威勢が良いのう『水の姫アクウイツサ』よ。だが、人が神を滅ぼすなど、あり得ぬ。吾わが輩はいたちは普遍にして不変。干渉の度合いは様々であるが、善きも悪あしきもこの世界を形作る一部だ。退けることはできても、永遠に無くすことなどできぬが真理ぞ」

「何か難しいこと言ってんな」

　肩を竦すくめる彼女に豪快に笑い、「まあ、良い」とゼーバは立ち上がった。

「勇者よ。今回はグルシュも禁じ手に近い策を弄してきおったから、吾輩も汝なんじに手を貸した。だが、ここまでだ。あとは人間たちの力であやつを追い払ってみせるがよい」

「クオーレのチア姿見たさじゃなかったのか？」

「ななな何を言う!?」

　最高神はあからさまに動揺した。

「ではな、勇者よ。ああ、そうそう」

　手招きされる。近寄ると肩を抱かれ、小声で言われた。

「そろそろ孫の顔を見たいのう」

「さっさと帰れ！」

　ハッハッハと筋肉を誇示しながらゼーバは飛び去った。

「そういえば、クオーレ様は……」

　中庭を見回すと、水色の髪の女神はソーナを抱きしめて頭を撫なでていた。

「あっちはゆっくりさせておくか。さてと……」

　執務室に向かう。待っていた宰さい相しようとベアトリーチェがすぐにこれまでの経緯を語ってくれた。ゼーバとグルシュの戦いは、南から一条の光が天に伸び、黒の神殿を露あらわにしたことで中断し、グルシュが悪態をつきながら神殿に昇っていったらしい。

『虫けらどもめ……！　どうやって繭まゆを壊しおった？』

　神殿へと飛び去る色黒中年オヤジを映した映像も確認した。

「あの神殿に乗り込み、奥にある『門』を閉ざせば俺たちの勝ちだ」

「やはり乗り込むのは『七勇神姫セテイオ・プリンサ』ということになりましょうか？」

「そうだろうな。あと、俺も行く」

「それは、お止やめになった方が……」

　老宰相が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「俺は『真なる王』だ。きっとグルシュとの最終戦でも何らかの役割を担っているはず。ここで座して待っているわけにはいかないよ」

「では、是非、私もお連れくださいっ」

　ベアトリーチェが申し出た。それには首を振る。

「気持ちは嬉うれしいけれど、ビーチェにはここに残って後方支援の指揮を執ってもらわないと困る。宰さい相しようとサルバだけでは手が足りないだろう」

「陛下、パオラもここに残していかれますよう」

　ムツィオが少し心配そうに口にした。苦笑して頷うなずく。

「俺は元よりそのつもりだよ。パオラがついていくと言い張っても、さすがに今回は連れていけない」

「お心遣い、感謝致します」

　深々と頭を下げる禿とく頭とうを見やり、最後の戦いが近づいていることを実感した。

「どのくらいで出陣の準備は整う？」

「兵の規模にもよりますが、七日のうちには必ず」

「決まりだな。『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の皆には俺から伝えよう」

　気持ちが昂たかぶってくる。

　邪神との戦い。

　魔王との戦いでも気合いが入ったが、今回のそれは本当に世界の命運がかかっている。「真なる王」として格好良いところを見せてやるぞと気を引き締めた。

　そこに晶機コムニカの通知が入る。

　見てみるとキャラからだった。窓の外を見ろとメッセージにある。

「窓の外？　何が……何だっ？」

　執務室の窓から眺めた空は、先程と一変していた。

　暗い雲が垂れ込めている。

　しかし雨が降るような雰囲気ではない。背筋に冷たいものが走った。

「これは、まさか……」

　窓を開ける。それとほぼ同時に耳障りな笑い声が聞こえてきた。

「ゲハハハハ！　地上を這はい回る虫けらどもよ。老いぼれの邪魔が入ったせいで、先刻は貴様らを滅ぼし損ねた。だが、そもそも儂わしが直接手を下すなど虫けら相手には勿もつ体たいない。虫けらの駆除は相応の連中にさせるが本来のあり方よ」

　グルシュの声が響き渡る。偉そうな態度が目に浮かぶような傲慢な物言いで邪神は大陸中に言い放った。

「魔族どもよ！　儂を崇あがめる全ての者たちよ！　貴様らに虫けらの駆除という名誉ある仕事をくれてやろう。邪神の加護の下、思う存分、殺し、犯し、奪い、壊せ！　全ての虫けらを悉ことごとく焼き捨て、切り刻み、捻ひねり潰すのだ！　儂の前に幾万の死体を積み上げて供物とせよ！　ゲハハハハハハハハハハハ！」

「勝手なことをっ……」

　宰相が憤る。常つね信のぶも頷いた。

「虫けら皇帝よ。せっかく儂わしの神殿の位置を暴いたところで残念だったな。まず己の足元を何とかしてからにするが良い。覚悟しろよ。積年の恨みを晴らすべく立ち上がった魔族の憎しみは瞬く間に燎りよう原げんの火の如ごとく燃え広がるだろう。無論、地上の虫けらどもを放っておいて、『七勇神姫セテイオ・プリンサ』と儂のところに乗り込むのも一計だがな。そんな外道を働くことができるなら、儂は貴様を歓迎するぞ」

　ゲハハハハハハハハハハ！

　耳障りな笑い声がどこまでも響き渡る。

　やがて暗雲が晴れ、昼下がりの空が広がった。

　常つね信のぶはハアとため息を吐つく。

「楽しそうだったな。邪神グルシュ……」

「偉そうに喋しやべっていましたけれど、ようするに他人任せにしたということですわ」

「ゼーバ様との戦いで疲れてるんじゃないかな。少しでも時間稼ぎをしたいんだよ」

「ご明察かと」

　ベアトリーチェが微笑ほほえんだ。

「では、出陣の準備を進めてまいります」

　宰さい相しようが一礼して執務室を出ていく。

　彼と入れ違いにクオーレたちが部屋に入ってきた。

「ちょっと皇帝！　さっきの聞いた!?」

「ああ、聞いたよ。グルシュも疲れてるんだろうな」

「そんな呑のん気きにしてる場合じゃないでしょっ？　邪神が魔族に大号令をかけたのよ！　この前、魔王だって邪神の復活に呼応するって騒いでたじゃないの！」

　クオーレが真っ当な意見を言う。一緒にやってきたナタリアやマライカ、マリアンヌにユーリ、ソーナも不安そうだ。

　ちなみに、本当にどうでもいいのだが、常信が執務室に入ったときからずっと四よつん這ばいになって椅子の代わりになろうとしているシエラというド変態がいるのだけれど、彼女の方は極力見ないよう努めている。

「あなたたちには教えていなかったわね」

　ベアトリーチェが常信の代わりに話し出した。晶機コムニカを取り出して検索を始める。常信も執務机に腰を下ろして水晶球を操作した。

　これもどうでもいいことなのだが、椅子に座ろうとしたらシエラというド変態が椅子をどけて自ら背中を差しだしてきたので椅子を無理やり引き戻して座った。

「ああっ、皇帝の冷たい仕打ち……！　たまらないっ」

　もう彼女にはどんな手も通用しない。そう痛感した。

「とりあえず、評判から見てみるか」
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「みんな楽しそうだな」

　常つね信のぶは一通り会議室を眺め、感想を確認した。「客」の入りは上々のようだ。

　その間にベアトリーチェが皆にヴァレンティーナの策を説明してくれたらしい。感心する声と疑念を抱く声が両方上がった。

「ちょっと皇帝、そんなので本当に魔族の動きを制御できてるの？」

　クオーレが不信感を露あらわにこちらを覗のぞきこむ。当然のようにシエラの背中を踏みつけた。「ありがとう！」と変態が叫んだが、聞かなかったことにして常信は水晶球を操作した。

「ちょっとヴァレンティーナに繋つなぐよ。まだ魔王城にいるはずだから」

　彼女を呼び出すと、すぐ画面に小麦色の肌のダークエルフが映る。こちらを見て『はーい、皇帝さん』と投げキッスをした。

「ヴァレンティーナ、調子はどうだ？」

『順調って言い方が正しいのかは分からないけど、ミラグロスはすっかりダンジョン運営にのめりこんでて、邪神のことなんか眼中にないわよ』

　ほくそ笑む彼女の背後で『いよっしゃーっ！　三キル！』と叫ぶミラグロスの声が聞こえた。画面が動き、魔王の姿を映し出す。

　黒髪ロングの美少女がキャミソールにパンツという薄着でガッツポーズを決めていた。彼女の体を包み込むくらい大きなクッションにあぐらを掻かき、晶機コムニカをぐりぐり弄いじって口の端をつり上げる。

『死ね死ね、人間どもっ。どれだけ来ようと皆殺しだ！　十五階は絶対に通さん！　すでに三十階まで改装が進んでるが、これ以上、汚らわしい冒険者どもを魔王城の奥まで侵入させてたまるかっ』

『魔王様ーっ。落とし穴の底に設置する針山なんすけど、素材足りなくなりましたー』

『そろそろ水道管のメンテしないと地下三階の水攻めトラップに支障きたしますよ』

『新規雇用希望の魔族が面接の順番待ちしてまーす』

　画面に骸骨兵士とオークと吸血鬼が現れて魔王ミラグロスに話しかける。晶機コムニカを弄いじりながら『ああん？』と黒髪美少女は灰色の目を眇すがめた。

『そんなもん俺様に聞いてんじゃねえよ！　素材足んねえなら買え！　金なら幾らでもあんだよ！　メンテもさっさと管理部にやらせろ！　あ、水の出る勢い、もうちょっと上げさせろ。溺れさせるのに、まず押し流すのが大事だからな。

　それと、何だっけ？　面接？　はい、全員採用！　とっとと寮に連れてって研修受けさせろや！　人手が足んねぇんだよ、こっちは！』

『了解っすー』

　骸骨兵士たちがぞろぞろ去っていく。

『ったく、自分の頭で考えるってことができねぇのかねえ、あいつらは。骸骨どもとか、脳みそないからって甘えてんじゃねえよ』

　ミラグロスがぶつぶつ言いながら晶機を弄った。チラリとこちらを見る。

『何だ、黒こく蝶ちよう？　何、撮ってんだ？』

『別に。あなたの勇姿を私の夫に見せているだけよ』

『ああん？　皇帝かぁ？』

　魔王がちょいちょいと手招きした。ヴァレンティーナが晶機を運んだらしく、画面が彼女に近づいていく。こちらを覗のぞき込み、ミラグロスが『ハッ』と笑った。

『おい、皇帝！　ち○こもげてるか～？』

　謎の技術で際どいところは聞こえなかったが、挨拶として最低の発言が飛んできた。

「久し振りだな、ミラグロス。邪神が現れたら、魔族を率いて攻めてくるんじゃなかったのか？」

『ああん？　邪神？　邪神……邪神……ああーっ、そういや、さっき誰かが言ってたな。改装と冒険者狩りが忙しくて忘れてたわ。で、何だ？　邪神、出たのか？』

「そうだよっ。大陸中の魔族に立ち上がれとか煽あおってたぞ」

『うっせ、バーカ！　知るか、バーカ！』

「何で俺が罵られなきゃいけないんだ!?」

『知らねぇよ。こっちは冒険者を狩るのに忙しいんだよっ。お前らで何とかしとけっ』

「いや、その考え方はおかしいっ。俺たちは邪神を追い払おうとしてる側だからなっ」

『あ、そうだ、皇帝。あと一〇〇億ラウラ振り込んでくれ。魔王城、改築して地下百階にしようと思ってんだ。ここも、ちょっと手狭になってきてよぉ。何かフィットネスクラブ作れとか手下どもがウゼェこと言い出してんだ。あと、何だっけ？』

『温泉とマッサージ室ね。福利厚生は大切よ』

　ヴァレンティーナが話に加わる。

『ミラグロスだって、もう少し肌のお手入れに気を遣いなさいよ』

『いらねぇよ！　てめえは俺様の母親かっ？　とにかく、その何たらを作るのに金かかるから、一〇〇〇億ラウラくらい振り込め』

「しれっと金額が十倍になってるぞ」

『うるせぇよ！　皇帝なんだから、みみっちいこと言ってんじゃねぇよ！　マジでち○こもいで、こんがり炒いためるぞっ』

「分かった……。一兆ラウラ突っ込んどく」

『おいおい皇帝。まさか俺様まで抱こうって腹じゃねぇだろうなぁ？』

　魔王がニタニタ笑いながら胸元を広げた。

「やめろ！　そんなんじゃない！　もう切るからなっ」

『ああん、皇帝さんったら。久し振りに連絡してくれたと思ったら、それで終わり？　私のこと、都合の良い女にしようとしてない？』

　通信を切ろうとしたらヴァレンティーナが切なそうな視線を向けてくる。物欲しそうに指を咥くわえた。

「いや、そんなつもりはなくて……。今、忙しいからっ……」

『えーっ？　そんなの言い訳にもならないわよぉ。世界が滅ぶわけでもあるまいし』

「いや、世界が滅ぶかもって危機だからねっ。頑張って対処してるところだからねっ」

『そんなことより皇帝さん、今夜──』

「ふん！」

　クオーレが問答無用で通信を切る。「おおっ」と感心してしまった。

「さすがクオーレ様」

「ちょっと皇帝！」

　彼女は目を三角にして詰め寄る。その折、踏みつけているシエラの背中に体重が乗り、変態が「あひぃっ♪」と嬉うれしそうに鳴いた。

「どういうことっ？　魔王城でたくさんの冒険者が死んでるなんて、私、聞いてないわよ！　いくら魔王を封じ込めておくためだからって、見損なったわ！」

「落ち着いてくれ、クオーレ様。誰も死んでないから」

「でも、魔王が！」

「あれは言葉の綾あやです」

　ベアトリーチェが割り込む。

「ゼーバ様とグルシュが戦っていたとき、あなたも見たでしょう？　死にそうになると緊急脱出するよう設定されているのよ。そうやって地上まで戻されたら『死亡ペナルティ』が課されるのだけれど、また地下一階から挑戦できるというわけ」

「ヴァレンティーナが提案した策なんだけどね。魔王の憂さ晴らしと魔族の雇用を魔王城に集中させて邪神の兵になるのを阻止する一石二鳥の作戦だよ。実際には冒険者を殺せないってところで魔王が納得するかどうかが肝だったけど、そこはヴァレンティーナが上う手まくやってくれたみたいだな。さすがは大陸の経済を牛耳っていただけのことはある。交渉はお手のものだ」

「ティーナを褒めすぎですわ、陛下」

　ベアトリーチェが頬を膨れさせた。クオーレはあんぐり口を開けている。

「さて、中にはミラグロスの下に行かず、グルシュの言う通り暴れる魔族もいるだろう。そちらの監視も怠らないように」

「徹底させますわ」

　ベアトリーチェが一礼して部屋を出ていった。

　常つね信のぶは不敵に笑う。

「グルシュ。こっちの準備が整うまでの七日間。どんな手を打ってきても全て跳ね返してやるからな。大国の意地にかけてっ」




　三日が過ぎた。

　その間、魔族が動いたという話は一件も報告されなかった。逆に、邪神の言葉を恐れた人々が魔女狩りをしようとして領主の兵に止められるという事件が数件、報告された。

「我々の安寧を脅かす邪神グルシュを許すなー！」

「邪神は出ていけーっ」

　あげく魔族たちの方が邪神排斥運動を始める。

「まさかの展開だよ……」

　魔族たちが集まって横断幕を掲げ、「邪神は出ていけ！」「我々に邪神はいらない！」と声を上げている動画を観みて、常信は唖あ然ぜんとした。

　翌日。

「軟弱な魔族どもがっ！　貴様らも所詮は虫けらと同等のクズであったか！　ならば、まとめて滅ぼしてやる！　おい、コクリンダイジャリュウ！　さっさと洞窟から出て虫けらどもを食い殺せ！　邪竜の本分を忘れたとは言わせんぞぉ！」

　再びグルシュの声がして、漆黒の邪竜コクリンダイジャリュウが天に舞い上がった。

「ヒヒャヒャヒャヒャー！　このときを待っていたぜぇ！　この前は妙な攻撃食らって逃げるしかなかったが、今度はそうはいかねぇ！　帝都は後回しにして、周りの町や村を手当たり次第に襲ってやるぜぇぇぇ!!」

　そして、コクリンダイジャリュウは空を埋め尽くさんばかりの魔獣に取り囲まれ、滅めつ多た打ちにされて泣きながら洞窟に逃げ帰っていった。

「いや、おかしいだろぉ……！　何でコウリンダイキリュウが十体以上いるんだよっ？　あんな化け物級のご先祖様に勝てるわけねぇって……！　もうヤだ、地上怖いっ。今度こそ本当に五億年引きこもるからっ……」

　もはや可哀かわい想そうと感じてしまうほどの姿だった。

「『錬魔』のユーザー、動き早いな。イベント告知で『コクリンダイジャリュウ討伐クエスト』を発表したら一日かからずクリアだよ……」

　常つね信のぶは晶機コムニカで「錬成！　魔獣大戦」の情報を確認しながら呟つぶやいた。

　ユーザーからは「雑ざ魚こ過ぎて、あまり美お味いしくなかった」「コクリンダイジャリュウって☆２だっけ？」という残酷なコメントばかりがつく。

　さらに翌日。

「ほほう……。あのコクリンダイジャリュウをあっさり叩たたきのめすとは、虫けらどもも面白い力を手に入れたようだな……。だが！　忘れるなよ！　儂わしは天から貴様らを常に見下しているのだということを！　さあ、天からの裁きに恐おそれ戦おののくが良い！」

　黒の神殿から不気味な形状の空中要塞が出撃した。

「これを使うのは何百年ぶりであろうな。かつて大陸に栄えていた国を三日三晩の落雷で焼き尽くした恐怖の天空城！　さて、まずはどこの国から滅ぼしてやろうかな？」

　グルシュが嗜し虐ぎやく的な笑い声を上げる。

　黒く染め上げられた邪神の天空城は底の部分に無数の棘とげが生えていた。その一つ一つから地上に向けて雷を落とすらしい。電流がバチバチと棘と棘の間を飛び交う。

　そこに砲弾が直撃した。

「何!?」

　邪神の声に戸惑いが混じる。

　天空城の側そばに浮遊島が近づいていた。当然、大きさは桁違いだ。天空城が「城」なのに対し、浮遊島は「島」である。そこから放たれる火力にも雲泥の差があった。

「そのばかでかい島は何だぁぁぁ!?　どうやって浮いて──」

　猛烈な砲撃を食らいまくり、天空城はあえなく崩壊して海の藻も屑くずと消えた。

　そして翌日。

「…………」

　グルシュはすっかり黙り込んでしまった。
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「煽あおりがひどいっ」

　常つね信のぶは執務室で声を上げた。「みんなの井戸端会議」ではすでに勝ちを確信したコメントが多く書き込まれている。

「確かに今のところは上う手まくいってるけど、こういうときこそ気を引き締めないと、とんでもないどんでん返しが来るからなあ……」

「それは心配しすぎでは？」

　ベアトリーチェが書類を差し出しながら言った。

「明日には邪神討伐の準備が整います。浮遊島をグルシュの神殿に隣接させることも考えたようですが、それだと魔力通信網の維持に支障をきたす恐れがあるので、近くまで寄って、そこから竜騎兵で乗り込むことになりました」

「俺と『七勇神姫セテイオ・プリンサ』だけで乗り込むのが常道なんだろうけど。そういうのは俺たちらしくないものな」

「はい。陛下の圧倒的なお力を見せつけるためにも、大軍で押し寄せ、神殿ごと邪神を叩たたき潰すのがよろしいかと」

「ビーチェ、笑顔が怖いよ……」

　彼女は狩る側の目をしている。

　晶機コムニカが通知音を鳴らした。同時に水晶球からも通知音がする。

　滅めつ多たに鳴ることがないそれを聞き、常つね信のぶは反射的に身構えた。

　通知は新しい配信を知らせるものだった。

　配信者の名前を見て、目を疑う。

　そこには「邪神グルシュ」とあった。

「グルシュ!?　いや、さすがに本物じゃないよなっ？」

　動画を開く。

『どうだ？　観みているか、虫けらどもよ。新しいものを取り入れない老害だとか抜かしておった不遜な虫けらもおったようだなぁ』

　画面に映し出されたのは色黒の中年オヤジ。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体に腰布一枚という姿でカメラの前に仁王立ちしている。

『侮るなよ、虫けらども。儂わしはこれを使えなかったわけではない。特に使う理由がなかったから使わなかっただけだ』

「老害って言われたこと、気にしてたんだな……」

　真っ先に言い訳をしてきたせいで、逆に胡う散さん臭くさく感じた。

『だが、せっかくなので虫けらに少し合わせてやることにした。ここまでの戦い、虫けらどものいじましい結束力には虫むし酸ずが走ったわい。おかしなことばかりしてきおって』

　グルシュが苦虫を噛かみ潰したような顔になる。

『そこで、儂も邪神らしい戦い方をすることにした。虫けらどもよ。良く聞け』

　ニイッと口が裂けるような邪悪な笑みを浮かべた。

　こちらを指差す。

『貴様らが必死こいて仕えておる虫けらどもの王。皇帝アルフォンソⅠ世は』

　背筋に悪寒が走った。

『偽物だぞ』

　常信はグッと歯を噛みしめる。

　そうしなければ堪えられそうになかった。

　画面の中で嗤わらう邪神グルシュを睨にらむ。

『嘘うそだと思うか？　何をバカなことをと笑うか？　虫けららしい思考で、儂は一向に構わんが、こればかりは真実だ。何な故ぜなら……』

　わざと言葉を区切り、邪神はためを作った。




『儂が殺したのだからなぁ！　本物のアルフォンソⅠ世を！』




　鳥肌が立つ。

『ゲハハハハ！　どうして儂が「無の姫ノンテツサ」を掠さらったと思う？　あやつの力は「あらゆる能力を無効化する」のだ！　つまり、どのような力に守られていようとも、あやつの力を使えば呪い殺すことが可能であった。暗殺にもってこいの力だ！』

　立て続けに明かされる真相に戦慄が走った。

『まだ顕現まで時間のあった儂わしに、この世界に干渉する力は僅かしかなかった。だから、じっくり時間をかけて「無の姫ノンテツサ」を掠さらい、繭まゆに封じて力だけを抽出し、グロリア帝国皇帝を呪い殺してやったのだ。それだけでも相当な手間暇をかけてやったのだぞ？　虫けら相手に時間と労力を費やしてやったこと、感謝してもらいたいものだ』

　ゲハハハハと笑い、邪神はさらに続ける。

『ところが、父親の方は首尾良く殺せたのに、息子の方は生きておるではないか。あれには儂も驚いた。だが、その謎もすぐに解けたぞ。あろうことか、アルフォンソの妹と祖父が結託して異世界から顔がそっくりな奴やつを召喚しおったのだ』

　愉快そうに喋しやべり続けるグルシュ。

　常つね信のぶは画面を睨にらみ続けることしかできない。

『虫けららしい浅はかな考えよのう。おまけに大陸中の虫けらどもがそれにまんまと騙だまされて、偽物のために必死こいて働いておる。いやはや、大した茶番劇だ！』

　ひとしきり笑ってから、邪神はバカにしきった顔でこちらを見た。

『さぁて。どのような釈明が聞けるのだろうな、虫けら皇帝？　証拠を出せと言うのなら、まず一つ、貴様の本名を晒さらしてやろう』

　邪神が画面に顔を近づける。

『よく聞け、虫けらども！　異世界から召喚された偽物の虫けら皇帝の本当の名は、日和ひより常信だ！　ああ、帝国流ならツネノブ・ヒヨリになるなぁ』

　大陸中に常信の本名が暴露された。

『もう少し時間があれば奴も呪い殺せたのだが、その前にスペキアの加護を受けおって。あれで手を下し難にくくなった。その点は褒めてやる』

　グルシュが画面に手を伸ばす。

『どうだ？　邪神らしい汚い手であったろう？　さあ、存分に醜態をさらせ！　そして自滅するが良い、虫けらども！　貴様らに似合いの最後だ！』

　ブツリと通信が切れた。

「…………」

　常信は拳を握りしめる。

「陛下……」

　ベアトリーチェの遠慮がちな声にも答えられなかった。





第八章　平凡な俺でもみんなのお陰で皇帝（本物）になれました！







　邪神グルシュの配信がなされた後、ただちにベアトリーチェが皆を集めた。

　会議室に集まったのは常つね信のぶ、パオラ、キャラ、ヒルデガルト、ロザリンド、ナタリア、マライカ、マリアンヌ、シエラ、クオーレとベアトリーチェ自身。

　宰さい相しようの姿はない。それからユーリとソーナの姿もなかった。

「皆様に集まっていただいたのは他でもありません」

　常信の右隣に座っていたベアトリーチェが立ち上がり、皆を見回す。

「先程、グルシュが配信した動画についてです」

　左隣に座るパオラが身を竦すくめる。

　常信は机の下で彼女の手を握った。

　パオラも握り返してくる。

「…………」

　俯うつむいているので表情はよく分からないけれど、きっと不安に違いない。ここは自分が彼女を守らなければと気を引き締めた。

「まず、陛下にお尋ねしなければなりません」

　ベアトリーチェが紫の瞳ひとみを鋭くしてこちらを見つめる。

「グルシュが言っていたことは、真実なのですか？」

「それは……」

　彼女の瞳を見つめ返した。

　パオラがキュッと強く手を握ってくる。

　一瞬、嘘うそを吐つくべきではと思った。所詮、邪神がいい加減なことを言って惑わせているだけなのだと言い切れば、それで事は収まるのではと。証拠があるようなことを言っていたけれど、それも幾らでも誤ご魔ま化かすことはできる。

　宰相が側そばにいたならば、きっとそうやって切り抜けたに違いない。

「…………」

　けれど、それはできない。

　ベアトリーチェが以前、言っていた。彼女たちエルフには相手の心がある程度分かるのだと。心の色艶が視みえると言っていただろうか。

　とにかく、彼女に嘘は見抜かれる。少なくとも、やましいことがあると必ず気づかれる。そうなれば幾ら否定しても無駄だ。

　そして何より、皆が見ている。

　キャラが、ヒルデガルトが、ロザリンドが、ナタリアが、マライカが、マリアンヌが、シエラが、クオーレが見ている。

　自分が何と答えるのか見ている。

　クオーレはグルシュの言っていたことが真実だと知っているはずなのに、まるで知らないふりで頬ほお杖づえを突いてこちらを見つめている。

　その目から、逃げたくなかった。

　全員を真まっ直すぐ見つめ返す。

　パオラの手を握った。

「真実だ。俺は死んだアルフォンソⅠ世の替え玉として、この世界に召喚された」

　言い切る。

　室内に静寂が訪れた。

　ベアトリーチェが瞑めい目もくする。

　常つね信のぶは決然と口を開いた。

「皆、聞いて欲しい！　確かに俺は──」

「由ゆ々ゆしき事態です」

　ベアトリーチェの厳しい口調に遮られてしまう。

　彼女は会議室のテーブルに手を突き、小刻みに身を震わせた。

「陛下が……陛下が、アルフォンソⅠ世陛下ではなかったとなると……」

　大声で叫ぶ。

「パオラ様とは実の兄妹きようだいでないということになります！」

「そいつはまずいぜ！」

「そんなの困るーっ」

　ナタリアとマライカも声を上げた。

　常信は目が点になる。

「お二人が兄妹きようだいでなかったのなら、何の問題もなく結婚できてしまいます！　正妻総選挙の結果が有効になってしまうんですよっ……！」

　この世の終わりかというような声でベアトリーチェが絶叫した。そのまま椅子に座り込んでしまう。

「今まではパオラが皇帝の妹だったから、ボクたちにも付け入る隙があると考えられてきた。ところが、実の兄妹じゃない……？　そんなの……実の兄妹だった方が、すごく興奮するのに！」

「変態は黙ってなさい」

「あふぅん♪」

　シエラが椅子から滑り落ちた。

「あら～……。何か良い手はないのかしら～？　私も皇帝さんを諦めたくないわ～」

　マリアンヌが眉をハの字にする。ヒルデガルトが真剣な表情で手を挙げた。

「待って下さい！　お二人の血は繋つながっていないとはいえ、陛下とパオラ様がご兄妹きようだいであるという事実は広く認知されています！」

「そうだな……。陛下は皇帝であり、パオラ様は皇帝陛下の妹君。その事実は揺るぎないと言って良いはずだ」

　ロザリンドが従姉妹いとこの言葉に大きく頷うなずく。

「そこに、何らかの突破口が見出せないだろうか？」

「あー……、パオラは陛下の妹だってみんな認めてるならー、実質的な妹ってことで良いんじゃないかなー？」

　キャラがテーブルに突っ伏したままやる気なさそうに言った。

「実質的な妹!?」

「つまり、事実上の妹ということですわねっ」

　ベアトリーチェが瞳ひとみを輝かせる。

「それよ！　そこに気づくだなんて、やはり天才ねっ」

　珍しく彼女がキャラを褒め、にんまりと微笑ほほえんだ。

「パオラ様は陛下の事実上の妹。すなわち、事実妹なのです！」

「事実妹！」

　皆が声を揃そろえる。

「たとえ血が繋がっていなくても、皆が兄妹と認知しているので、陛下とパオラ様の間に事実上の兄妹きようだい関係が成立致しますっ。これは血の繋がっている兄妹と法律上、何ら変わらない扱いを受けるべき関係なのです」

「つまり……」

　皆が期待に満ちた眼まな差ざしでベアトリーチェを見る。

　彼女は堂々と言った。

「パオラ様は陛下の事実妹。よって帝国の法律上、結婚はできません！」

「やったー！」

　ナタリアたちが諸もろ手てを挙げて喜ぶ。ハイタッチまでした。

「いやあ、一時はどうなることかと思ったぜ」

「これでアタシたちにもチャンスが残されたわね」

「うふふ～♪　ホッとしたら甘いもの食べたくなっちゃった～」

　喜び合う美少女たち。

　それを呆ぼう然ぜんと眺め、

「いや、ちょっと待て！」

　常つね信のぶは思わず立ち上がった。

　皆が一斉に注目する。

　早速、「事実妹」について書類を作成し始めていたベアトリーチェが眉を顰ひそめた。

「陛下は『事実妹』に反対なのですか？」

「そこじゃなくて」

「では、どこでしょう？」

「俺のことだよ！　俺が替え玉だったって話！　そこが一番の問題だろっ？」

　そう訴えかけるが、何な故ぜか皆、ポカンとしている。

「あれっ？　何だ、この空気……」

「いやー、替え玉だとか偽物だとか言われてもなぁ」

　ナタリアが椅子に凭もたれて左右を見た。

「アタシとしては、今の皇帝さんが皇帝さんだから」

「別人でした～って言われても、『ふ～ん』くらいしか言いようがないわよね～」

　マライカとマリアンヌが口々に言う。

「私は、陛下に忠誠を誓いました！　無礼を承知で申し上げますと、アルフォンソⅠ世ではなく、私のことを助けてくれた、今、目の前にいらっしゃる陛下に！」

　ヒルデガルトが椅子から降りて跪ひざまずいた。帝国騎士の礼をする。

「私も同じです。私に死ぬなと言ってくれたのは、あなた。私が陛下とお呼びするのは後にも先にも、あなた一人だけです」

　ロザリンドは立ち上がって帝国淑女式の礼をした。

「そうだよ、皇帝！　ボクを悦よろこばせてくれるのは君一人だけなんだから──」

「変態は喋しやべるなと言ったでしょう！」

「あひぃん♪」

　シエラが立ち上がって何か言ったような気がするけれど、ベトリーチェの一言でまた倒れたので放っておこう。

「そういうことだったんだねー……」

　いつの間にかキャラがパオラの膝に頭を乗せて下乳をぽよぽよ弄んでいる。猫耳をぺたんと閉じて悲しそうな顔になった。

「ごめんねー……。あの頃、側そばにいてあげられたら良かったんだけどー……」

「ううん……。お祖じ父いちゃんに、誰にも言っちゃダメって、言われてたから……」

　パオラがキャラに抱きつく。キャラの尻尾しつぽがピンと立った。

「だから、陛下と久し振りに会ったとき、匂いが違ったんだねー……。本当は、あのとき初めて会ったんだー……」

「お前の家に行ったときのことだな。あのときは、ちょっと焦ったよ」

「まー、アタシは今の陛下にしか興味ないからー……」

　あまりにもあっさり言い切られる。

　戸惑う常つね信のぶの耳に「ふふっ」と優しい笑い声が届いた。

　テーブルに頬ほお杖づえを突いたまま、慈愛の女神様が笑っている。

「どうしたの、皇帝？　そんなに驚くこと？」

「だって、俺は……」

「あなたは確かにアルフォンソⅠ世じゃないわ。その点では偽物だし、替え玉ね」

　クオーレが体を起こし、フフンと胸を張った。

「だけど、私の夫であり、『真なる王』であることは揺るがないの。ええ、揺るがないの。私が正妻であるという事実も揺るがないの！」

「それに関しては異を唱えます」

「勝手なこと言ってんじゃないよ！」

「選挙結果は二位だったでしょ！」

「繰り上げで一位なのよ！　パオラが事実妹なんだから、私が実質的な一位！」

　キャアキャアと言い合いが始まる。

　その様子を呆ぼう然ぜんと見ていると、そっとパオラが凭もたれかかってきた。

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみと目が合う。

　テーブルの下でしっかり手を繋つなぎ、寄り添う。

　額と額を当て、二人とも笑った。




「さて。どのような話を聞かせてくれるのだ、宰さい相しよう閣下？」

　続いて集められたのは宰相と五大臣、そしてサルバドール・フェレーロだった。

　常信の予想通り、宰相はグルシュの発言を「戯たわ言ごと」と断じていたらしい。ところが常信が正直に話してしまったと聞き、急きゆう遽きよ、帝都の重職を集めることになった。

「邪神のつまらぬ戯言に踊らされる我々ではない。そこは信頼して欲しかったのだが」

　サルバドールの落ち着いた物言いに五大臣も奇怪な笑い声で同意を示す。

　常信は隣に立つ老宰相を見た。ムツィオが厳しい表情で一礼する。

　そしてアルフォンソⅠ世の死と常信を召喚した顛てん末まつを包み隠さず話した。

「何とっ……！」

　真実を伝えられ、サルバドールが目を剥むく。五大臣も五人でヒソヒソと話し出した。

「陛下、やはり黙っておくべきだったのでは……？」

　禿とく頭とうにじんわり浮かんだ汗を拭い、ムツィオが恨みがましい目で見る。

「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』は所詮、他国の姫……。帝国の重臣たちとは受ける衝撃が違いましょう」

「だが、嘘うそを押し通して勝てる戦いではない。邪神の揺さぶりに足元がぐらつけば、必ずどこかに綻びが生じる」

　宰さい相しようの言う通り、これは大きな賭けだった。「七勇神姫セテイオ・プリンサ」やキャラたちとは個人的なつき合いがあったけれど、サルバドールや五大臣とは決して深く付き合ってきたとは言えない。五大臣に対しては老害呼ばわりすらしてきたのだ。

「なるほど……。話はよく分かった」

　少しして、サルバドールが一つ、頷うなずいた。五大臣も黙ってこちらを向く。

「失態だな、ムツィオ」

　厳しい声が飛んだ。サルバドールは静かに怒っている。

「宰相ともあろう者が、何たる行いか！　がっかりじゃわい」

　内務大臣が吐き捨てた。他の四人も大きく頷く。サルバドールも続けた。

「今回ばかりは私も擁護しきれん。勝手なことをしおって……！」

　ドンとテーブルを叩たたく。拳が怒りに震えた。

「何な故ぜ、一人で事を為なした!?　せめて一言、相談してくれても良かっただろう！」

　サルバドールが怒鳴る。「そうじゃ」「そうじゃ」と五大臣も非難の声を上げた。

「宰相殿、そなたアルフォンソ陛下のご遺体をいかがしたっ？」

「密ひそかに埋葬を……」

「何を考えておる！」

　典礼大臣が激怒する。

「陛下のご遺体をろくに葬儀も執り行わず埋葬したじゃと!?　そのような無礼があってなるものかっ……」

「儂わしらは、陛下の最期を看み取とることができなかったばかりか、お別れすらさせてもらえなんだとは……」

　外務大臣が萎れた声を出した。

「ムツィオ。私たちが怒っているのは、陛下がアルフォンソ様でなかったからではない」

　サルバドールが噛かんで含めるように言う。

「全てお前一人でやったところに怒っているのだ。どうせ、バレたときは自分の首一つで済まそうとでも思っていたのだろう」

「むう……」

　宰相が唸うなった。サルバドールが笑う。

「私も、あの頃は東部のことばかりで帝都のことは気が回らなかったが、そちらの五大臣くらい共犯にすれば良かったのだ」

「ふぇっふぇっふぇっ。そうすれば、上う手まくいかなかったときでも儂らを道連れにできたというわけだ。サルバの小僧は相変わらず考えることが怖いのぅ」

　財務大臣がわざとらしく身を縮めてみせた。

「そちらの、ご本名は何と仰おつしやったか……よう分からんので陛下でよろしいかな？」

　急に法務大臣に声を掛けられ、常つね信のぶは慌てて「ああ」と頷うなずく。

「陛下。儂わしらはポッツォーリの若造に帝都を奪われた折、隠居も考えたのですぞ。ただ、陛下なら巻き返してくれるやもしれぬと思い、儂が四人を説得しました」

「ぶふふふふっ。何を言うとるか！　説得したのは儂じゃっ」

「ふぁっふぁっふぁっ。耄もう碌ろくしとるのう。陛下の下に馳はせ参さんじようと言い出したのは儂であったろうが」

「ひぃっひぃっひぃっ。手柄を横取りしようとは、さもしい奴やつらじゃ。儂じゃよ。儂が一番に陛下に忠誠を示したのじゃ」

「何を言うか！」「お前こそ！」と五人の爺じいさんが言い争いを始めた。とても見苦しい。

「つまり、何が言いたいんだ？」

　煩わしいので強めに尋ねると、五人が揃そろって頭を下げた。

「もはや、この帝国を、いや、大陸を支配なさるのはあなた様をおいて他にありませぬ。アルフォンソⅠ世陛下の替え玉ではなく、改めて皇帝として即位していただきたい」

「うえっ？」

　思いがけない言葉に変な声が出てしまう。

「俺で、いいのかっ……？」

「何を今更」

　サルバドールが大げさに臣下の礼を取ってみせた。

「帝国を変え、大陸を統一したのは、陛下にございます」

「邪神を追い払った後、きちんとアルフォンソⅠ世陛下の国葬を執り行いましょうぞ」

「それから新たな皇帝陛下の即位式じゃ。これは忙しくなるのう」

　五大臣が嬉うれしそうに奇怪な笑い声を上げる。

　宰さい相しようは、その様子を呆ほうけた顔で眺めていたが、不意に目元を押さえ、俯うつむいた。

「すまぬ……。すまぬっ……」

　涙ぐむムツィオの背中をサルバドールが軽く叩たたく。彼の目も赤くなっていた。

「よくぞ一人で支えてくれたっ。それにしても、本当にそっくりな御お方かたを呼び出したものだなっ。しばらくお会いしていなかったとはいえ、完全に騙だまされたぞ」

「当然じゃっ……。パオラは世界一の召喚魔法使いじゃからのう」

「また孫自慢かっ」

　泣きながら笑う二人。サルバドールがこちらに向き直った。

「それでは、陛下。大臣方が申した段取りでいかがでしょう？」

　常信はいつも通り、威厳を持って返した。

「うむ。そのように為なせ」
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「そんなノリ!?」

　私室に戻って「会議室」を覗のぞいた常つね信のぶは、予想外の展開に唖あ然ぜんとした。

　他にも覗いて回るが、どこも皇帝が別人であったことや、異世界から来たということを気にしていない。それよりも今までの実績について語られていた。

「この世界は大丈夫なのか……？」

　そう呟つぶやきながらも、頬が緩んでしまう。

　笑みが洩もれた。

　水晶球の画面を見つめているうちに嬉うれしさがこみ上げてきた。

「そうか。俺は、皇帝でいていいんだな」

　画面の向こうで語り合う人々のことを思う。

　この広い大陸のあちらこちらで、顔を合わせたことのない人々が、ときに真面目に、ときに好き勝手に、自分のことを語ってくれている。

　中には文句も批判もあった。

　疑問を呈する声もある。

　それでも一つだけ、共通していること。

　それは、常信をこの世界の住人だと認めていることだ。

　異世界人は異世界に帰れと叫ぶ者が見当たらない。

　もっと探せばいるのかもしれないけれど、決して主流ではない。

　それが、嬉しかった。

「ここで。この世界で。俺は」

「すでに世界は皇帝陛下を受け入れてる。邪神の思惑は潰ついえた」

「グルシュはさぞ悔しがっていることでしょう。ザマアミロですの」

　いきなりユーリとソーナが姿を現す。

「うわっ？　二人とも、今までどこに行ってたんだ？」

「アートマに帰ってソーナのあれこれを整えてきた」

「数年もの間、繭まゆに閉じ込められていましたから、その間の出来事を教えていただく必要もありましたの」

　そう言いながらソーナがその場でくるりと一回転した。よく見るとユーリと少し服のデザインが違う。いずれにしてもシンプルなので注意してみないと違いが分からないが。

「どうですの、皇帝陛下。私、かわいいですの？」

「え、あ、うん。かわいいよ」

「安心しましたの。それでは、早速」

「本当にやるの？」

　ユーリが双子の妹に小声で尋ねる。ソーナの目がキリッとつり上がった。

「もちろんですの！　ユーリってば一番大切なお役目に関して、全然、進んでいないではありませんのっ。そんな奥手なユーリのために、私が一肌脱いであげますの」

「……分かった」

　ソーナに強く言われ、渋々といった様子でユーリが頷うなずく。意外と双子の妹に手を焼いていそうな彼女の姿は新鮮で、つい微笑ほほえんだ。

「二人で何か見せてくれるのか？」

「はい。『真なる王』におかれましては、是非、こちらのソファに落ち着いてご覧いただきたいんですのっ」

　勧められるままソファに座る。常つね信のぶとは少し距離を取って純白の双子が並んだ。

「それでは、せーの！」

　手を繋つないで二人がジャンプする。

　目の前にユーリとソーナが現れた。飛びついてきたので咄とつ嗟さに受け止める。

「瞬間移動だな。これがどうかした……」

　滑らかな手触りに二人の体を見た。

「どうですの？」

「似合ってる？」

　紺色のスクール水着を着たユーリとソーナが腕の中で尋ねる。ソーナは見せつけるように胸を張り、ユーリは恥ずかしそうに上目遣いで。

「何でスクール水着!?」

「学校……？　この水着はアートマ神王国に伝わる姫巫み女こ専用の神聖なる水泳着ですの」

「水行のときに着る」

　二人の説明に、異世界の神秘を垣かい間ま見みた気がした。

「そ、そうなんだ……。そういえば、一体、どうやって……？」

　そこで二人が元いた場所に白い衣服が二着落ちていることに気づく。

「ユーリの『光の姫ルーテツサ』の力を、私の『無の姫ノンテツサ』の力で一部、無効化しますの。そうすれば、あっという間に早着替えができますの！」

「とんだ力の無駄遣いだよっ」

「そんなことありませんの！」

　ソーナがむくれる。隣でもじもじしているユーリを抱きしめる。

「私を助けるためとはいえ、ユーリが大切なお役目を疎おろそかにしていたようですので、私が責任をもって推進していきますのっ」

「あの……。さっきから言ってる大切なお役目って何？」

「それは今はいいからっ」

　ユーリが遮るように言ってソーナの手を引いた。二人ともソファから降りる。

「それでは、『真なる王』に私たちの衣装を選んでいただきますのっ」

　そう言うと、ソーナはユーリと一緒に大きな箱をソファの前に置いた。中には溢あふれんばかりに様々な衣服が入っている。

「さあ、どのような服でも早着替えしてみせますの！」

「俺が選ぶんだよな……？」

　チラッとユーリを見た。「変な服を選んだら許さない」と目で訴えてくる。

「そうだなー……。これとか、どうかな？」

　なるべく布面積の多そうなものを手に取ってみた。

「これですのっ？　いきますの、ユーリ！」

　ソーナが二着の服を宙に放る。

　次の瞬間、目の前にゴスロリの双子が現れた。

「おおおっ！　けっこう破壊力あるな……」

　新鮮な姿に見入ってしまう。

「いいですの、ユーリ！　効いてますの！」

「うん……」

　楽しそうなソーナに恥ずかしそうなユーリ。

　面白くなってきたので、次々に服を選ぶ。そのたびに二人は早着替えを見せてくれた。マライカが着ているような踊り子風の衣装やシエラのような男装もある。その見事さと可愛かわいらしさにいつしか夢中になってしまい、手当たり次第に箱の中のものを選んだ。
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　だから、それを選んだときも気づかなかったのだ。

「次は、これだ！」

　放り投げたそれを二人ともろくに確認せず、力を発動する。

　そして純白の双子は、荒縄に縛られた格好でソファに落ちてきた。

「何でええええええええええ!?」

　目を剥むく。二人とも抱き留めたものの、とんでもない状況に全身から汗が噴き出した。

「皇帝陛下……これは、どういう、ことっ……？」

　荒縄にきつく縛られたユーリが縄から逃れようと身を捩よじる。しかし、もがけばもがくほど瑞みず々みずしい肌に縄が食い込んでいく。

「やはり『真なる王』は持っておられますのっ。箱を運ぶときに使った縄を私が底の方に入れておきましたの。きっと選んで下さると信じてましたの……んんっ」

　生々しい縄の跡を真っ白な柔肌に刻みつつ、ソーナが説明した。

「ソーナ、何てことをっ……」

「これもユーリのため、ひいては世界のためですのっ。さあ、もっと『真なる王』に堪能していただきますのぉっ」

　二人が両腕の中であられもない姿を晒さらす。

　荒縄が微かすかに湿り気を帯びてきた。

　羞恥に頬を染め、責めるように見つめてくるユーリ。

　興奮に顔を紅潮させ、煽あおるように舌を出すソーナ。

　幼い体に浮き上がる背徳的なまでに赤い縄の跡。

「こ、これはっ……！」

　二人を縛る荒縄に指をかけ──

「陛下、明日の作戦について最終確認を」

「へーか、そろそろ寝ようよ」

「寝不足は色々と大敵だからねー……」

「ちょっと皇帝！　ユーリとソーナを知らないっ？」

　部屋にぞろぞろとベアトリーチェたちが入ってきた。

「…………」

　場が凍りつく。

「待ってくれ。落ち着いて話を聞いて欲しい」

　絶対無理だろうな、と思いながら皆に訴える。

　案の定、すごく怒られた。




　深夜。目が覚めた。

「ん……？」

　常つね信のぶは左脇が空いていることに気づいて身を起こす。ベッドにパオラの姿がなかった。上着を羽織り、寝ているベアトリーチェたちを起こさないよう寝室を出る。

　居間に入るとバルコニーの窓が開いていた。カーテンが夜風に揺れている。春の夜風はまだ肌寒い。上着の前をかきあわせてバルコニーに近づく。

　そこにパオラがいた。

「あ、へーか……」

　彼女が振り向く。

　月の明かりに照らされて、銀髪が艶やかに輝いた。

「眠れない？」

　常信はバルコニーに出て隣に並ぶ。

　眼下に広がる帝都には、深夜だというのに幾らか明かりが点ついていた。この町は本当に活気が溢あふれている。

　パオラが身を寄せてきた。そっと肩を抱く。

「へーか……。わたしもついていっちゃダメ？」

　彼女の小さな声が耳に届いた。

「わたし、きっと役に立つよ。みんなと一緒に頑張るよ。だから……」

　銀髪にキスをする。パオラの前に片膝を突いた。

「約束するよ。必ず帰ってくる」

　彼女の瞳ひとみがふるふる潤む。

「泣かせてばかりで、本当にごめん。でも、俺は必ず帰ってくる」

「約束……？」

「うん。だから、待って……っと、ええと、どうする？」

　ここで「待っていてくれ」と言おうものなら従属魔法が発動して雰囲気をぶち壊しにしてしまう。その展開が読めたので言葉尻を濁した。

　パオラが「ふふっ」と笑う。

「へーか、いっぱい命令して良いよ。わたし、へーかに命令されたいっ」

「そういうこと言っちゃいけません！」

「あうっ♪」

「結局、そうなるっ……」

　頭を抱えた。

　パオラが「えいっ」と抱きついてくる。彼女の大いなる優しさとぬくもりに顔を包まれた。

「パオラ!?」

　むにゅっと温かな柔らかさを感じ、花のようなミルクのような甘い香りに胸が熱くなる。彼女がゆっくり頭を撫なでてくれた。

　しばらく身を委ねる。

　やがて手が止まり、囁ささやくような声が聞こえた。

「へーか、待ってるだけなのは怖いよ……。待ってる間は、時間がとっても長く感じるの。とってもとっても長く……」

「うん……」

「だからね。わたし、へーかのことを呼ぶね」

「うん？」

　パオラの声が耳をくすぐる。

「へーかがちゃんと、お家に帰ってこれるように、へーかのことを呼び続けるね。そうしたら迷子にならずに帰ってこれるよ」

「ああ、そうだね。俺のことを呼び続けていてくれ。どれだけ遠く離れても、迷わず帰ってこられるように」

「うん。約束」
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「ああ、約束だ」

　パオラが腕を放した。

　見つめ合う。

　淡い月光の下、春の夜風に吹かれる彼女は、息が止まるくらい美しかった。

「へーか、明日の夜は満月だよ」

　その声に月を見上げる。ほんの僅か、満月に足りない月が夜空を煌こう々こうと照らしていた。

　ここで「月がきれいですね」などと言える度胸があればなあ、と思ってしまった。





第九章　邪神と七勇神姫セテイオ・プリンサの息も吐つかせぬバトルが展開します！（予告詐欺）







　翌朝。常つね信のぶは帝国軍の精鋭五万と「七勇神姫」の七人、そしてヒルデガルトたち「十二星姫ドーデイ・ステラ」一○一人（ロザリンド除く）を従えて天空の「穴」に浮かぶ邪神グルシュの神殿に向かった。

「最初から全力で行けえええ！　世界の命運、この一戦にありいいいいいいいい!!」

　ジルベルトが大音声で兵を鼓舞し、戦いの火ぶたが切って落とされた。

　神殿からも続々と異形の者たちが姿を現す。

　そこに容赦なく数千発のミサイルが撃ち込まれた。

　戦闘は熾し烈れつを極めた、らしい。

　伝聞調になってしまうのは、常信自身が前線に出ることを許されず、その様子もあまり確認できなかったからだ。

「ヌハハハハ！　よく来たな、『七勇神姫』！　しかし、我ら『邪神七魔将』に勝てるかな？　我らはお前たちの特性を知り尽くし、その弱点を突く能力を邪神様から与えられた最強にして最凶の七体！　お前たちが束になってかかってきても……」

「かかれーっ！」














「束になって……束……ちょっと数、多くない!?」

　邪神の側近らしき七体の異形は、一○八人の美少女たちによってたかって叩たたきのめされた。対「七勇神姫セテイオ・プリンサ」に特化した「邪神七魔将」も数の暴力には勝てなかったらしい。

「陛下ぁああああ！　足元、お気をつけくださいいいいいいい！」

「ああ。何か、すさまじいな……」

　常つね信のぶが黒の神殿に降り立ったとき、神殿内は爆発と銃撃の跡でボロボロだった。

「被害状況は？」

「重軽傷者数名！　緊急撤退をした者は一人もおりませぇん！」

「優秀だな。うちの兵ってそんなに強かったっけ？」

「『七勇神姫』と『十二星姫ドーデイ・ステラ』によって九割方の異形どもが掃討されましたぁ！」

「あー、なるほど……」

　瓦が礫れきを避けて神殿内を進む。最奥の間に辿たどり着くと、部屋の奥にいたロザリンドたちが振り返った。

「陛下、お待ちしておりました」

「無事、『門』は閉じました！」

　ロザリンドとヒルデガルトが口を開く。

「いやあ、久々に良い戦いだったねぇ」

　ナタリアが肩をぐるぐる回して槍やりを担ぎ直した。マライカも腕を組んで「アタシ、大活躍だったわ」と満足そうに頷うなずく。マリアンヌがリンを抱えて「うふふ～♪　皇帝さんも見てれば良かったのに～」と頬に手を当てた。

　常信は閉ざされた巨大な「門」を見上げる。

　その下には、色黒の筋肉中年親爺が磔はりつけにされていた。

「虫けらどもがっ……」

　憎々しげに邪神グルシュが歯は噛がみする。

「まあ、ボクたちの敵ではなかったよね！」

　シエラが前髪を掻かき上げ、爽やかに笑った。

「ほとんどソーナのお陰よ。グルシュの即死能力を無効化してくれたから」

「そんなことないんですの、ユーリ。皆さんが戦ってくれたから勝てたんですの」

　ユーリが半眼でシエラを見るが、それに対して双子の妹が訂正を入れる。

「ソーナ！　君はなんて良い子なんだっ」

「近寄るな、変態、ですの」

　抱きつこうとしたシエラからすっと身を引いた。男装のド変態はニマニマと嬉うれしそうに顔を蕩とろけさせる。

「俺の出番は!?」

　常つね信のぶは叫んだ。

「俺の出番はないの!?　ほら、最終決戦で絆きずなの宝玉の力が必要になるとかっ、『真なる王』の存在が『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の秘められた力を開放するとか、そういう展開は!?」

「とくになかったな」

　ナタリアがばっさり言い切る。皆、何とも言えない表情になった。

「へ、陛下に勝利を献上しようと、私たち一同、力を合わせて戦うことができました！」

　ヒルデガルトが無理やりな感じでフォローを入れる。周りの「十二星姫ドーデイ・ステラ」たちが一斉に同意の声を上げた。

「あ、うん……。よくやってくれた」

　キラキラと純粋な瞳ひとみで見つめてくる彼女たちには、そう返すしかない。常信は色々と諦めて「門」に磔はりつけになっている邪神を見た。

　グルシュは舌打ちし、不愉快そうにこちらを睨にらむ。

「知っているか、虫けら皇帝？　この世界には儂わしのような厄災が不定期に現れる。そして、そのたびに『七勇神姫』も現れて、厄災から世界を救うのだ」

「……厄災は、邪神だけを指す言葉じゃなかったのか？」

「違う。今回は儂が来た。だが、別の何かが来ることもある。ただ、全てに共通しているのは、必ず『七勇神姫』の誰かが厄災に対抗する力を持っているということだ。そういう理ことわりになっておる」

「邪神グルシュの力の中で、即死の呪いが最も恐ろしいんですの。それに対抗しうる力は私の『無の姫ノンテツサ』の力のみっ」

　ソーナが邪神に険しい目を向ける。

「だから、真っ先にソーナを掠さらった。自分を脅かす者を排除するために」

　ユーリもグルシュを厳しく見据えた。

「まったく、面倒なことだ。殺してしまえば別の者が『無の姫』として覚醒する。だから生かしたまま厳重に封印しなければならなかった。忌々しいっ……」

　吐き捨てた邪神に常信は苦笑する。

「邪神なのに、ルールには従うんだな。所詮、ゼーバ様の掌の上か？」

「ほざくな、虫けらぁ！」

　グルシュが激げき昂こうした。

「ゼーバも理に縛られた存在だ。儂ら神族は悉ことごとく、原初の神が定めた理によって、そのように存在しているに過ぎん。儂がこうして邪神に堕おちたのも全て、な」

「……そんな話を急にしだして、どうした？」

「大したことではない。貴様が言ったように、儂らも理に従って行動せねば、こんな世界一つ滅ぼせぬという下らん現実にうんざりしておるだけだ」

「邪神ですら、現実にうんざりしてるのか……」

　神社会の闇を感じる。

「あとは、時間稼ぎといったところだ。虫けらども、まさか、これで終わったと思っておるまいなぁ」

　磔はりつけにされたまま、邪神がゲハハハハ！　と大笑した。

　いつの間にかグルシュは種のような形の何かを握っている。それを「フン！」と宙に放り投げた。皆、一斉に身構える。

　ところが、その種は空中で散り散りになり、消え去った。

「何だ、今の……？」

「門を閉じられたせいで、儂わしも力が残っておらん。アレを造り出すのが限界であった。だがぁ……」

　戸惑う常つね信のぶたちを見て邪神が嗤わらう。

「これで、虫けらどもに相応ふさわしい最期を演出してやることができるぞ」

「さっきの種は一体何だ、グルシュっ？」

「あれはなぁ、虫けら皇帝。異形の種だ。あの種からは、イビという何の知性も持たない木で偶く人形が生まれる。イビは単純作業用の人形でなぁ。戦闘力は皆無に等しい。その辺の虫けらでも楽に潰せるであろう」

「…………」

「何な故ぜ、そんなものを造り出したのか、分からんという顔をしているなぁ？　虫けら、貴様らのやり口をパクってやったのだ。矮わい小しようなゴミを大量にかき集め、儂に群がらせたようになぁ。今度は儂が、大陸中に群れさせてやろう」

「まさか、そのイビって……」

「言っただろう。単純作業用の人形だと。だから、数が必要になる。使い捨ててもすぐ補充できる数がなぁ。イビは、増殖能力がとてつもなく高いのだぁ！」

　ゲハハハハ！　と邪神が哄こう笑しようした。

「儂は今、地上に十体のイビをまき散らした。イビは虫けらどもの時間で十分ごとに分裂し、倍増する。この意味が分かるかぁ？」

「十体しかまいてないんだろ？　十分ごとに倍になるって言われてもなあ」

　ナタリアが指折り数え始めた。

「一時間後には、六四〇体になるわね」

　マライカも呑のん気きに言う。大半の者たちは、あまり危機感を抱いていなかった。

「四時間後には、一億を超えるわ」

　そこにユーリが冷水を浴びせかける。

　場が凍りついた。

　邪神が楽しそうに言う。

「そうだ。イビは急速に増殖していく。そして、大陸中にあふれかえり、全てを呑のみ込むのだ！　虫けら皇帝、良いことを教えてもらったぞぉ。貴様らのようなゴミでも、群れれば、それなりの脅威になり得る。それを今度は、貴様ら自身でたっぷり味わえ！」

　ゲハ！　ゲハハハハハハハハハ！

　邪神の哄こう笑しようが広間に響き渡る。

　それを適当に聞き流しながら、常つね信のぶは晶機コムニカを取り出した。

「前も言っただろう、グルシュ。先に笑った方が負けるぞ」

「ああん？」

　グルシュがこちらを睨ねめつけた。

「すでに手遅れだというのが分からんのか、虫けら。大陸のあちこちにばらまいた、たった十体のイビを瞬時に見つけ出し、潰すのは『七勇神姫セテイオ・プリンサ』であろうと不可能だ。何より、儂わしが貴様らをここから出すと思うのか？」

「別に俺たちが出る必要はない」

　魔力通信網に繋つながっているのを確認し、頷うなずく。

「大国の、いや、大陸の、全ての者たちの本気を見せてやるよ」
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　常つね信のぶが魔力通信網を通して大陸中の人々にイビ討伐を頼んでから、およそ五時間後。

　全てのイビが駆逐された。

「こんの、クソ虫けら皇帝がぁぁっ……！　何をやっても物量物量で押し潰しおってぇ！　違うだろうが！　貴様ら虫けらは、もっと少人数で必死こいて戦って、ようやく奇跡的に勝利を収める。そういうもんだろうが！　何でそんな余裕で大軍率いたり、大陸中の虫けらどもに手伝ってもらったりしておるのだ!?　ずるいだろうが！　チートか？　大国チートなのかっ？　大概にせぇよ！」

　血走った目で喚わめき散らす。

「グルシュ、もう万策つきたのか？」

　常信は邪神に悠然と言い返した。

「さあ、次の手を打ってみろ。どんな手でも良いぞ。どんな卑ひ怯きような手でも、悪辣な手でも、姑こ息そくな手でも受けて立ってやる」

　一歩踏み出し、指を突きつける。

「全て打ち砕き、お前をこの世界から追い払う！　俺が、ではないぞ。俺たちが、だ。俺たち大陸中の人々、いや、妖精や魔族たちも含む全ての者たちの力で、厄災を打ち破ってみせる！」

「このっ……虫けらぁ……」

　グルシュが苦々しく顔を歪ゆがませた。

　それから、のろのろと項垂うなだれる。

　チッと盛大に舌打ちした。

　常つね信のぶは仲間たちに向き直る。

　皇帝らしく、堂々と宣言した。

「俺たちの勝ちだ」

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　ジルベルトたち帝国兵が歓声を上げる。

「十二星姫ドーデイ・ステラ」たちも跳びはねて喜んだ。

　邪神がフンと鼻を鳴らす。

「儂わしが味わった敗北の中でも、最低クラスの戦いであった。ゼーバが娘をくれてやるだけのことはあるわい。虫けら皇帝め……」

　神殿が大きく揺れた。

「なっ……何事だああああああああ……!?」

　ジルベルトが誰よりも大きな声で狼狽うろたえる。

　グルシュが「ハッ」と吐き捨てた。

「さっさと失うせろ、虫けらども。この神殿はすぐに崩壊する。まあ、儂はここから消えてなくなるので貴様らがここに残ってくたばろうがどうしようが、一向に構わんがなぁ」

　ゲハハハと笑う。

「撤収！　撤収ーっ！」

　ジルベルトが叫び、帝国兵が雪崩を打って扉に駆け寄った。先程まで全く開かなかった扉はあっけなく開き、兵士たちが我先にと引き上げていく。

「陛下、私たちも急ぎましょう」

　ヒルデガルトに促され、常信も走り出した。

　扉を出る直前、背後を振り返る。

　邪神グルシュは、ニタァッと気味の悪い笑みを浮かべていた。




「これで全員かしら～？」

　マリアンヌがリンの背に乗った者たちの顔を見回す。

「早うせい、マリー。巻き添えなんぞゴメンだ」

　セキリンダイシンリュウが鼻を鳴らした。シエラが「みんな揃そろっているね」と頷うなずく。

　真紅の太古竜に乗っているのは「七勇神姫セテイオ・プリンサ」とヒルデガルト、そして常信の九人だ。他の者たちもそれぞれの手段で脱出していく。

「それじゃ、行くわよ～っ」

　マリアンヌがセキリンダイシンリュウの首を軽く叩たたいた。大きな羽を広げ、太古竜が浮き上がる。一気に空へ舞い上がった。

　常つね信のぶは崩れゆく神殿を見下ろす。

「…………」

　何な故ぜか、グルシュの不気味な笑顔が目に焼きついて離れなかった。

　セキリンダイシンリュウが加速し、宝玉が開けた「穴」を越える。

　その瞬間、常信の手足に鎖が巻きついた。

「えっ……？」

　あまりに一瞬の出来事。

　だから誰一人、対処できなかった。

「うわああああああああああああ……!?」

　常信は強引に黒の神殿へと引き戻される。

　驚きよう愕がくした顔で振り返り、手を伸ばす皆が遠ざかる。

　そして「穴」が塞がった。




「どうした、虫けら皇帝？　忘れ物か？」

　ゲハハハハ！　と邪神が嗤わらう。

「……端はなから、これが狙いだったんだな」

　黒の神殿の最奥。

　崩れゆく広間で常信は再びグルシュと相まみえていた。

　磔はりつけから脱した邪神は胸を張り、大胸筋をビクビクさせる。

「儂わしを散々虚仮にした貴様を、生かして帰すと思ったか？」

「俺を殺そうとしても、攻撃は反射されるぞ。即死の呪いも同じだ。スペキア様の加護はまだある」

　相手に気け圧おされないよう、しっかり足を踏ん張る。

　その足にも、両手にも鎖が繋つながれていた。その先は邪神の手足に繋がっている。

「そんなことは分かっておる。だから儂も少しは考えた。反射できる攻撃は、貴様が死ぬような危険なものだけなのだろう？　そこで、この鎖だ」

　愉快そうにグルシュが鎖を指差した。

「これは儂と貴様を繋いでいるだけだ。単にそれだけ。つまり、攻撃ではない」

「俺をどこかに縛るわけでも、これで絞め殺すわけでもないってことか……」

「そういうことだ。おっと、貴様お得意の魔力通信網で助けを呼んでも無駄だぞ」

　常信は晶機コムニカを取り出す。しかし圏外になっていた。

「貴様も見ただろう？　『穴』が閉じたのだ。ここは隔絶されておる。貴様はもう誰の助けも得られんのだ」

「なるほど……」

　晶機コムニカを懐に戻す。その手に何かが触れた。

「じきに神殿は崩壊し、儂わしは神々の世界に強制的に戻される。鎖で繋つながっている貴様も一緒だ。実に愉快なことであろう？」

「俺が、神々の世界に？」

「ゼーバや、奴やつの末娘に助けてもらえるなどと期待はするなよ。儂の世界でなら儂の好きなようにできる。虫けらごとき、どのようにでも始末できるのだ」

「…………」

　常つね信のぶは踵きびすを返し、広間の出口に向かって走り出した。

　鎖がジャラジャラと音を立てて伸びる。

　背中にグルシュの声が飛んできた。

「無駄だ。この鎖はどこまでも伸びる。決して外すことはできん。転移魔法でも使うつもりか？　いくらでもやってみろ！　万が一、貴様が大陸に戻れたとしても、鎖が繋がっている限り、必ず俺の世界に引きずり込まれる。世界中、どこにも逃げ場はないのだ！」

　耳障りな笑い声が響く。

　目の前で広間の扉が閉ざされた。

　叩たたく。ビクともしない。

　神殿の揺れは大きくなるばかりだ。崩壊が近い。

「…………」

　常信は再び踵を返し、グルシュに近づいていった。

「何だ、もう諦めたのか？　つまらん虫けらめ。もう少しもがいてみせろ。無様な姿を見せて儂を楽しませろ！」

「聞きたいことがある」

「ほう？」

「本物の皇帝を、それと、その父親も殺したと言っていたな。何な故ぜだ？」

「そんなことが聞きたいのか？」

　邪神が鼻で笑う。

「答えろ」

「まあ、いい。グロリア帝国の皇帝を殺したのは、その方が面白くなりそうだったからだ」

　眉を顰ひそめる。その顔を見てグルシュは愉快そうに笑った。

「まさか、『真なる王』になる可能性が高かったから殺した、とでも思っていたか？　バカを言うな。本来なら『真なる王』はマサト・ホウライの役割だ。だが、あいつを殺したところで面白みがない」

「…………」

「皇帝を殺せば帝国が乱れる。その隙に乗じてマサトは進軍し、多大な犠牲を払って大陸を統一するだろう。虫けらどもが大義を掲げて殺し合い、つぶし合う。最高の娯楽ではないか！　だから皇帝を殺したのだ。儂わしの楽しみのためにっ」

「なるほど。よく分かったよ」

　気持ちが定まった。

「貴様が間違いなく邪神だってことがな！」

　懐から宝玉を引っ張り出し、グルシュの顔面めがけて投げつける。

「ハッ！　そんなものが通用するかぁっ」

　邪神は宝玉を片手で払いのけた。




　その顔面に、常つね信のぶの拳がめりこむ。




「ぐぷぎょおおおおおおおおおおおおっ……!?」

　宝玉を投げてから全力で走り、全体重を乗せてぶん殴ったのだ。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした色黒中年オヤジが、驚く程、軽々と吹っ飛ぶ。

　広間の壁に叩たたきつけられて滑り落ちた。

「こっ……虫けらぁっ……！　よくもぉっ……」

　見た目より遥はるかに力を失っていたらしい。常信は宝玉を拾い、汚れを丁寧に払った。

「俺からも一つ、教えておいてやる」

「何ぃっ……？」

「さっき俺が扉まで走ったのは逃げるためじゃない。鎖がどのくらい伸びるのか試すためだ。貴様をぶん殴るのに助走が必要だったし、殴った後、自分まで引っ張られたら嫌だったからな」

「抜かせ、虫けらぁ！　神に手を上げるなど、不遜であろうがぁ！」

　立ち上がった邪神が雄お叫たけびを上げ、飛びかかる。

　自分でも驚くほど冷静だった。

　相手の拳を紙一重で躱かわしながら、脇腹に鋭く一撃を叩き込む。

「ごうっ……？」

「フッ」

　それから鳩尾みぞおちに思い切り拳をめり込ませた。「あがはぁっ……!?」と体をくの字に折ったグルシュのこめかみ目掛けて全力のフックを打ち込む。

「うらあああああ!!」

　振り抜くと、邪神はものの見事に横へ吹っ飛んだ。床を無様に滑り、「ぎぃぃっ……」と呻うめく。のろのろと身を起こした。邪神にも意地があるのだろう。すぐに立った。

「まさか、俺の人生でこんなことを言う日が来るとは思わなかったが……」

　拳を握りしめ、グルシュに迫る。

「さっきのは、お前に迷惑をかけられた大陸の者たちの分。今のが、お前の殺した皇帝二人の分だ」

「何を……ほざいておるっ？　虫けら如ごときが……何人殺そうと、どうでもいいことであろうがぁっ！」

「お前に捕らえられ、力を悪用されたソーナの分！」

　殴る。

「双子の妹を奪われ、苦しめられたユーリの分！」

　殴る。

「灰色の『目』を盗まれ、操られたカタリナの分！」

　殴る。

「それから！」

　思いを込めて、幾度も幾度も殴る。

　邪神もやり返してくるが、掠かすりもしない。

　憤りに震え、グルシュの腕がどす黒く染まる。爪が紫に変わった。

「虫けらっ……これ以上、調子に──」

「そしてこれが、俺の分だああああああああああああああ!!」

　右ストレートが邪神の眉み間けんを抉えぐって鼻っ柱をへし折った。

　吹っ飛び、転がり、滑って、床に突っ伏す。

「あがああぁっ……。虫けら、虫けらぁっ……！　こんなことして、分かっているんだろうなぁっ？　もうじき、貴様は儂わしの世界に引きずり込まれるのだぞぉっ……！　そうなれば、貴様如き虫けらなんぞ、儂が──」

「本当は、もう一発叩たたき込みたいんだが」

　グルシュの言葉を遮り、言った。

「パオラはきっと、お前を殴って欲しいとは言わないだろう。だから、それはなしにしておいてやる。彼女の優しさに感謝しろよ」

「…………何だ、貴様？　何な故ぜ、怯おびえておらん？」

　邪神が目を剥むく。どす黒い鼻血を垂れ流しながら吠ほえた。

「もうじき、貴様は儂の世界に引きずり込まれて惨むごたらしく死ぬのだ！　助けなど来ぬ！　来たとしても、儂の鎖からは逃れられぬ！　大陸のどこに隠れようとも、この世界にいる限り、この鎖は解けんのだぁっ！」

「分かってる。でも、俺は信じてるんだ」

　宝玉を握りしめる。

「どこにいても、必ず俺を呼んでくれるって、信じてる。だから、必ず帰る」

　宝玉の中心に仄ほのかな光が宿った。

　それは徐々に強くなっていき、すぐに目ま映ばゆい光を放つようになる。

「宝玉が、光り出した？」

　目を細めて宝玉を手で覆った。

　一際、大きな揺れが起きた。床にヒビが走り、壁が崩れる。グルシュが「時間だ」とほくそ笑んだ。

「さあ来い、虫けら皇帝！　儂わしの世界でじっくりと……何っ？」

　宝玉の光が常つね信のぶを包む。光が更に強くなる。

「これって……何が起きてるんだ……？」

　周りを見回したが、すでに光に包み込まれ、崩れゆく神殿も邪神グルシュの姿も見ることはできない。

　ただ、悔しがる邪神の声が微かすかに聞こえた。

「ふざけるなぁっ……！　異世界への、転移だとぉっ……！　俺の鎖が外れ──」

　目の前が真っ白になった。





第十章　異世界転生とかチート無双とかそっちの話だったの!?（衝撃）







「あれっ？」

　常信は左右を見回した。

　夕暮れどきの街並み。

　懐かしいその光景に首を捻ひねる。

　手には絆きずなの宝玉。服装は着慣れてきた皇帝の服装のままだ。

　そして手足についていたはずのグルシュの鎖は、どこにも見当たらなかった。

「…………」

　手首を触って確認してみる。やはり、ない。外れているのは間違いなさそうだ。

「何で……。そういえば、異世界に転移するとか何とか……」

　そこでハッとする。

　もう一度、周りを見回した。

　夕暮れどきの街並み。

　立ち並ぶ住宅街の家々にアスファルトの道路。

　自転車が側そばを通る。乗っていた主婦らしき女性がこちらを二度見していった。

「ここ、もしかして……。元の世界なのかっ？」

　歩き出す。見知った街並みだ。もう少し先に小さな公園がある。そこを更に進んで左に曲がって、しばらく行けば自宅がある。

　日和ひより常つね信のぶの実家が。

　公園の手前で立ち止まった。

　心臓が早鐘のように鳴っている。息苦しくて立っていられなくなってきた。

　小さな公園に入る。子どもが遊ぶには少し遅すぎるのか、人の姿はなかった。晶機コムニカを取り出して時刻を確認しようとしたが、画面には何も映らない。

　宝玉と晶機を仕し舞まい、ベンチに腰掛けた。

　腕を組む。

「どうする……」

　ここが自分の元いた世界だというのは間違いないだろう。

　とりあえず、実家に戻れば家族に会えるのかもしれない。多分、会える。

　けれど、何と言えば良いのか。

「俺が異世界に召喚されて、ええと、二年？　もっとかな？　その間、やっぱり行方不明になってたんだよな……？」

　そう考えると、年月の重みが背中にのしかかってきた。

「ああ、どうするっ……」

　考え込む。考えても仕方ないことなのだろうけれど、それでも踏ん切りがつかない。

「俺、やっぱり凡人だなあ……」

　項垂うなだれてハアとため息を吐ついた。

　日が暮れ、夜の帳とばりが降りる。

　街灯の明かりが公園をぼんやり照らした。

　いつまでもこうしているわけにはいかない。意を決して立ち上がり、いや、ちょっと待ってくれとベンチに座り直す。

　そんな中途半端なスクワット運動を繰り返し、どれほどの時間が過ぎたのか。

「うわ、本当にいた！」

　人の声にビクッと震える。恐る恐る声のした方を見た。

　自分自身が立っていた。

「あえっ？」

　変な声が出る。全く同じ体型に全く同じ顔。服装だけが違う「常信」は常信を見て苦笑した。

「聞いてはいたけど、こんなにそっくりとはね。いや、そんな怖がらないでくれ。俺だってビックリしてるんだ」

　軽い調子で近づくと、もう一人の常つね信のぶがベンチに腰掛ける。こちらを見て「よう」と陽気に挨拶した。

「お前が本物の日和ひより常信なんだろ？　こういえば分かるよな。俺がアルフォンソⅠ世だ」

「えええっ!?」

　思わず立ち上がる。咄とつ嗟さに周りを見た。運の良いことに誰もいない。

「いや、でもっ……。君は死んだって……」

「まあ、座れ。ちゃんと説明してやっから。てか、ちょっと寒いし家に……ああ、でもややこしいことになりそうだよなあ……。近くにファミレスもないし……。悪い、ここで話していいか？　自販機で何か温かいもの買ってくるから」

　アルフォンソは軽いノリで公園の隅に設置してあるジュースの自動販売機に向かい、スペースがかなり減っていた「あたたか～い」のところに並んだ缶コーヒーを二つ買った。戻ってくると「ほい」と一つ手渡す。

「あ、ありがとう……」

「どこから話せば良いのかねえ」

　缶コーヒーを振りながらアルフォンソが口を開いた。

「とりあえず、何で俺が生きてるのかなんだけど、ようするに俺はむこうで死んで、こっちの世界に転生したって感じだな」

「異世界転生!?」

　缶コーヒーの温かさを感じながらアルフォンソを見る。

「そう、それ！　いやあ、話が早くて助かるわ。こっちの人たち、そういうのスッと理解してくれるからありがたいな」

　アルフォンソが缶コーヒーを一口飲んだ。

「知ってると思うが、俺は向こうの世界で呪い殺された。ったく、酷ひどい人生だったぜ。ジジイどもと面倒な行事ばかりこなして、いきなり父親が死んだと思ったら自分まで呪い殺されて……。で、それで終わりだったはずなんだけどな。パオラがやってくれたんだよ」

「俺を、召喚した……」

「そう。もちろん、異世界召喚自体に大した問題はないんだ。問題なのは、常信、お前が向こうに残るって決めちまったことだよ」

　アルフォンソが片眉を上げて常信を指差す。

「なんか、まずかったのか……？」

「これは俺を転生させた神様からの受け売りだけどな。世界ってのは、こう、密閉された水槽みたいなもんなんだよ」

「はあ……」

「で、中に入ってる水は氷になったり蒸気になったりもするけど、とにかく中身は一定で変わらないわけだ。魂だって同じ世界で輪りん廻ねするわけだからな」

「まあ、分かるよ」

「ところが異世界召喚ってのは余よ所その水槽から氷を一個取って自分の水槽に入れるようなもんだ。そうなると、当然、中身の量が変わっちまう」

「……それが、俺？」

　自分を指差した常つね信のぶにアルフォンソはニヤリとして親指を立てた。

「そういうこと。お前が余所の水槽に居座っちまったせいで、元の水槽は氷一個分、水が足りなくなったんだ。逆にお前が入った水槽は氷一個分、水が多くなった」

「だから、異世界転生……！」

「正解！　理解が早くて助かるわーっ。天国で次は何になるか待ってた俺を急に呼び出して、女神様が言ったんだよ。お前の代わりに異世界転生してくれって」

「世界の辻つじ褄つま合わせで異世界転生したのか……」

「初めは何のことやらって感じだったけど、転生ボーナスくれるっていうし、俺にそっくりだっていう日和ひより常信のこともちょっと気になったから異世界転生してみたんだ」

「軽いなー……」

「そしたら、この世界、最高だぜ！　うるせぇジジイどもはいねぇし、皇帝とか面倒臭い仕事しなくて良いし、あげく高校生っ？　十八なのに、まだ遊んでて良いのっ？　しかも命を狙われる心配のない安全な生活。天国かよっ」

　アルフォンソのテンションが上がる。

「それに、転生ボーナスで一つチート能力もらったから、やりたい放題だしな！」

「どんな能力もらったんだ？」

「狙った相手を１００パー俺に惚ほれさせる能力」

「何だ、その男子高校生垂すい涎ぜんの能力は!?」

「いやー、お陰でモテてモテて大変だわっ。学園ハーレムラブコメってやつだな。あ、俺、今は大学生で一人暮らししてんだ。もちろん、彼女たち全員と同どう棲せいしてんだけどな」

　楽しそうにこちらの肩を叩たたいてきた。

「異世界召喚魔法で死んだ俺をこんな天国に転生させるなんて、パオラは本当に良くできた妹だぜっ」

「楽しそうで何よりだよ……」

「ああ、すまんなっ。お前にばっかり面倒事押しつけちまって」

「いや、それはいいんだけど……」

　常信は夜の公園を見回す。

「これから、どうしたもんか……」

「そういえば、そうだ。急に懐かしい魔法の感覚があったから、まさかと思ってここまで来てみたけどよ。何で戻ってきたんだ？」

「それが……」

　常つね信のぶは邪神グルシュとの戦いをかいつまんで話した。

　アルフォンソは感心しながら話を聞いていたが、聞き終えるなり、「ふむ」と頷うなずく。

「宝玉の力で異世界転移したから、世界のどこに逃げても外せない邪神の鎖を外して逃げることができたってわけか。さすが『真なる王』の持ち物だ。所有者の身の安全も保証してくれるとか」

「でも、帰り方が分からないんだ……」

　宝玉をいくら握っても光らない。力を失ってしまったのだろうか。

「…………」

　常信のことをじっと見ていたアルフォンソは、缶コーヒーを呷あおって立ち上がった。

「そのうち帰れるだろ」

「軽っ！　他ひ人と事ごとだと思って……」

「まあ、聞けって」

　アルフォンソが笑う。

「さっきの水槽の話と同じだ。今はこっちの世界の氷が一個多くなってる。ってことは、必ず辻つじ褄つまを合わせようとするはずだ。見てみろよ、今夜は満月だぜ」

　言われて夜空を見上げた。

　きれいな満月が浮かんでいる。

「そうか。満月なんだ……」

　常信はパオラのことを思った。

「ところで常信、今なら交代できるぞ」

「ん？」

　アルフォンソを振り向く。彼は自分とこちらを指差した。

「お迎えが来る前に入れ替われるってことだよ。今ならお互い、元の生活に戻れる。お前がそうしたいなら、俺は構わないぜ」

　常信は目を見開く。

「どうしたよ？　そんな、ビックリした顔をして」

「いや……。その発想はなかったから」

　そう返した途端、アルフォンソが笑い出した。

「そうかっ。その発想はなかったか。そうか、そうか。何ていうか、安心したよ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで手を差し出す。

「お前、さっき『帰り方が分からない』って言ったろ。それを聞いて、ハッとしたんだ。お前にとっては、もう向こうが『帰る場所』なんだなって」

「あ、うん……。そうだ。そうなんだよ」

　差し出された手を握った。

「俺は向こうの世界に帰る。悪いけど、こっちは頼むよ。家族に、よろしく」

「安心しろ。俺だって、もうこっちに馴な染じんじまってるわ。むこうをよろしく頼む」




　へーか──




　パオラの声がした。

　左右を見回す。しかし誰もいない。気のせいだったのかと思ったとき、常つね信のぶの足元に魔法陣が展開した。

「ナイスタイミングだなっ。お迎えが来たみたいだ」

　アルフォンソがグッと握った手に力を込め、それから放す。

「ああ、そうだ。一つだけ、心残りがあった……」

　魔法陣から出ながら彼が振り返った。少し寂しそうな顔をする。

「パオラのことか？」

「そうだ……。俺、俺なあ……」

　両手を胸の辺りまで持ってきて、手の平を見つめた。

「一度でいいから、パオラのおっぱい鷲わし掴づかみして、揉もみしだきたかったんだあああ！」

「最低な心残り！」

「こう、脇の下から手を入れて、こう、ガッとな！　ガッと！　で、こうっ。それから、こうっ！」

　エア乳揉みを披露するアルフォンソ。

「常信、頼んだ！　俺の代わりにやっといてくれ！」

「そんなこと託されてもっ」

「じゃあな」

　彼は笑顔で手を振った。

　常信も手を挙げ──




「へーか！」

　ふにゅん、と柔らかいものを掴む。

「ん？」

　背中が痛い。

　いつの間にか石の床に寝ていた。

　掲げた手がふにふにと心癒いやされるものを掴んでいる。














「へーか、良かった！」

　むにゅんと抱きつかれた。

　銀色の髪がさらりと頬を撫なでる。

　常つね信のぶはそっと彼女の髪に触れた。

「ただいま、パオラ」

「おかえりなさい！」

　抱きついたまま答えるパオラの声は少し震えている。鼻を啜すする音がした。

「ごめん……。また泣かせたね……。一番、泣かせたくないのに。パオラには、笑顔でいて欲しいのに……」

「ううん……。帰ってきてくれて、良かった。ちゃんと呼んでたよ。わたし、へーかのことずっと呼んでたんだっ」

「うん。聞こえてた。だから帰ってこられたんだ。ありがとう」

　やっと彼女が体を離す。翡ひ翠すい色の吸い込まれそうな瞳ひとみは潤んで少し赤くなっていた。

「俺を、召喚してくれたんだよね？」

　常信は身を起こす。いつぞやの部屋と似たような雰囲気の部屋だ。石床に描かれた魔法陣にも見覚えがある。

　ただし、今はパオラと常信の他にも多くの人々が集まっていた。

「陛下、ご帰還まことに嬉うれしく存じます」

　禿とく頭とうの宰さい相しようが頭を下げる。

「いやあ、いきなり神殿に連れ戻されたときはどうなることかと思ったぜ」

「慌てて引き返したけど間に合わなくて、本当、焦ったわよね……」

「も～っ。あんまり心配させないでね～」

「フン！　我にしっかり掴つかまっておらなんだからだっ」

　ナタリアが、マライカが、マリアンヌが、リンまで安あん堵どの表情を見せている。

「ご無事で何よりでした。『風の姫ヴエネリツサ』として、あと一歩、間に合わなかったことが悔やまれます」

「本当に、生きた心地がしませんでしたっ」

　ロザリンドとヒルデガルトが側そばに寄り、常信を立たせてくれた。

「宝玉のお陰で、皇帝陛下の居場所が特定できた」

「今夜が満月で本当に良かったんですの。召喚魔法にはピッタリで」

　ユーリとソーナも嬉しそうだ。

「さあ、皇帝！　疲れてるだろうっ？　ボクに座ると良いよ！」

　シエラはいつも通りだった。

「まったく！　心配させないでよねっ。……って、べ、別に、あんたのこと心配してたわけじゃなくて、あんたのこと心配してるみんなが心配だっただけなんだからねっ」

　クオーレ様の雑なツンデレは忘れた頃にやってくる。

「おー、陛下だー……。おかえりー」

　人混みを巧みにすり抜けてキャラが顔を出した。

「お帰りなさいませ、陛下！」

「ご無事で本当に良かったです！」

「私、やっぱり陛下でないとダメなんだって、確信致しましたっ」

　他にも「十二星姫ドーデイ・ステラ」の面々から声が上がる。ちょっとしたお祭りムードになってきた。

「さあ、皆さん！　陛下はお疲れです。続きは明日に致しましょう」

　パンパンと手を打ち鳴らしたのは豪ごう奢しやな金髪のエルフ。ベアトリーチェが皆を解散させる。それから側そばまでやって来た。

「陛下は本当に罪な御お方かたですね」

「ええと、何のことかな……？」

「陛下がご帰還なされなかったことで、それはもう大騒ぎだったのですよ。何より、私の心が潰れてしまいそうでしたわっ」

　そう言いながら自分の胸に手を持っていこうとするので、進んで揉もみにいってみた。ふにふにと気持ち良い。大きさではパオラの方が勝っているけれど、形が良いというのは本当のようだ。

「陛下っ？」

　彼女が固まる。完全に予想外だったらしい。

「確か、そういう約束だったからね」

　努めて、さらりと言う。パオラがうんうんと頷うなずいた。

「へーかはちゃんと約束を守ってくれるんだよ」

「あ、あ、あああああっ……」

　耳の先まで真っ赤にして頬に手を当てる彼女を残し、常つね信のぶも自室に戻ることにする。パオラの手を取り、「あとで話があるんだ」と囁ささやいた。




　春の夜風が心地よい。

　今夜の月は満月だ。

　常信はパオラを誘ってバルコニーに出た。何な故ぜか、もじもじしている彼女を見つめ、軽く咳せき払ばらいをする。少し緊張した。

「お兄さんに会ったよ」

「え……？」

　パオラが首を傾かしげる。

　常つね信のぶは、宝玉の力で元の世界に転移した後、異世界転生して常信の代わりに暮らしているアルフォンソと出会ったことを話した。

「お兄ちゃんが……」

　はわわわわ、とパオラは目をくりくりさせる。それから、穏やかな笑顔になった。

「そっか。お兄ちゃん、向こうで元気にしてるんだねっ。あ、生まれ変わったって言うべきなのかな？　楽しそうなら、良かった」

「うん。あのさ、パオラ……」

「なぁに、へーか？」

「俺で、良かったのかな？」

「ん？」

　彼女がまた首を傾かしげた。

「だから、ええと……。本当のお兄さんがこっちに戻ってくることもできたわけで……」

　自分は思い至らなかったけれど、あのとき、本当のアルフォンソが戻る選択肢もあったのだ。もしパオラがそれを望んでいたのなら謝らなくてはならない。

　そう思っていたのだが、彼女は目を瞬かせた。

　それから恥ずかしそうに「えへへーっ」と俯うつむく。

「わたし、へーかのことしか考えてなかったよ」

　もじもじと身を捩よじった。

「へーかに帰ってきて欲しいって、ずっと思ってたし、お兄ちゃんには、もう一度くらい会ってみたかったかなって思うけど、でもっ」

　ギュッと抱きつく。

「帰ってきて欲しかったのは、へーかだよ」

「そ、そっか。そっか……。良かった」

　彼女を抱きしめた。

「へーか、大好き」

「俺も」

　囁ささやき合う。

「パオラ、改めて誓うよ。俺は皇帝として、全ての者が幸せでいられる世界を目指す。だから、一緒についてきてくれ」

「うん！　ずっと一緒だよ」

　そっと体を離した。見つめ合う。

「皆が幸せでいられる世界とは、とても崇高な目標ですね」

　少し大人びた物言いで、パオラがイタズラっぽく笑った。

「へーかは、それが可能とお考えですかな？」

　芝居がかった問いかけに、常つね信のぶはフッと微笑ほほえんだ。

「もちろん。だってウチ、大国だから！」




　と、決め台詞ぜりふで終わるわけがないのは分かりきっていた。

「陛下！　今こ宵よいの私はもう我慢の限界ですっ」

「やっはろー。今夜は嵐の予感がするよー」

「あの、さすがにこの人数は陛下のお体が……」

　ベアトリーチェを先頭に、美少女たちがワイワイと部屋に入ってきた。

　常信はバルコニーから居間に戻り、皆を手で制する。

「よし、みんな一旦、落ち着こう。邪神との戦いを終え、大陸から厄災は去った。これからは恒久的な平和を目指して──」

「そんな御託はどうでもいいんだよ！」

　黒髪ポニーテールが弾む。ナタリアが首に腕を回してきた。

「皇帝、言葉じゃなくて態度で示せよ。恒久的な平和のためには、あたしたちとやることがあんだろう？」

　ピタピタと頬を軽く叩たたかれる。

「そうよ、皇帝さん！　アタシは皇帝さんだけのアイドルなんだからっ、その、ちゃんと……踊らせてよね！」

　マライカが腕を引いてきた。顔を真っ赤にし、黒瑪め瑙のうの瞳ひとみで熱っぽく見つめる。

「あら～♪　大胆な告白ね～っ。皇帝さん、今の『踊る』はエッチな意味なのよ～。私も皇帝さんの上でいっぱい踊りたいな～♪」

　ニコニコと笑顔でマリアンヌが抱きついた。爆乳が押しつけられ、薄布越しに固くなった突起が擦こすれる。

「皇帝、マリーといつぞやの続きをしようではないか。もはや邪魔する者はおらんぞ」

　彼女の背中からセキリンダイシンリュウが顔を出した。真紅の幼女はニヤーッと口の端をつり上げて宙に舞う。

「そう。もはや遮るものは何もないっ」

　深刻そうな顔をしてロザリンドが近づいてきた。長いプラチナブロンドの髪が揺れる。凜りんとした佇たたずまいで告げた。

「どうぞ、陛下。思うがままになさって下さい」

　そっと薄いマンガ本を数冊差し出す。彼女自身の調教ものだった。

「ロザリー、変な方向に感化されすぎだから！」

「はい！　私は陛下に堕おとされました！　すでに身も心も一匹の──」

「やめるんだ！　それ以上、言っちゃいけない！」

「あうううっ♪　ありがとうございますっ」

　ビクビクッと身を震わせ、ロザリンドが膝を突いた。薄いマンガ本が床に散らばる。マライカたちが「あーっ！」と不満そうに声を上げた。

「ロザリーばっかりずるい！　皇帝さん、アタシはっ？」

「アタシはって言われてもっ……」

「ちなみに、あたしも全巻読んでるぜ」

　ナタリアがマンガ本を拾ってやりながら、こちらにウインクする。

「その報告はいらん」

「陛下、どうぞ！」

　ヒルデガルトが真面目な顔で茨の鞭むちを差し出した。

「薔ば薇ら園でのプレイを再現するため、イグドラルで作っておきました！」

「本当に余計なお世話だっ」

　彼女の手から鞭を奪い取り、投げ捨てる。「ああっ……」と名残惜しそうな顔をするので、「現実と虚構の区別をつけよう」と肩を叩たたいて諭した。

　ヒルデガルトが頬を染めて俯うつむく。

「はい、陛下っ……。現実の陛下は、あのような道具に頼らずとも、すごいのですよね。まことに失礼致しました！」

「とんでもない曲解！」

「あら～♪　温泉で触ったときは、とってもすごかったわよ～っ」

「マリー、いらんこと言わないでくれ！」

「はーい……。あたしも陛下の見たことあるよー」

　やる気との縁は来世に期待するしかないくらい眠そうな顔でキャラが手を挙げた。

「ビクビクしてて、何か面白そうだったー……。あと、匂いがねー」

「本当にやめろ」

　急いで赤毛猫耳猫尻尾しつぽ娘の口を塞ぐ。

「何を偉そうに言っているのかしら？」

　豪ごう奢しやな金髪を優雅に払い、ベアトリーチェが余裕をもって皆に言い放った。

「私だって、陛下のものは幾度も拝見させていただきました！」

「ビーチェ！　その対抗意識、いる!?」

「厳然たる事実ですわ」

　うっとりした瞳ひとみで彼女は微笑ほほえむ。

「わたし、挟んだことあるよ！」

「パオラ！」

　元気良く手を挙げた純真な美少女に天を仰いだ。

「やれやれ、無粋な子たちばかりで困ったね」

　爽やかに白い歯を光らせ、シエラが前髪を掻かき上げる。

「安心してくれ、皇帝。今夜のボクはド変態なんかじゃないよ」

　涼しげな碧へき眼がんをキラリと輝かせる。

　革かわ紐ひもだけを身に纏まとって。

　あれは寝間着ではない。恐らく下着ですらない。そんなものを身につけたド変態が煽あおるように艶なまめかしく見つめてきた。

「おや？　そこにいるのは、チヨじゃないか」

　シエラを完全無視して、部屋の隅からこっそりこちらの様子を窺うかがっている黒毛の獣人シノビに声を掛ける。チヨは、はわはわと狼狽うろたえ、顔を隠したが黒い尻尾しつぽがパタパタと振られているのが丸見えだ。

「違うのでござるーっ。拙者、あの笛が気持ち良かったわけではないのでござるーっ。あんなの全然、癖になってないのでござるーっ。魔王皇帝様にまた吹いてもらいたいだなんて、これっぽっちも思ってないのでござるよーっ」

「何よ、その雑なツンデレ！」

　水色の髪を揺らし、クオーレが不満そうに腰に手を当てる。

「クオーレ様、君が言う？」

「ちょっと皇帝！　まるで私が雑なツンデレみたいな言い方しないでっ」

「本当に自覚なかったのかっ？」

「おい、いい加減にしろよ！」

　いきなり黒髪ロングの美少女に羽交い締めにされた。

「ミラグロス!?　何でここにっ？」

「お前、ツネノブとか言ったか？　異世界人なんだってなぁ。そういうことは、もっと早く言えよ。気に入ったぜ、俺様の夫にしてやる」

　魔王ミラグロスが舌なめずりをする。彼女の豊満な胸が背中に押しつけられた。

「言ってる意味が分からないんだがっ？　お前、人間嫌いじゃなかったのか!?」

「この世界の人間は気にくわねぇよ！　でも、お前は異世界から来たんだろ？　そりゃ俺様たちの同類と言っても過言じゃねえ」

「過言だと思うぞっ」

「うるせぇ！　俺様と一緒に大陸を支配しようぜ！　よし、さっそく子作りだ！」

「イヤーッ！　誰かーっ」

　強引に寝室へと引きずられるので助けを求める。素早く皆が駆け寄ってくれた。

　そして、全員に抱え上げられた。

「あれ？」

「あらあ、皇帝さん。まさか助けてもらえると思っていたの？　相変わらず、甘いわね」

　耳元で囁ささやかれた。長い耳に小麦色の肌。ダークエルフのヴァレンティーナが艶然と笑い、服を脱がしにかかっていた。

「ヴァレンティーナまで!?」

「ちゃんと報酬は支払ってもらうわよ。私、取り立ては厳しいんだから」

　艶なまめかしい笑顔で大切なところを撫なで擦さする。

「皇帝陛下、次の厄災に備えないといけないわ」

「『真なる王』の正統なる血筋を継承する。それもまたアートマの姫巫み女こに課せられた使命なんですの」

　滑らかな白金の髪をなびかせ、純白の双子が話しかけてきた。二人はもそもそと腰を動かしている。何をしているのかと思えば、ユーリとソーナは自分たちのパンツを脱いだ。それをこちらの顔に被かぶせる。

「えええええ!?　何してんの!?　あと、血筋の継承とか、それは初耳だよっ」

「皇帝！　パパも孫の顔が見たいって言ってるわ。しっかりやるのよ！」

　いつの間にか全裸になったクオーレが寝室への扉を開く。

「お待ち下さい！」

「是非、私たちもっ」

　部屋に「十二星姫ドーデイ・ステラ」の面々が駆け込んできた。ガブリエラやカタリナたちが胸の前で手を組み、一心に願い出る。

「どうか、私たちも陛下のものにっ」

「やったね、へーか！　みんな一緒だよ！」

　パオラが笑顔を弾はじけさせた。

　大勢の嫁に担ぎ上げられ、寝室に運び込まれる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　あっ、アッ───────────！」

　寝室の扉がバタンと閉じた。


（終）
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　こんにちは、櫂かい末ま高たか彰あきです。

　今回は、人は見た目で判断すべきではない云うん々ぬんという話をしたいのですが、そのためには少々前置きが必要でして、そこから始めるとややこしくなるかもしれません。頑張ってついてきて下さい。（他人任せ）

　まず始めに、威厳が欲しいんです。

　誰にでも分かるような確固たる実績や威厳を感じさせるようなコミュニケーション能力を持っていれば難しくないのでしょうけれど、悲しいかな、どちらも有していない身としてはどうにかして威厳を作り出せないものかと考えたわけです。

　で、髭ひげを伸ばしてみました。

　努力のドの字もない安直な発想ですが、髭を伸ばせばそれっぽくならないものかと企んだわけですね。我ながら浅知恵です。

　ともあれ、そうやって無精髭を伸ばしまくってみたんです。これが前置き一つ目。

　次に、腸内環境を整えたいんです。

　何かで聞きかじった程度の知識ですけれど、免疫機能の鍵は腸が握ってるらしいですよ。腸内環境を整えることが健康にとって大切らしいですよ。

　こういう仕事をしていると不健康になりがちなので腸内環境を整えないといけないなあと思い、ヨーグルトを毎日食べることにしました。これも自分の腸に合った菌を選ばないといけないらしいですね。腸って複雑。

　そんなわけで、今は八個ワンセットになっている某ヨーグルトを毎日一個ずつ食べています。何となく腸の調子が良い気がします。腸に直接聞いたわけではありませんが。

　それはそれとして、八日に一度、ヨーグルトを最寄りのスーパーに買いに行っておるわけです。これが前置き二つ目。

　ここからが本題です。

　先日のことでした。夕方、スーパーにヨーグルトを買いに行ったんです。で、その日は他に買う物がなかったのでヨーグルトだけ持ってレジに向かいました。四つか五つあるレジのうち、そのときは三つ開いてました。ただ、どのレジも三人ほど並んでおりましてね。どれに並んでも大差ないかなあと思って適当に並んだのです。そうしたらレジの店員さんが何やらボタンを押しました。多分、レジ要員を呼び出すためのボタンでしょう。

　でも、誰も来ない。

　続いてマイクを手にして店内に呼びかけます。レジに入って下さいと。

　それでも、誰も来ない。

　やがて列が進み、ヨーグルト一個を台に置きました。すると店員さんから「お待たせしました」。さらに支払いを終えて去ろうとしたところに「すみませんね」。

　……そんなに難癖つけそうなヤバイ奴やつに見えたの!?

　だって、他の人には言ってなかったんだよっ？　急に言ってきたからビックリしたよっ。気にしすぎかなっ？　単にヨーグルト一個だけ持って待ってた髭ひげ面づら中年オヤジのことを憐れんでの言葉だったのかなっ？

　威厳を身につけるって難しいですね。




　というわけで、恒例の謝辞に。

　今回は特に、大人数で大変な絵を見事に描いて頂きました。イラストの三み上かみミカ先生。ありがとう、ありがとう。変な思いつき等も採用して下さる担当編集さん。ありがとう、ありがとう。一緒に遊んでくれる友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。面白いデザイン頁ページを作成して下さる方。ありがとう、ありがとう。この本に携わってくれた全ての方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ここまでお付き合い頂き、本当にありがとう、ありがとう。

　それでは、ご縁がありましたら、またどこかでお会いしましょう。
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　やっはろー。

　今日は陛下の愛妾になったらどんな生活ができるかを実録でお届けするよー。

　まず、寝るときは陛下と一緒だよねー。だから朝は陛下に起こされるんだけど、これがちょっと困るんだー。

「おー、よちよち。今朝もキャラは可愛いでちゅねぇ」

　あたしがまだ寝てるのに陛下はそんなことお構いなしに、あんなとことかこんなとことか触りまくるんだ。おまけに喉をくすぐるから参るよねー。あたしもつい、ゴロゴロ喉鳴らしちゃうよねー。

　それと、尻尾のつけ根を撫でるのもねー。敏感なところだから朝っぱらから撫で撫でされると、こっちも尻尾が立っちゃうんだよー。時々、耳も触ろうとするし、本当に陛下には困らされるなー。

「ほーら、ご飯でちゅよぉ」

　それから朝ご飯を用意してくれるんだけど、好きなものだけじゃなくて、健康にも良いものを食べなさいとか言うんだよねー。困るよねー。

　ご飯を食べたら部屋で晶機弄ってだらだらするんだー。やっぱり、人間って働くようにできてないんだよね。ソファに寝そべってリズムゲームしてるのが至福だねー。

「キャラちゃん、遊ぼーっ」

　昼過ぎになるとパオラがおっぱいをたゆんたゆん揺らしてやって来るんだー。パオラのおっぱいは本当にたゆんたゆんしてるよねー。つい、目で追っちゃうよねー。本能的に揉んじゃうよねー。これは仕方ないことだよねー。

　とりあえず、パオラの膝に寝転がって下乳を眺めながらぽよぽよ押し上げてみるんだ。いいよねー。癒しだよねー。

「キャラ！　おっぱいで遊んじゃいけませんっ」

　そうやってパオラと遊んでたら、何でか陛下に怒られるんだー。あたしがパオラのおっぱいをぽよぽよすると、すぐ怒るのは理不尽だよねー。

「へーか、キャラちゃんを怒らないでっ」

　そんなとき、パオラはいつもあたしを庇ってくれるんだ。天使だよねー。抱きかかえておっぱいに顔を埋めてさせてくれるんだー。天国だよねー。

「まったく。キャラはおっぱいが大好きだな」

　そう言って陛下はあたしの頭を撫でるんだ。それから背中を撫でて、やっぱり尻尾のつけ根を撫でるんだよー。エッチだよねー。

　その後も何やかんやあって、夜はお風呂に入るんだ。陛下のお風呂は広いからみんなで入れるんだよ。愛妾が何人いても問題ないから安心してねー。

「はーい。きれいきれいちまちょうねぇ」

　陛下はあたしのことを素手で洗うんだよー。泡々でぬるぬるなんだー。しかも、尻尾のつけ根をとても熱心に洗うから下心が丸見えだよねー。

「わたしも、わたしも！」

　パオラもあたしを洗いたがるんだ。ふわふわのおっぱいで優しく撫でてくれるし、指を一本一本丁寧にぬるぬるしてくれるから気持ちいいんだよねー。だから、お礼にあたしもパオラのおっぱいをたっぷりマッサージしてあげるんだ。

「キャラちゃん、くすぐったいよ～♪」

「良いではないか。良いではないかーっ」

　泡まみれのパオラのおっぱいは国宝だよねー。脳内永久保存余裕だよねー。




「とうとうキャラまでやりやがったか！」

　常信は執務机をドンと叩いた。眠そうな目でこちらをボーッと見ている赤毛猫耳猫尻尾娘が全く興味なさそうにふわーっとあくびをする。

「あたしのは妄想小説じゃなくて実録だから……」

「いや、嘘だらけだろ！　俺の喋り方、何だよ!?　あと、やたら尻尾のつけ根を撫でる描写があるけど、そんなに撫でてないぞ！」

「撫でれば良いのにー……」

　少し不満そうな声でキャラが言った。

　常信は「お、おうっ……」としか返せなかった。
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